

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグⅠ　最終決戦とその結末






　僧そう侶りよルミアが絶命している。頭部と心臓を損そん壊かい──蘇そ生せいは不可能だった。

　一いつ瞬しゆんでも回復が滞とどこおれば、魔ま王おうの猛もう攻こうにパーティーは圧おし潰つぶされるだろう。

　……俺が回復役にまわるしかない。賢けん者じやアルベルトはそう決断した。

「極大グラン・治癒魔術ルミナスヒーリング！」

　魔力をこめた右手を天にかざす。黄金色の術式が浮うかび上がり、倒たおれ伏ふす勇者ルシアーナが治ち癒ゆの光に包みこまれた。戦せん闘とう不能の重傷がみるみるうちに塞ふさがっていく。

　パーティーは半壊しているが、相手もギリギリのはずだ。恐おそらくあと一いち撃げき……。

　天てん秤びんはどちらに傾かたむいてもおかしくない。

　魔王エルケバルドは真の姿である漆しつ黒こくのドラゴンに身を変えていたが、その全身を覆おおう黒曜石のごとき鱗うろこはいたるところが剥はげ落ち、赤黒い血潮を滴したたらせていた。

　もはや防ぼう御ぎよ力を喪そう失しつしている。あの鱗の隙すき間まに、勇者の剣けんを突つき立てれば……！

　その一撃を命中させるために、誰だれかが隙を作らねばならない。

　しかし……。

　戦士ゲラルトが絶命している。上半身がない。食い千切られ、飲みこまれていた。

　……俺が攻撃役もやるしかない。賢者アルベルトはそう覚かく悟ごを決めた。

「隙を見せたな、アルベルト！　貴様もここで終わりだ!!」

　アルベルトが回復魔術を発動させているのを好機とみて、エルケバルドが襲おそいかかる。黒き怪かい物ぶつの巨きよ体たいから、いかなる武器より鋭するどい爪つめが振ふり下ろされた。

　だがこちらは……隙など見せたつもりはない！

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ!!」

　魔力をこめた左手を迫せまり来るエルケバルドにかざす。深しん紅くの術式が浮かび上がり、爆炎ほのおが轟ごう音おんとともにエルケバルドを包みこんだ。

「右手で回復魔術、左手で攻撃魔術だと……!?」

「それができるから、俺は『賢者』なんだよ！　おまえが終わりだ!!」

　人類の知るもっとも極大格グランクラスの火か炎えん魔法。今こそ天秤は傾いた。

　真っ正面から渦うず巻まく炎ほのおの嵐あらしに飲みこまれ、エルケバルドは咆ほう哮こうをあげた。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　だが魔王の肉体を滅ほろぼせるのは、勇者の力だけだ。

「今だ、姉さん！」

「っ……はあああああああああああっ!!」

　アルベルトが叫さけぶまでもなく……勇者ルシアーナは一撃分の体力を取り戻もどすとすぐさま立ち上がり、自らも焼かれながら炎の渦に突とつ撃げきしていた。

　真っ赤な光の中に、ドラゴンを刺さし貫つらぬく勇者の姿が影かげ絵えのごとく浮かび上がる。

　終わった……。長かった戦い、【勇魔大戦】が……。

「……見事だ、勇者よ。そして……」

　宿敵エルケバルドの瞳ひとみが、アルベルトに向けて輝かがやく。魔王の肉体はさらさらと灰となって消えていき、コロンと音を立てて【魔王核かく】が床ゆかに転がり落ちた。




「いやったぁあああああああ！　アルくん、サイコーっ!!」

　炎の中からルシアーナが飛び出してきて、アルベルトに抱だきついた。

「ちょ……姉さん焦こげてる！　髪かみの毛焦げてる!!　あーっ、初級格プリマクラスの回復魔術を唱える魔力すらない!!　姉さんの髪がーっ!!」

「どうでもいいよ、私の髪なんてっ！　それよりすごいよー！　最後のなんなの!?　極大格グランクラスの魔術を二つ同時に唱えるなんて！　そんな切り札、私だって知らなかったよ!!」

「……ははっ。あんなのもう一度やれって言われたって二度とできないよ。切り札なんかじゃなくて、ガムシャラにやったらできただけなんだから……」

「う……ううう～っ！　アルくん良かったよぉ～っ……！」

　大喜びしたかと思ったら、ルシアーナは今度はぐずぐずと泣き出した。

　緊きん張ちようの糸が切れて、感情が暴走してしまっているのだろう。

　アルベルトは彼女を抱き返し、背中をぽんぽんと叩たたいてやった。

　勇魔大戦──それは人類と魔族による一大決戦。

　これまで歴史の中で、勇魔大戦は幾いく度どとなく繰くり返されてきたが、そのいずれもが勇者と魔王の相あい討うちに終わっていた。

　しかし魔王は核を破壊しない限り、三百年後にまた復活してしまう。復活を遂とげた魔王はさらなる進化を遂げ、再び人類に侵しん攻こうを仕し掛かけてくる。

　すると神々は人々から勇者を選び、魔王と戦うための力を与あたえる……。

　このようにして、勇魔大戦は三百年ごとに何度も何度も繰り返されてきたのだ。

　今度こそ相討ちではなく完全勝利を果たし、世界に恒こう久きゆうの平和をもたらしてみせる……。

　こたびの勇者ルシアーナはそう不断の決意を固めて旅に出た。

　かくしてそれは果たされたのだ。

「アルくん、最後までついてきてくれてありがとうね。ルミアやゲラルト……多くの人たちを守り切れず犠ぎ牲せいにしてしまったけど……アルくんだけは冒ぼう険けんの最初から最後までずっとそばにいてくれた。そのことが、信じられないよ……」

　世界同盟軍が魔族の大侵攻を食い止め、その間に精せい鋭えい十三人による勇者パーティーが魔界に突入した。しかし決戦を終えて最後まで立っていたのは、この二人だけだった。

　勇者ルシアーナ・ルグランと、賢者アルベルト・ルグラン。

　二人は義理の姉弟きようだいだった。

　二人とも戦災孤こ児じで、お互たがいを支え合うように生きてきた。しかし十六歳の誕生日にルシアーナの右手に【勇者の紋もん章しよう】が浮かび上がったことで、二人の運命は激変した。

　アルベルトは義姉あねと違ちがって何の才能ギフトも持たない凡ぼん才さいだった。

　しかし彼にはルシアーナを支えたいという強い信念があった。信念と努力でありとあらゆる魔術を修得し、気がつけば勇者と比ひ肩けんする世界最高の賢者となっていた。

　義姉ねえさんを支えられるのは、俺だけだ。アルベルトはそう自負している。

「……アルくん、大好き……」

　抱だき合ったまま、ルシアーナが小声で呟つぶやいた。

　アルベルトは思わず身を強こわばらせた。

　義姉から甘い異性の香かおりを意識し、心臓を大きく跳はねさせてしまう。

　大好き。それは姉弟としてだろうか、それとも……。

　アルベルトは密ひそかにこの義姉のことを異性として想おもっていた。

　想いを決して口にしなかったのは、勇者である彼女の重荷を増やしたくなかったからだ。

　だがこれからはもう、そんな必要はない……。

「姉さん、俺も……」




「素す晴ばらしい！　実に素晴らしい幕引きエンデイングだった！　それでは勇者よ、次の冒険まで眠ねむりにつくがいい」




　二人だけの空気に、何者かの声が割って入った。

　それまで何の気配もなかったのに、ルシアーナの背後に何者かが立っていた。

　そいつは、男のようにも女のようにも見える中性的な美び貌ぼうをしていた。

　道化ピエロのように過か剰じような笑えみを浮かべ、ギョロリと二人を見ていた。

　アルベルトが気がついたとき、すでにそいつは右手を優ゆう雅がに持ち上げていて──、

　次の瞬間、ルシアーナの胸を鎧よろいごと深々と貫いていた。

「アル……くん……？」

　ルシアーナの口からごぷっと血が溢あふれる。

　心臓の損壊は現代の治癒魔術では回復できない。それは死を意味している。

「姉さん!?　……何者だ、貴様は!!　何のつもりだ!?」

「【神】だよ。彼女に勇者の力と使命を与えた者さ」

　あまりの衝しよう撃げきにアルベルトの怒いかりと思考は凍こおり付いた。

　神……？　神だって？　だったら……尚なお更さらこれはどういうことだ？

　義姉さんはおまえらの命令に従って、魔王を倒したんだぞ!?

「何のつもりかって？　すべてが終わったから、魂たましいを回収しにきたんだよ。三百年後にまた頑がん張ばってもらわねばならないからね」

　ルシアーナの胸から青い光が溢れ出て、神の右手に集まっていく。

　同時に床に転がったままの魔王核がパキリと砕くだけ、赤い光が溢れ出た。それは神の左手に集まっていく。

「人と魔族の争いの歴史……ここで終わってしまってはつまらない。だからこの二つの魂は決着がつくたびに回収されて、永遠に輪りん廻ねする……これはそういう遊びなんだ」

　アルベルトはすべてを理解した。

　太古より続く勇魔大戦。そのすべてが勇者と魔王の相討ちに終わっていると伝えられていたが、違ったのだ。

　相討ちなどではなかった。そんな不自然なことはあり得ない。

　勝者も敗者も等しくこいつが──神が処分していたのだ。

「……勇魔大戦はおまえらを喜ばせるための茶番だったというのか！」

　心に再び怒りと悲しみが灯ともった。……魂の回収、輪廻だと？

「三百年後、ルシアーナにまた勇者をさせるというのか!?　あの人は……戦いなんて嫌きらいな人だった！　魔族すら傷つけるのを嫌っていたんだ！」

「だから楽しいんじゃないか。何の葛かつ藤とうもなく勇者稼か業ぎようをノリノリでこなすような豪ごう傑けつに勇者をやらせて、何が楽しい？」

　あまりの返答に、アルベルトは言葉を失う。

「心優やさしい娘むすめにあえて力と使命を与えて、涙なみだに濡ぬれながら戦う姿を私たちは見たいんだよ。そのうち飽あきるかもしれないが……しばらくはこのコンセプトでいくつもりだ」

「き、貴様……！」

「ふははははははっ！　今回も面おも白しろい物語だった！　何よりも君が前例のない愉ゆ快かいな存在だった！　我々が何の役割も与えていなかった凡人モブのくせに、義姉を支えたい一心でひたむきに鍛たん錬れんし、勇者と並び立つ賢けん者じやとなった義弟おとうと！」

　神は下げ衆すで悪あく趣しゆ味みな笑みを浮うかべた。

「きっとその胸には……単なる姉弟を超こえた想いが秘ひめられていたに違いあるまいな？　そんな君が目の前で義姉を殺された瞬間に浮かべた表情！　そしてこうして真実を告げられた今のその表情ときたらどうだ！　ははは！　これこそまさに最高の幕引きエンデイングだ!!」

　アルベルトの胸に憤ふん怒ぬが燃え広がり、尽つきたはずの魔力が蘇よみがえった。

　深紅の術式が浮かび上がり、手の平から激情が溢れ出た。

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ!!」

　魔王すら畏い怖ふせしめた一撃。人類の最高到とう達たつ点である【極大格グランクラス】の魔術。

　轟音、閃せん光こう、そして爆炎が巻き起こり、神を覆おおい尽くす。

「私に攻撃だと？　ふははっ！　箱庭ゲームのコマの分際で面白いことをする！」

　笑い声がした。それだけで──吹ふき飛ばされたかのように炎が消えた。

　神は笑いながら立っていただけだ。防ぼう御ぎよ魔術を使った気配すらない。

「くくく、義姉のためなら神にも逆らう、か……。頭のネジが外れているな」

「いかなる英えい雄ゆうも、我らを前にしたら心折られてひれ伏ふすものだったが……ふふふ」

　笑い声が重なるようにして、神の傍かたわらにもう一人、神が現れた。

　この場に神は一人ではなかった。こんなにも恐おそろしい存在が……。

「何ら特別な【ギフト】もなく、鍛錬のみでここまで強くなっただけはある」

「並なみ大たい抵ていの精神力の持ち主ではない。……しかしいささか図に乗りすぎだな？」

　神々がさらにどこからともなく姿を現していく。三人、四人、五人……。

　アルベルトは恐きよう怖ふした。抗あらがうなどできるはずがない。このときはそう思った。

　この世界には、このような絶対者たちが君臨していたのだ。

　これが勇魔大戦ものがたりの結末……。

「ふふふ、【時の神】よ。最後まで戦い抜ぬいて真実を知ってしまった不幸な英雄を、いつも通り【時の牢ろう獄ごく】に」

「死以上の苦しみを、褒ほう美びにくれてやれ」

　神々が悪趣味に笑う。

「心得た……」という返事とともに、カッと強い光が放たれた。

　どうしたら防げたのか、どうしたら逃にげられたのか、わからない。




　──気がつくと、アルベルトは真っ白い空間に立ち尽くしていた。








プロローグⅡ　時の牢獄






「……貴様ら、必ず後こう悔かいさせてやるぞ！　この俺を生かしたまま、こんな場所に閉じこめたことを!!」

　アルベルトは絶ぜつ叫きようした。

　しかし獣けものじみたその叫さけびを聞く者は、誰だれもいない。

　眼前には見み渡わたす限りに白い地平線が広がっている。無限の空間、無限の時間……。

　あらゆる時空と繋つながっていない、孤こ立りつした世界。

　──時の牢獄。アルベルトはそういうところに閉じこめられたのだった。

　体感時間にして一週間が過ぎていた。

　肉体は餓うえも渇かわきも感じていない。どうやらこの空間で餓が死しをすることはないらしい。

　しかし孤独と虚きよ無むの絶望が、アルベルトの精神を圧おし潰つぶしていた。

　ここには永遠に何も無い──これはそういう刑けい罰ばつなのだ。

　待ち受ける未来は──自我と精神の崩ほう壊かいのみ。そしていずれは自殺するのだろう。

「壊こわれてたまるものか！　俺は自分から死を選んだりはしない！　これ以上……貴様らの思い通りになどなってたまるか!!」

　憤怒を燃やし続けることで、アルベルトはかろうじて正気を保っていた。

　虚こ空くうに向かって叫びながら、真っ白い空間を彷徨さまよっていった。




　体感時間にして三ヶ月が過ぎた頃ころ、アルベルトはそれを見つけた。

　……きっとあるはずだと信じていた。信じて探し続けて良かった……。

　アルベルトが見つけたものは、死体だった。

　これは自分と同じく、勇ゆう魔ま大戦を戦い抜いた末に真実を知らされて、この時の牢獄に放りこまれた『過去の大英えい雄ゆう』に違ちがいない。

　死体はまったく腐ふ敗はいしておらず、たった今、息絶えたかのようだった。

　憤怒しているような、悲ひ嘆たんしているような……凄すさまじい死に顔をしている。

　死因はわかりきっている。自殺したのだ。

　──そして死後の魂たましいが、すぐそばに残留していた。

　閉とざされた時空間で行き場もなく、新たな生命に転生することもできずにいる。

　すなわちこの英雄は死を選んだところで解放されたわけではなく、今も無限の時間に苦しみ続けている。……つくづく最悪の牢獄だ、ここは。

　まずは『これ』を探して集めることにしよう。アルベルトはそう決めた。




　体感時間にして百年が過ぎた。

　はっきりとした『目標』さえあれば、人の心は持ちこたえることができるものだ。

　今では無む駄だに叫ぶこともしなくなった。心は凪ないだ湖のように落ち着いている。

　アルベルトは数十体の死体を一いつ箇か所しよに集めることができていた。

　……準備が整った。これでようやく最初の一歩を踏ふみ出せる。

「彷徨えし魂よ、我が魔力を息い吹ぶきとなして、生命いのちの夢を取り戻もどせ──」

　アルベルトは死体の前に跪ひざまずいて、呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

「──亡魂操奏リ・アニメイト」

　アルベルトの右手から幾いく筋もの光の糸が伸のびて、死体や魂と結ばれていった。

　発動させた大魔術は、死者を屍鬼ゾンビとして復活させるというものだ。

　魂と亡なき骸がらが結合され、英雄たちが、次々と起き上がった。

「……これは何のつもりだ。見たところ『新顔』のようだが……」

「ようやく考えるということを忘れつつあったというのに」

「絶望の末に朽くちた我らをこうして集めたところで、できることなど何もないぞ……」

　英雄たちの表情に喜びはない。誰もが絶望にすり切れた顔をしている。

　剣けん士しもいれば、魔術師もいる。誰もがその時代において最強だった大英雄たちだ。

　だが何ができるかと問われたならば……彼ら全員と手を組んでかかっても、あの神々には歯が立つまい。そんなことはわかっている。

「強くなりたい」と、アルベルトは切り出した。




「あなたたちが知っている、俺の知らない技わざや魔術をすべて教えて欲しい。

　俺もあなたたちもまだ知らない、未知の技や魔術を研究するのを手伝って欲しい。

　何ができるかと問われれば、こう答えよう……限界を極きわめることができる。

　ここには無限の時間がある。俺はこの世界のすべてを知り尽くすことができる。

　……俺は決して屈くつしない。俺はここで無限に鍛たん錬れんし、限界まで強くなる！」




「限界まで強くなったところで何の意味がある？　ここからは出られないというのに」

「魔術を研究することは、この世界の理ことわりを紐ひも解とくことに等しい。この世界の仕組みをすべて解明し尽くせば、この牢獄から抜け出す術すべも見つかるはずだ。俺は神を超こえる最強の存在になって、ここから脱だつ出しゆつしてみせる」

「……バカな、そんなか細い可能性のために、どれほどの時間を費ついやすつもりだ」

「時間ならば、何千億年でも。すべては俺の精神力次し第だいだ」

　心の持ちよう一つで、『最悪の地獄』は『究極の修しゆ行ぎよう場』に変わる。

　英雄たちはしばし沈ちん黙もくした。呆あきれや驚おどろきといった感情が、波のごとく彼らに広がっていく。しかしそこにアルベルトへの悪感情は含ふくまれていなかった。

「……なんという意志力。絶対者の玩具おもちやに過ぎないと知って、なお立ち向かうか」

「神を前にして心を折られた私では、そのような発想には至らなかった」

「絶望の渦か中ちゆうにあっても諦あきらめぬものこそまさに真の英雄……」

「だが、まともな発想ではない。どうしてそこまでやろうと思える？」

　その問いはもはや遠い昔のように思える感情を、瑞みず々みずしくアルベルトの胸に蘇よみがえらせた。




「……大好きだった姉さんの魂を、救うためだ」




　──そして。

　永久とこしえに限りなく等しい時を、アルベルトは狂くるうことなく過ごした。








一章　アルフレッド






　三つの大国が支配する緑多き大地、【ローディシア大陸】。

　その片かた隅すみに、大国の支配力から逃のがれるようにして【シャングリ・ラ】という村がある。

　集落といった方が相応ふさわしいぐらいのこの小さな村は、とある神童が生まれたことをきっかけに、急速に発展していた。

　ついには周辺大国にも『人知れぬ桃とう源げん郷きよう』として噂うわさが立つようになりつつある。

　神童の名は、アルフレッド・マグナス。




　ある日の夕暮れ──シャングリ・ラのすべての家の窓から、眩まばゆい光が溢あふれ出た。

「どうやら稼か働どう成功、だな。みなさんお疲つかれ様でした！」

　アルフレッドはほっと胸を撫なで下ろした。

　……理論が正しいことは、この少年にはわかりきっていた。それでも成功するかどうか心配だったのは、実際の作業をすべて村人たちに任せたからだ。

「すげえ、本当に何もせずに光ってやがる！　魔術も火種もいらないなんて!!」

「夜がなくなったんだ！　一日がすげえ長くなるぞ!!」

　──小さな村に新たに完成したのは、魔力発電所である。天然の魔鉱石や、魔術師が魔力をこめた魔石を燃料とし、電力という安定したエネルギーを生み出す。

　電力は電線を伝って各家庭に配分され、魔力に乏とぼしい人々の生活を豊かにしてくれる。

　……この村にはこれぐらいの魔導技術テクノロジーがちょうどいいだろう。

　闇やみ雲くもに時計の針を進めればいいというわけではないからな。

「すげえぜ、アル!!　説明されて理解したつもりだったけど、信じられねえ！」

　筋骨隆りゆう々りゆうたる大男がアルフレッド──愛あい称しようは『アル』──に抱だきついた。

「やめてよ、父さん！　汗あせばんだ大胸筋がムチムチしてて気持ち悪い！」

　フレッド・マグナス──知的なアルとは似ても似つかぬ筋肉質マツチヨな父だ。

「それじゃあ私がアルくんに抱きつくっ！」

　父の大胸筋から逃のがれたアルに、今度はおっぱいの大きな少女が抱きつく。身長差のせいで、アルの顔はおっぱいに埋うもれてしまった。

「ミア姉もやめてよ！　おっぱい当たってるから!!」

「そりゃ当たってるでしょ。この体勢で自分で気づいてなかったら、私バカだよ。もー、アルくんはまだそういうこと意識するような歳としじゃないでしょー？」

　ミーア・グリンウッド。シャングリ・ラの野山で狩人かりゆうどとして鍛きたえられた健康美と溌はつ剌らつとした笑え顔がおがトレードマークの近所のお姉さんだ。

　十二歳のアルに対して十五歳。お姉さんぶってはいても、彼女もまだ少女である。

「俺はとっくに思春期だよ！　都だったら初等学院に通いはじめる歳だからな！」

「都のガキはませてるって言うからな！　初等学院でもやることやっちまうってよ！」

　フレッドがガハハと笑う。

「ダメーっ！　アルくんはそんなハレンチな学院行っちゃダメーっ!!　アルくんは永久不変にかわいい存在だから何歳になってもお姉ちゃん離ばなれしなくていいのーっ!!」

「くっ、苦しいっ！　おっぱいで息が……!!」

「まあアルが都の学院なんか通ったって、学べることなんざ何もないだろうしな」

「アルくんは何でも知ってるからね～♪　お姉さんは誇ほこらしいよ～♪」




　……事実、アルフレッド・マグナスは何でも知っている。

　この神童の肉体には、異なる人生をすでに経験した魂が宿っている。

　──大賢けん者じやアルベルト・ルグラン。

　彼は時の牢ろう獄ごくで体感『四十六億年』におよぶ英雄たちとの鍛たん錬れん・研究を終えた。
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　あらゆる武芸と魔ま術じゆつ、そしてこの世界の理ことわりをすべて学び尽つくし、最強を極きわめた。

　そして……自らの遠き血けつ縁えんに魂を転生させ、牢獄からの脱出を果たしたのである。

　現実ではおよそ三百年の時が流れていた。それは彼の計算した通りだった。

　ルシアーナ姉さんの魂が転生し、再び勇魔大戦がはじまろうとしている……。

　魔界との国境では魔族たちの活動が徐じよ々じよに活発化してきている頃だろう。

　魔王の復活とともに、それは本格的な侵しん攻こうへと変わるはずだ……。




　それにしても、とアルは思う。

　人生をやり直すとはこういう感覚なのか……。

　精神というものは、ある程度、肉体に引きずられるものらしい。

　賢者ともあろう自分が……年上のお姉さんに甘やかされるのが照れくさくてたまらない。

　押しつけられるおっぱいの感かん触しよくに、罪悪感じみた恥はずかしさを感じてならない。

　賢者の魂が宿っていても、脳みそは十二歳の少年の思考回路のまま──。

　まさに『思春期』なのだ。

「もう離してくれよー！」アルは顔を赤くして、ジタバタしてしまう。

「だめーっ！　むぎゅーっ!!」

　ミーアはアルの反応を面おも白しろがって、ますます強く抱き締しめる。

　すべてを知り尽くした大賢者の魂を宿す少年。この世界で彼の思い通りにできないものといえば、『年上のお姉さん』ぐらいだろう。




「……おやや？　誰だれかが村に近づいてきてる。知らない顔だ」

　不意にミーアがあらぬ方角に顔を向けて、アルをようやく解放した。

　狩人としての勘かん……などではない。

　彼女には【千せん里り眼がん】という【ギフト】がある。

　ギフトとは神に愛された一ひと握にぎりの魂だけが授さずかる、生まれつきの固有スキルだ。

　その発生確率はおよそ十万分の一。こんな小さな村にギフトの所持者がいるのは、奇き跡せきと言っても過言ではない。

　三百年前は知る人ぞ知る存在だったが、現代ではだいぶ知られるようになったらしい。

　ミーアの千里眼は気配察知スキルの頂点である。

　あらゆる魔術を極めても、これを上回る索さく敵てき手段は存在しない。

　すなわち理論上、どんな相手にでも先制攻こう撃げきをとれる。

　ミーアは村の見張り番としての役割を担になっていた。

「なにィ……？　行商人が来る予定はずっと先だぞ。この村に何の用だってんだァ？」

　フレッドが剣けん吞のんな顔をして筋肉を膨ふくれあがらせる。

　……この村の住人は、余よ所そ者に対して異常な警けい戒かい心を抱いだいている。

　もともと大国に追いやられて逃にげてきた少数民族が作った村なのだ。

　しかも現在、この村はアルのおかげで急激に発展しており、その噂は隠かくしきれず広まりつつある。いずれ三つの大国のどこかがアルを奪うばいに侵略してくる──そういう被ひ害がい妄もう想そうじみた恐きよう怖ふ心に、村人たちは囚とらわれていた。

「ぬぬぬ……アルくんは絶対に渡わたさぬぞっ！」と、ミーアも眉まゆを吊つり上げた。

「ミーア、村の掟おきてだ！　警告をくれてやれ!!」

　フレッドがダミ声をあげると、ミーアは背に担かついでいた弓を手に取った。

　アルが設計したミーア専用の弓だ。

　オリハルコンと鋼糸でできており、常識外れの威い力りよくと射程距きよ離りを誇る。

　大人が三人がかりでなければ引けない剛ごう弓きゆうだが、ミーアは軽々と使いこなしてみせる。

　ミーアはその場で高く跳ちよう躍やくし、上空から彼方かなたへと射しや撃げきした。

　放ったのは、『紹しよう介かいなき者、侵入者とみなす』という手紙つきの矢や文ぶみ。

　一いち見げんさんお断り。馴な染じみの行商人の紹介なく村に近づく者は、もれなくこの手て荒あらい警告を受けることになっている。

　……相手からすると、あり得ない超ちよう遠距離から非常識な威力の矢が前まえ触ぶれもなく飛んできて、足元に深々と突つき刺ささるのだからたまらない。そんなの絶対怖こわい。

　いつもは不用意に村に接近する者があっても、すごすごと逃げ帰るのが常だったが……。

　こたびの相手は、違ちがった。

「むむむ……私の警告を無視してなおもこっちに来る！」

　遥はるか遠くの風景を見通して、ミーアは唸うなった。

「なにぃ!?　何が目的だ!?」

「まあまあ、落ち着きなよ二人とも。いつものことだけど野や蛮ばんだよ、やってることが」

　アルはのんびりと取りなそうとしたが、二人は耳を貸さずに興奮した。

「目的なんてアルくんに決まってる！　許せぬっ！」

「腕うでか足でも射い貫ぬいてやれ！　二度とそんな気を起こさねえようにな！」

「そんなことして、治ち療りようするの俺の役目でしょ？」

　俺のことでそんなに熱くならないで欲しいんだけど、とアルは思う。

　四十六億年もゾンビ以外と交流せずにいたせいか……いや、もともとこういう性格だったか？　他人の激しい感情を御ぎよするのが、どうにも苦手だ。

　つい物事から一歩引いて、他人ひと事ごとのように達観してしまう。

　アルにはこの出来事のあらましが、すでに見えてしまっていた。

　ミーアは再び跳躍し、上空から矢を連射する。

　今度は脅おどしではない。命までとはいわずとも、手足を射止めるつもりだ。

　矢の行方ゆくえは千里眼の持ち主であるミーアにしか見通せないが……、

「全部防がれた！」と、彼女は驚きよう愕がくの声をあげた。

「へえ、それはただ者じゃないな。どこかの国の騎き士し団長クラスが来てるんじゃない？」

　アルも驚おどろいた口ぶりで言った。

　根が小心なフレッドは「マ、マジかよ……」と、一転して怖おじ気けづいた。

　しかしもちろんそんな身分の人間が従者も連れず一人でやってくるはずがない。

　だとしたら……『あの学院』の関係者ということになるだろうな。

「アルくんから習った弓をコケにされるなんて許さない！」

　フレッドと違って根っから武ぶ闘とう派はなミーアは、森へと駆かけ出した。

　すでに位置を掴つかまれた狙そ撃げきではなく直接戦せん闘とうに切り替かえようというのだ。

「俺もついていって様子を見てくるよ」

　アルはフレッドを振ふり返った。「父さんは、何も心配いらないから待っていて」




　戦闘が始まっていた。

　ミーアは森の中で細かく位置を変えながら弓を射る。

　来訪者はそれを受け止めつつ、狙撃者を探さぐって疾しつ駆くする。

　そしてついに両者はお互たがいを視し認にんできる距離まで接近した。

　アルもそこに追いついた。

　相手は……女の子だった。

　白しろ銀がねのごとき少女だった。銀色の長い髪かみが、さらさらと風にたなびいている。

　真っ白い顔に浮うかぶ無表情には、難敵と対たい峙じしているという緊きん張ちよう感が微み塵じんもない。

　端たん正せいなブレザーにスカートという制服姿。

　革かわの盾たてを装備している。これまで放たれた数十本もの矢が、盾に針山のごとく突き刺さっていた。

　あんな簡素な盾でミーアの剛弓を受け止められるはずがない。

　よく見ると……矢は盾に突き刺さるのではなく融合していた。

「……【錬れん金きん術士】か」

　錬金術──何かと何かを融ゆう合ごうさせて別の何かを生み出す、本来なら非戦闘向けの魔術。

　しかしこの少女は、飛んでくる矢をことごとく盾で受け止め、盾が貫かん通つうされるよりも速く、矢と盾とをぺたりと融合させてしまったのだ。

　普ふ通つうの錬金術ではない。ミーアの千里眼と同様、特別なスキルが働いている。

　対峙しているミーアは弓を手放して、ぺろりと唇くちびるを舐なめた。

「さんざん試ためしてよーくわかった。意識して受けられたら融合される。……だったら、意識の外側から切り刻めばいいってことでしょ？」

　そう言って、腰こしに下げた鞘さやから短刀をぬらりと引き抜く。

　アルは眉をひそめた──ミア姉は殺しても構わないつもりでやる気だ。

　彼女は狙撃をしている間は冷静だが……接近戦になると手加減ができなくなる。

「……こちらもあなたのことを、観察させてもらいました……」

　白銀の少女が口を開く。鈴すずを転がすような声だった。

「あり得ない距離から狙撃してきたのが……あなたのギフト。……それがバレたあなたには、もう『脅きよう威い』は残っていない……」

　的確な分ぶん析せきだ。ミーアはすでに切り札を晒さらしてしまっている。

「それはどーかな？　私にはかわいい師匠から習った技わざが残ってる！」

　ミーアの反論も真理を含ふくんでいる──ギフトが戦いのすべてを決めるわけではない。




「あなたの矢は怖かった。だから仕返しに……今度は私のギフトを見せてあげます」




　──白銀の少女の瞳ひとみが真っ赤に輝かがやき、取り巻く空気が変化した。

　世界の理ことわりが、歪ゆがむ。それは人外の可能性──ギフトの力が使われる気配だ。

　ギフトが戦闘においてもっとも警戒すべきものであることは事実だ。それはすべてを知り尽つくした賢けん者じやでも予測困難な『未知の奇跡』を引き起こす異能ちからなのだから。

「天てん変ぺん流る転てん、我が意のままに……【万物アンリミテ融合ツド・ワン】」

　無数の矢が突き刺さった盾が、ぐにゃりと歪んだ。

　突き刺さった矢のすべてを飲みこんで、別の形に転じていく。

　──あっという間に、巨きよ大だいな槍やりとなった。

　妙みような形状をしていた。先せん端たんから後方に向かって、螺ら旋せん状の溝みぞが走っている。

　……あらゆるものを融合させ、自由自在に変形させるのが彼女のギフトということか。

「上位ハイ・旋風魔術エアロストリーム」

　緑色の術式が浮かび上がる──上位格ハイクラスの風の魔ま術じゆつだ。

「上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト」

　朱しゆ色いろの術式も同時に浮かび上がる──上位格ハイクラスの熱の魔術。

「魔術融合、圧縮……」

　それら二つの術式が空中で重なり合い、瞬またたく間に小さく圧縮されていく。

　彼女が融合・変形させられるのは物質に留とどまらないということだ。

　風と熱の上位魔術の圧縮融合──そこから生み出される爆ばく風ふうは、【極大格グランクラス】の一歩手前である【超級格エクスクラス】と同等の威力を発揮するだろう。

　白銀の少女は完成した術式を背にし、槍を構えた。

「武芸が得意そうには見えないけど？」

　ミーアが挑ちよう発はつ的に問いかける。白銀の少女は無表情のまま答えない。

　直後、ミーアは顔をはっとさせた。相手の意図を察したのだ。

　──風と熱を融合させた爆風で、あの槍を砲ほう弾だんのごとく発射させようとしている！

　槍に刻まれていた螺旋状の溝ライフリングは、空気抵てい抗こうでブレることなく正確に槍を飛ひ翔しようさせるためのものだ！

　まさしく必殺の一いち撃げき。その貫通力は、易やす々やすとミーアの防ぼう御ぎよ力を突とつ破ぱするだろう。

「なるほど……それは怖いね」

　──だがそれを回かい避ひできれば、ミーアは接近戦に持ちこんで相手を切り刻むだろう。
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　白銀の少女はミーアをじっと観察しながら、槍を発射するタイミングを窺うかがう。

　ミーアも相手の槍を即そく座ざに回避できるよう、腰を落とした構えをとる。

　アルの見立てでは両者は互ご角かくだ。勝負はこの一撃が当たるかどうかで決まる。

　そしてどちらかが深手を負う。この睨にらみ合いが終わった瞬しゆん間かん、それが決まる。




「……二人とも俺をめぐって争うのはそこまでにしてよ。やりすぎだってば」




　ミーアの背後にアルがいきなり現れて、彼女をぎゅっと抱だき締しめた。

「アルくん!?」

　ミーアは驚きの声を漏もらして振り返り、緊きん張ちようの糸が切れてしまう。

「……新手!?」

　白銀の少女は突とつ如じよあらわれたアルに驚きつつも、魔術のトリガーを引いた。

　圧縮された爆風から、唸りをあげて必殺の槍が飛翔する。

　それは音速を大きく超こえた速度だった。

　しかし光よりは遅おそかった。それはアルが魔術を紡つむぐのに十分な猶ゆう予よだった。

「極大グラン・パ爆轟魔術イロデトネーシヨン」

　アルの背後に真っ赤な術式が大きく浮かび上がり、消えた。

　次の瞬間、耳を聾ろうするような爆音が夕暮れの森に響ひびき渡わたった。

　大爆発が指向性をもって発生し、怒ど濤とうの勢いで少女に襲おそいかかる。

　槍はその爆風を貫つらぬけず、あらぬ方向に蹴け散ちらされていく。

　高温・高圧の爆風は勢いを衰おとろえさせることなく、進行上の木々を燃やすのではなく炭化させながら、白銀の少女に雪崩なだれこんで行く──。

「くっ……！　……え？」

　──彼女の鼻先一寸手前で、爆風は煙けむりのように霧む散さんした。

　寸止めであった。悲鳴をあげなかったのは、大したものだ。

「うっわ……アルくんの魔術、相変わらず、すんごい……」

　アルの力を知っているミーアも、改めて舌を巻いている。

　まるで死の爆風であった。白銀の少女には危害を加えなかったものの、その周囲の木々や茂しげみはすべて炭化し、あたり一面が真っ黒い炭の野と変わり果てている。

「今……、あなたは……、いったい何をしたのですか……？」

　白銀の少女は目をぱちくりさせて問う。

「きみが作った爆風よりも強い爆風で、槍をはね返しただけだよ」

「極大格グランクラスの魔術を……一瞬で……？」

　魔術の詠えい唱しよう速度は魔術師の実力のバロメーターのひとつだ。

　術式によって呪じゆ文もんを簡略化させているとはいえ、そこに腕の差が出る。

　しかもこの少年は、瞬間移動をしながらそれをしなかったか？

「きみの術式は不完全だったからね。もちろんそれだけの差ではないけれど」

「私の術式が……不完全……？」

　信じられぬという反応だった。それはそうだろう、彼女の制服はこの時代における最さい先せん端たんの教育を受けていることを示している。

　しかしアルにとっては時代遅おくれだ。

「……私が一つ魔術を詠唱する間に……あなたは十倍の威い力りよくの魔術を十は発動させられそうですね」

「その分析は正確じゃないね。きみが一つ魔術を詠唱する間に、俺は百倍の威力の魔術を百は発動させられる」

　ぞくりと白銀の少女が身を震ふるわせた。……アルが言こと霊だまにこめた魔術的なイメージを感じ取り、それがまったく大おお袈げ裟さではないことを直感したのだ。

「降こう伏ふくします。……あなたがシャングリ・ラの神童、アルフレッド・マグナスですね」

　白銀の少女がボロボロになった槍に歩み寄り、それを拾い上げる。

　槍が光を帯びてぐにゃりと歪み、革製の学生鞄かばんに変化した。変化というより、元に戻もどったのだろう。融合させられていた大量の矢が分ぶん離りして、バラバラと地面に散らばった。

「その制服、【アメリア魔術王国】の【エーテルメギア勇者学院】のものだね？」

「……はい。私はエーテルメギアの生徒会長、……アリア・ダカーポと申します」

　白銀の少女はぺこりと頭をさげて、名乗った。

　物もの腰ごしは丁てい寧ねいだが、その真っ白い顔に友好的な笑えみは浮かんでいない。

　冷たい無表情。ただしそれは敵対心を残しているのではなく……、

　単に感情を表に出すのが苦手なタイプに見えた。

「好きな食べ物は？」

　アルは突然問いかけた。アリアは「……え？」と目をパチクリさせる。

「……オ、オムライスです」

「なるほど。それで、俺に何の用かな？」

「……はい。エーテルメギアの受験資格は十五歳からとなっていますが……、あなたの特別な才能を見こんで……、飛び級生としてスカウトに参りました」

　ふむ、やっと来たか。

「……えっ。えええっ!?」

　ミーアが目を白黒させて叫さけんだ。

「わ、私たちのアルくんをスカウトなんてしちゃだめぇえええええええええええっ!!」




　　　　†




「このオムライスは…………」

　黄色い小山のようなオムライスを一口食べると、無表情なアリアは瞳を輝かせた。

　冷たい無表情の中で、赤い瞳だけが爛らん々らんと輝いている。

「と、とても美味おいしいです……。料理づくりまで神童とは……」

　感動に打ち震えるように、言う。

　アルはアリアを自宅の夕食に招いたのだった。

　アルの両親……フレッドとリアンは大国アメリアの、恐おそらく貴族の息女であろうアリアに緊張しきってしまい、口数が少なくなってしまっている。

「この美味しさには……何か特別な秘密でもあるのでしょうか……？」

「食材の質が違ちがうんじゃないかな。鶏にわとりは餌えさを変えると、肉も卵も美味うまくなる」

　そして米、肉、卵……すべての食材にそれぞれ最適な熱を加えてある。

　世界の理ことわりを知り尽くした大賢者は、世界最高の料理人でもある。この村の人間なら誰だれもが知っていることだ。

「お肉も贅ぜい沢たくに入っていて……。このような歓かん待たい……、恐きよう縮しゆくです……」

「この村では鶏は別に貴重じゃないんだ。遺伝子を組み換かえて効率を高めてるから」

「いでんし……？」アリアは無む垢くな顔つきで首を傾かしげた。

「……よくわからないですが。……とにかくすごいのですね……、アルは」

　それから物もの珍めずらしげに居間を見回した。

　けっして華か美びな装そう飾しよくがされた部屋ではない。しかし、見たこともないものがたくさんあるのだろう。天てん井じようからぶら下がる電灯だとか。

「シャングリ・ラは……まるで未来都市のようです……」

　アルが村にもたらしたものは発電所だけではない。上下水道、製鉄所、医い療りよう施し設せつなど、暮らしの基き盤ばんとなる様々な施設が整備されている。

「これらの発明を……十二歳のあなたが本当に一人で……？」

「どれもみんながちゃんと理解して、自力でメンテナンスできるギリギリのレベルのものだよ。今ここで魔術文明の行き着く果てを示したところで、みんなのためにはならないからね」

「……は、はあ。どういうことなのでしょう……？」

「というかミア姉、食べづらいから離はなれてくれない……？」

　ミーアも夕食の席についてきていた。

　しかしオムライスには一向に手をつけず、まるで『これは私のもの』と言わんばかりに横からアルにしがみつき、

「がるる……ぐるる……」と、アリアを威い嚇かくしていた。

　当のアリアはそんなことは気にもとめず、アルとオムライスに釘くぎ付づけだったが。

　やれやれ。アルはため息をついた。「……本当に野や蛮ばんで非礼な姉さんだ、ミア姉は」

「野蛮じゃないですぅ～、弟想おもいなだけですぅ～」

　しかしミーアは『行かないで』とは決して言わない。

　アルの意思をすでに察しているのだろう。すべてはアルが決めることだ。

　だからアリアを威嚇したり、頬ほおを膨ふくらませてむくれたりしかできない。

「ごめんね、ミア姉」

　アルは彼女の頭をなでなでして慰なぐさめた。

「……神童なんて信じていませんでしたが、……今では認めざるを得ません。……あなたは紛まぎれもなくそれです。……是ぜ非ひともエーテルメギアに来てもらわねば」

　アリアはオムライスを平らげてから、静かに告げた。

　その瞳ひとみには、使命感じみた熱意が宿っている。

「口元にトマトソースついてるよ」

「……失礼しました。……ありがとうございます」

　とくに恥はずかしがるでもなくアリアは口元をハンカチで拭ぬぐった。

　エーテルメギア勇者学院──三百年に一度の勇ゆう魔ま大戦に備えて、勇者に覚かく醒せいする見こみのある優ゆう秀しゆうな子供たちに、最高の英才教育を施ほどこすための学院だ。

　しかしアルは自分が勇者ではないことをすでに知っている。

　何な故ぜなら次の勇者にもルシアーナの魂たましいが選ばれると知っているからだ。

　その転生したルシアーナも、この学院に入学する可能性が高いだろう。三大国家の筆頭であるアメリア魔術王国が総力を上げて勇者を探しているのだから、高確率でそうなる。

　──アルは誘さそいに応じるつもりだった。

　むしろスカウトをされるために、この村を発展させて噂うわさを広めていたのだ。

　育ててもらったことへの恩返しの気持ちももちろんあるが。

「一つだけお願いをしていいかな」

「……なんでしょう？　私にできることであれば……、何でもします」

「ミア姉もスカウトして欲しい。きみと互ご角かくの力を見せた彼女は、それに値あたいするはずだ」

「えっ!?」と、ふて腐くされていたミーアは身を跳はね起こす。

「互角……、そうですね。彼女が最初から本気で狙そ撃げきをしていたら……どうなっていたかわかりません。負けていたとは思いませんが……。わかりました、推すい薦せんしましょう」

「私もアルくんと一いつ緒しよに行っていいの!?　やったーっ、大逆転っ!!」

「最初からこうして交こう渉しようを持ちかけるつもりだったからね」

「でもでも、私みたいな田舎いなか者が試験に合格できるかな～っ!?」

「ミア姉ならどこに出ても通用するよ」

　アルに頭をなでられて、ミーアは「えへへ～、そかな～？」と機き嫌げん良く目を細めた。

　シャングリ・ラから出たことがないから自覚がないが、アルから英才教育を受けた彼女はすでにレベル90。戦せん闘とうセンスの塊かたまりのような少女だ。

　弓や剣けんのスキルも含ふくめれば、すでに世界で最高クラスの物理アタッカーといえるだろう。

　むしろあれだけ熱くなったミーアと互角に戦えたアリアこそが異常だ。

　アルは目を細めて、アリアの魂とそこに刻まれた能力値ステータスを鑑かん定ていした。

　レベル82……ミーアほどではないが、この若さとしては相当の高さだ。

　魔力が高く、多くの魔術系スキルを修得している。やはり接近戦は不得手。

　そして【万物アンリミテ融合ツド・ワン】というギフトを所有している。

　あらゆるものを錬れん金きん術の対象に選せん択たくし、あらゆるものと一つにさせられるという効果。

　本来の錬金術の枠わく組ぐみを超こえて無制限に。抽ちゆう象しよう的な概がい念ねんや事象でさえも……。

　人間さえも。

「……もしかして、私の魂を鑑定しましたか……？」

「ごめん」

「いえ……、しかし私にはあなたの魂を鑑定できないようです。……少し悔くやしいです」

　できたらさぞかし驚おどろくことだろう。

　アルの能力値はすべてがこの世界における上限に達している。

「……それではよろしいでしょうか？　息子さんを連れて行ってしまっても……」

　アリアはアルの両親に目を向けた。

「も、もちろんでさあっ！　うちにはもったいねえくらい名めい誉よな話ですっ！」

「オ、オムライスのおかわりはいかがかしら!?」

　フレッドとリアンは田舎者丸出しの慌あわて声をあげる。

　アリアは「……是非ともいただきます！」と、やや強めの語気で皿を差し出した。




　食事の後、アルは別れを告げるべく両親と向き合った。

「それじゃあ父さん、母さん、ごめん。行ってくるよ」

　思わず『ごめん』という言葉がこぼれ出た。

「……まあ、おまえの優秀さは俺の倅せがれとは思えないぐらいだからなァ。都からスカウトがくるのも当然だ。本当は、いずれこうなるだろうって予感があったさ」

「ねえ、アルフレッド。これは私が勝手な想像をした上でのお話なのだけど……」

　リアンは優やさしい手つきでアルを抱だき締しめた。

「私ね、お腹なかを痛めて産んだ子供を死産したと思ったとき、私も死のうって思ったわ。それほど悲しかったの。だけどあなたは目を開いてくれた。それで私は救われたのよ」

　この二人の本来の息子むすこは死産だった。

　時の牢ろう獄ごくでアルベルトはそういう運命にあった子を選んで自らの魂を移したのだ。

　それから……赤子として生まれ直したアルは成長するにつれて自我を確立させていき、今、アルベルトとしての人生目的に向かおうとしている。

　それは身勝手なことだ。アルはそう思う。しかし──、

「あなたにおっぱいをあげて、オムツを換えてあげて……そりゃあ大変なこともあったけど……あなたを育ててきたのは本当に嬉うれしいことだったの。だから」

　リアンはアルを抱き締める腕うでにぎゅっと力をこめた。

　十二年。時の牢獄を経験したアルからすると、一いつ瞬しゆんとも思える時間。

　しかしこれまでの人生でもっとも平へい穏おんで幸福な時間だった。

　アルは理論的に最高の料理を作れるが、一番の好物は母の手料理だった。

　アルは人類最強だが、父の逞たくましい両腕に理り屈くつではない頼たのもしさを感じていた。

「あなたは私の息子よ。『ごめん』という言葉は撤てつ回かいしなさい」

「そうだぞ。アルフレッドって名前は俺の名前から付けたんだ。誰がなんて言おうと、おまえは俺の息子だ。自由に生きてもいいが、この名前を捨てることだけはするなよ」

　ルシアーナ姉さんはたった一人の家族ではなくなってしまった。

　だからって姉さんを助けることがどうでもよくなるなんてことは絶対にないけれど。

「ありがとう……父さん、母さん」

　アルは満ち足りた気持ちで、二人に別れを告げた。




「でも、どうしてそんなに乗り気なの？　こんな積極的なアルくん初めてだよ」

　家を発たつと、ミーアが問いかけてきた。

「ま、まさかフレッドさんの言葉を真に受けて、エッチな出会いが目的なんじゃ!?　ダメだよ！　そんな不純な目的で村を出たいなんて許されざるよ!?」

「違うよ！　俺だって学校に通ったら、得られるものがあると思うんだ」

　授業で学べることがあるとは言わない。得たいものというのは──ギフトだ。




　輪りん廻ねした勇者ルシアーナとただ再会するだけでは、彼女を救うことにはならない。

　彼女を真の意味で救うには、神々を倒たおさなければならない。

　しかし──あらゆる魔術と武芸を身につけ、限界まで能力値ステータスを高めても、神に勝つことは不可能。アルはそう結論づけていた。

　神はこの世界を管理する存在だ。

　そして限界とは、神々が許す範はん囲いの上限に過ぎない。

　管理者である神を倒すには限界を超える必要があるのだ。

　──限界を超こえるための唯ゆい一いつの可能性が、ギフトだった。

　神が悪ふざけで作ったような性能を誇ほこるギフトは、この世界における最大の『不確定要素』だ。すなわちギフトだけが、神の想定を超え得うる力を持っている。

　ミーアの千里眼は神にすら『先制攻こう撃げき』をとれるだろう。

　アリアの万物アンリミテ融合ツド・ワンは『神も知らない何か』を生み出すことができるはずだ。

　普ふ通つうの人間が、一人一個のギフトを使ったところで、たかが知れている。

　だが限界まで能力値ステータスを極きわめた者が、複数のギフトを組み合わせたなら……。

　アルはギフトを持っていない。運良くギフトを授さずかって生まれるのは十万人に一人程度。それに恵めぐまれなかったことがアルの限界。だから手に入れなければならない。

　エーテルメギア勇者学院には世界中から特別な才能の持ち主が集められている。

　彼らのギフトを奪うばう……あるいは譲ゆずってもらう……。

　そのための手段を、アルは用意していた。

　最強を極めた大賢けん者じやは、最強を超ちよう越えつするために勇者学院に向かうのだ。




「では出発しましょう……。隣となり村むらまで歩けば……、アメリアへの馬車が出ています」

　アリアがぎゅっとアルの右手を取った。

「これは、何のつもり？」

「年下の子と夜道を歩くときは……、迷子にならないよう手を繋つなぐものでは……？」

　神童とは認めても、十二歳の子供であると信じ切っているのだった。

「やれやれ。歩く必要はない。二人とも、このまま掴つかまっていてくれ。……転移ワープ」

　アルは術式を起動させた。

　次の瞬間、三人は遥はるかな距きよ離りを越こえてアメリア魔術王国にいた。

　学院都市【エーテルブルグ】──この街にエーテルメギア勇者学院はある。

「……瞬間移動！」

　アリアが周囲を確かく認にんするようにしてから、驚きの声をあげる。

「戦いのときも使っていたけれど……こんな魔術があるなんて……」

「そんなに驚くことじゃないけど。きみたちの術式は不完全だからね」

「……不完全、ですか……？」

　転てん移い魔術ぐらい、魔王との決戦時点のアルベルトでもすでに修得していたものだが。

　どうもこの三百年間で魔術はまともな進歩をしてこなかったようだ。

　というよりアリアが魔術を使う姿を見て、改めて確信したことがあった。




　この時代の人々が使う魔術や術式は、アルが時の牢獄で研究していたころの失敗作や試作品プロトタイプと、何故かまったく同じだ。

　体感時間にして三十億年ごろの研究と、完全に合がつ致ちする。

　まるで研究途と中ちゆうのデータを、そっくりそのまま世界に写し取られたかのように。




　世界のあらゆる魔術の進歩の仕方が、過去の自分と偶ぐう然ぜん一致する……。

　そんなことがあり得るだろうか？

　エーテルメギアの授業を受ければ、その原因にも思い当たるか……？

「まあ、転移魔術なんて大したものじゃないよ。で、どちらに向かえばいい？」

「……時間が時間ですから……まずは宿に向かいましょう」

　アリアは戸と惑まどいを見せつつ、アルの手を引いて歩き出した。








二章　転生賢者の入学試験






「入学試験が終わるまでは……こちらの宿に滞たい在ざいしてはいかがでしょう……？」

　いかがでしょう、と言われて文句を言えるような宿ではなかった。

　優ゆう雅がなたたずまいの洋館だった。

　ここがこの街で最高の宿であることが、ひと目で確信できる。

　あのうるさいミーアが目をまん丸くして言葉を失うほどだ。

　扉とびらを開くと、真っ赤な絨じゆう毯たんを敷しき詰つめたエントランスが広がった。

　アリアは我が物顔でそこを横切り、慣れた様子で受付に命じた。

「空いている中で……一番良い部屋を……」

「アリア様!?　た、ただいま確認いたします！」

　のんびりとしたアリアの言葉に、受付の男が過か敏びんな反応を見せる。

「ね、ね、アルくんアルくん、もしかしてアリアさんってすごい人なのかな？」

「かもしれないね。生徒会長って言っていたけど、エーテルメギアを任されている大貴族の息女とかかもしれない。だとしたら、この街の支配者みたいなもんだ」

「あ、そうだ！　アリアさーん、私とアルくんは相部屋でいいからねーっ！」

　アリアの背中に向かってミーアが声をはりあげる。

　えっ!?と、アルは慌あわてた。ミア姉と相部屋……？

　まさか二人きり……？

　そんなことになったら、間ま違ちがいなくひと晩中かわいがられてしまう。

　たとえばあのバカでかいおっぱいを押しつけられて抱だき枕まくらにされてしまったり……。

　それは困る。いや、別に困らない……。いや、やっぱり十二歳の青少年的に困る!!




　──しかしアルの密ひそかな葛かつ藤とうは、いらぬ心配であった。

「えーっ、アリアさんも同じ部屋に泊とまるの？」

「私もこんなに早く帰る予定ではなかったから……まだ帰れないのです……」

　アルはほっと胸を撫なで下ろした。

　安心したような……ちょっとだけ残念なような……。

「わ、このベッドすごいフカフカ！　中に入ってるの藁ワラじゃないとみた！　きっと羽毛だ！　ほら、アルくんも一いつ緒しよにっ!!」

「うわっ！　けっきょく抱き枕にする気か!?」

「どーんっ！」ミーアがアルにしがみつき、もろともベッドに飛びこむ。

　ぼよん、と二人の体が跳はねた。

　アリアは向かいのベッドに腰こしを下ろし、ガラス玉のように無む垢くな瞳ひとみでそれを眺ながめていた。

「お二人は血が繋つながっていないのに……家族のように仲がいいのですね……」

「もっちろん！　家族以上の関係だよ！　アルくんは血よりも濃こい魂たましいで繋がってる私のソウルブラザーだからね！」

「俺にはその概がい念ねん、ちょっとよくわからないけどね……」

　全知を極きわめた大賢者にも理解できないものが、世の中にはわずかながら残っている。

　たとえばミーアというアホなお姉さんが、ノリだけで発する言葉だ。

「理り屈くつじゃなくて魂で理解するんだよ！　……こら、逃にげるなブラザーっ!!」

　ベッドから抜ぬけ出そうとするアルに、そうはさせじとミーアが絡からみつき、二人はジタバタと暴れる。

「……よくわかりません。……家族以上に親しい人なんて今までいませんでしたから」

「えー、そんなの寂さびしいよ！」

　アルを抱き締しめながらミーアが言う。アルは力尽つきてぐったりした。魔ま力りよくで強化でもしないと、純じゆん粋すいな十二歳の体力ではミーアには敵かなわない。

「寂しい、ですか？　……そうは感じていません。家族仲が良好ですから」

「友達と家族は別腹だよ！　どっちかだけで満足なんてできないよ！」

「そういうものですか？　私はそうとは感じていませんが……」

「俺はアリアとも友達になりたいと思っているけれど」

　ミーアをぐいっと押し退のけて、アルは言う。

「友達……、私が、アルと……？」

　最初からそういうつもりで接しているのだ。オムライスで歓かん迎げいをしたのも。

「じゃあ私もアリアさんと友達になるっ！」

　アリアはジトッとした目つきをミーアに向けた。

「……私から見たら、ミーアさんは何もしてないのに狙そ撃げきしてきたり、そのまま殺し合ったり、晩ばん餐さんに招かれた場でじろじろ威い嚇かくしたりしてきた危険人物なのですが……」

　やっていることが完全に未開の蛮ばん族ぞくだった。

　言い訳の余地もないはずだが、ミーアはけらけらと笑い飛ばした。

「もう終わったことじゃん！　昨日の敵は今日の友……むしろ戦ったからこそお互たがいの力をリスペクトしあえる真の友……ソウルフレンドだよっ!!」

　ミーアはイエーイと親指を立てる。

「……それは一いつ般ぱん的な価値観なのでしょうか？　どう反応すべきかわかりません……」

「全然一般的じゃないから安心していいよ」

　しかしアリアには馴なれ馴なれしいぐらいの接し方がちょうど良いとミーアは思ったのだろう。そういう鼻が利きく少女だ。そしてそれは、アルも同感だった。

「……こんなに他人と会話をしたのは、……久しぶりです」

　ぽつりとアリアが呟つぶやいた。




「それじゃあみんなでお風ふ呂ろに入ろうよ！　アリアさんもアルくんも！　わー、アルくんと一緒に入るの久しぶりだなぁ！　アリアさんも一緒でいいよね!?」

「……構いませんが。では行きましょう……アル」

「お、俺は一人で入るからいいっ！」

　アルは一人で湯に浸つかったが、やっぱり一緒に入ればよかったと後こう悔かいしたりもした。




　　　　†




　それにしてもずいぶんと発展したものだ。

　翌朝。街の大通りを歩いて、アルは改めて感心した。

　アメリア魔術王国はアルベルトとルシアーナの故郷でもある。

　三百年前は小国だったが、今や世界の中心といっても過言ではない。

「アルくんアルくん、あの屋台のお肉美味おいしそう！　お肉食べたい!!　お肉!!」

　ミーアがよだれを垂らしそうな顔で袖そでを引っ張ってくる。

　エーテルメギアへと続く大通りには市場や商店が並び、大いに賑にぎわっていた。

　冷れい却きやく魔術や輸送技術が発達した恩おん恵けいで、三百年前には見られなかったような食べ物が世界中から集まってきている。

「お金ならあるけど食べたらきっと後悔するよ」

「うにゃ～」

　肉なら何でも良さそうな顔をしているが、ミーアはアルの料理に慣れているから実のところ舌が肥えている。食べたら食べたで絶対に文句を言うだろう。

「……やめておいた方がいいでしょう。しょせん屋台料理です……。アルのオムライスを超こえる料理は残念ながらこの国には存在しません……」

　街を案内してくれているアリアが言う。

　そんなにオムライスを気に入ってくれたのだろうか。

　とはいえしかし。目覚ましい発展ぶりではあるが……。

　食べ物の鮮せん度どを保つ冷蔵魔術にしても、通りを行き交かう魔導補助馬車にしても……、

　使われている魔術のチグハグさが、目に付くたびに気になって仕方がない。

　ひどく中ちゆう途と半はん端ぱな『作りかけ』なのに、これで完成品とばかりに実用化されている。

　もうちょっとの工く夫ふうでがっつり効率化できるのだが……改善しようという気は起きないのだろうか？

　学院都市エーテルブルグは魔術研究の中心地でもあるはずだが……。

　見上げると、エーテルメギア勇者学院は街の中心に王城のごとくそびえ立っている。

　この日は入学試験当日。

　アルとミーアは、それを受験しにやってきたのだった。




「私は試験を受けないので……、案内できるのはここまでです……」

　エーテルメギアの校門までたどり着くと、アリアはそう言って足を止めた。

「見送ってくれてありがとう。合格してくるから、改めて友達としてよろしく」

　アリアは目をしばたたかせたが、こくりと素す直なおに頷うなずいた。

「……はい。よろしくお願いします……」

　ちょっとは心を開いてくれているのだろうか？

　さて。アルとミーアは巨きよ大だいな校門に向き合った。

　校門というよりまるで城門のようだ。学院というよりも、城じよう塞さいのようだ。

　事実、エーテルメギア勇者学院は街の住民をすべて収容して籠ろう城じようをすることも可能な『戦せん闘とう教育拠きよ点てん』なのである。

　もし魔族の大軍が押し寄せてきても、容易たやすく陥かん落らくすることはないだろう。

　それだけ全人類にとって重要な場所なのだ。

「緊きん張ちようするな～、アルくん！　緊張するね～、アルくん！」

「俺は別に緊張しないよ」

「アルくんも一緒に緊張しようよ～っ!!」

　ミーアがアルの肩かたをぐいぐい揺ゆすってくる。しかし緊張しろと言われても、すべてを知り尽つくした大賢者が試験などに緊張するはずがない。

　おまけにこの世界の魔術は、何な故ぜかどれもこれも過去の自分の研究のコピーなのだ。

　完成しているようなものはひとつもない……。

　アリアからもらった受験票を門番に示し、二人は校門を通り抜けた。

　広場にはすでに数千人にものぼるであろう受験者たちが集まっていた。




　勇者学院とはいっても、この数千人の中に勇者がいるという保証はない。

　しかし勇者に目覚めなかったとしても、彼らの非ひ凡ぼんな才能が無む駄だになるわけではない。この学院で英才教育を受けた戦士や魔術師たちは、『英えい雄ゆう』として勇者を支える存在となるのだ。かつての大賢けん者じやアルベルトのように。




　アルは広場の一角が、ざわざわと騒さわがしいことに気がついた。

「な～んで栄えい誉よあるエーテルメギアの試験会場に耳長どもがいるんだよぉ！」

「試験前で血が騒いでるってのに、おまえら腰こし抜ぬけと一緒の空気を吸ってると腑ふ抜ぬけが移ってきちまいそうだぜ！」

「無礼な！　出身国や人種に文句を言われる筋合いはない！　我々は受験資格を満たしてここにいる！」

「条件を満たしたからってノコノコ平地に顔を出してくるんじゃねーよ、バーカ！　勘かん違ちがいすんな！　森に引っこんでろ!!」

「……私たちはこの場に恥はじない実力を身につけてやってきたつもりです」

「それが勘違いだっつってんだよ、先天的に劣おとってるザコエルフどもが!!」

　二人の耳が長い少女を、男たちが取り囲んで罵ば声せいを浴びせかけていた。

　エルフか……。

　争いを好まない温厚な異人種だ。テリトリーである森に踏ふみこまれない限り、彼らは自分たちから戦いに打って出ることはしない。

　ゆえに戦闘にまつわる技術や理論は、戦争好きなノーマル普通人種が発展させてきた。

　最初に魔術を編み出したのはエルフだったが、それ以降は……。

　術式による【詠えい唱しよう簡略化】、集団で魔力を同調させる【合唱魔術】、魔力を肉体や武具にまとわせる【魔ま闘とう技ぎ】……などといった近代的な戦闘技術のほとんどは、ノーマルの手によって生み出されてきた。

　ゆえにエルフのことを見下すノーマルは多い。

　エルフは戦い下べ手たで弱い、生まれつき闘争心が欠けつ如じよしている……などといった具合に。

　しかしそんな全体的な傾向や歴史は、個人の意思や努力とは関係がない。エルフにだっていろんなやつがいる。

　むしろ彼らは魔力と寿じゆ命みように長たけている。やる気のあるやつが近代技術を取り入れて本気で鍛きたえたら、ノーマルよりずっと優すぐれた戦士や魔術師になれるだろう。

「ふん、おまえらエルフは俺たちノーマルの英雄が守ってやる！　だからおまえらはせいぜい貢みつぎ物を差し出して、俺たちに尽くしていればいいんだよ！」

「それがおまえらの『生まれつきの役割』なんだ！」

「それは不当な決めつけだ！　我らだって英雄にも勇者にもなれる！」

　エルフの少女が悔くやしげに声をあげる。

　ひどいものだな。三百年も経たったらエルフたちの潜せん在ざい能力の高さがもっと世間に浸しん透とうしているものかと思っていたが……。

「不当なもんかよ！　事実、三百年前の勇ゆう魔ま大戦でもエルフどもは何の貢こう献けんもしなかった！　勇者ルシアーナは十三人のパーティーの中に一人もエルフを選ばなかった！　貴様らは人種的に劣ってるって、他ほかならぬルシアーナ様が証明したんだ！」

　あっ……と、アルは思った。それはある意味、自分とルシアーナの責任だ。

　ルシアーナは魔界に突とつ入にゆうするパーティーを組むとき、完全実力主義でメンバーを選んだ。

　当時、エルフたちの中にも英雄と呼ばれるに相応ふさわしい大魔術師がいた。

　しかしルシアーナの隣となりにはすでに、大賢者アルベルトがいたのである。

　役割被かぶりであった。あらゆる系統の魔術を使いこなせる世界最高の賢者がすでにパーティーにいたため、ルシアーナのパーティーにはもう魔術師が必要なかった。

　そういう事情があったのだが……。

　勇魔大戦で活かつ躍やくする英雄を生んだ国は、『人類の勝利に貢献した』として、特権的な地位を得ることとなる。

　かつては弱小国だったアメリア魔術王国が【人類世界同盟】の盟主として君臨するようになったのも、勇者ルシアーナと賢者アルベルトの出身国だったためだ。

　逆に何の貢献もできなかった国は立場を失い、冷れい遇ぐうされるようになる……。

　ノーマルのアルベルトが、生まれつき魔力に長けているはずのエルフの大魔術師を蹴け落おとした結果、エルフたちの名めい誉よは地に落ちた……ということのようだ。

「だからこそ今度の勇魔大戦で名誉挽ばん回かいをするべくここにいるのだろう！」

「名誉挽回はそっちの都合だろうが！　こっちは劣れつ等とう種なんざ必要としてねえんだよ！」

「ひゃっひゃっひゃ！　勘違いしてねえでとっとと森に帰れ！」

　だが三百年も経っていまだに差別の大義名分にされてしまっては困るな……。

　彼らの差別思想はもはや実力主義とは完全に真逆のものだ。

「……いいよ、エステラ。試験さえ受けられれば、何を言われても」

「カティ！　しかしこのような侮ぶ辱じよくを受けて黙だまっていられるものか！」

　カティと呼ばれたエルフの少女は、静かに俯うつむいて侮辱に耐たえていた。

　エルフの伝統衣い装しように身を包む、華きや奢しやで儚はかなげな少女だ。

　エステラと呼ばれたエルフの少女が、カティを庇かばうように男たちと言い争っている。

　こちらは重厚な鎧よろいに身を包んだ、凜り々りしい顔つきの女騎き士しだ。

「……へっ、耳長のくせに、実力には自信ありますってツラじゃねえか」

　男たちの中から、ずいっと一人が前に出た。

「いいぜ、だったらこの場で俺が劣等種どもの実力を審しん査さしてやる！　さあ、かかってこいよ！　相手してやるぜ!!」

「何を言っているのですか？」カティは蔑さげすんだ目つきで言った。

「受験生同士の私闘は禁じられています。私たちは公正な試験で競きそい合うべきです」

「そうでなかったら、貴様らと口論などせずとうに斬きっている」

　男はひゃひゃひゃ！と下品に笑い飛ばした。

「俺を誰だれだと思って口をきいてんだぁ!?　俺はタルガス・フォン・アルザーヌ！　俺の親父おやじはアメリアの軍務卿きようだぞ！　この学院だって親父の管かん轄かつだ！　たった今から俺が試験官に代わって劣等エルフを叩たたきだしても、誰も文句をつけやしねえよ！」

　タルガスはにたりと下げ衆すな笑えみを浮うかべた。

「……おまえらが俺に手出ししたら、おまえらは私闘をしたってことになるかもしれねえけどな～」

「なっ!?」

　つまり一方的に叩きのめされろということだ。

「流石さすがタルガスさん！」

「ひゃっひゃっひゃ！　今日ここでエルフを見かけたらこうして叩きだしてやるって決めてたんだ!!　てめえら劣等種が認められる日なんて、未来永えい劫ごうこねえよ!!」

　……なるほど。合点がいった。

　彼らはエルフの潜在能力に気付いているからこそ、差別をやめないのだ。

　タルガスは背中に負った大たい剣けんを手に取り、ゆっくりと振ふり上げた。

「……ルシアーナ様とアルベルト様を恨うらむんだなぁ！」




「アルくん！　何なのあいつ、信じられない！　こんなの許せないよ!!」

　ミーアは憤ふん然ぜんと声をあげて、背中の弓に手をかけた。

「やめなよ、私闘は禁じられてるって言ってたじゃない。手出ししたら失格になる」

「そんな……アルくんは放っておくつもりなの!?」

「俺が何とかするから、ミア姉はやめなよってことだよ」

「さっすがアルくん！　でも、どうするの？」

　さて、どうしよう。

　私闘の痕こん跡せきを一いつ切さい残さずエルフの二人を助け、タルガスをこらしめる。

　……これはわりと面めん倒どうな状じよう況きようだ。アルも不合格にはなりたくない。

　一番手っ取り早いのは精神操作だが……たとえ相手がクズでも人の心を操あやつったりするのは好きではない。人の心は聖域だ。

　しかしタルガスという男は相当に人格が腐くさっているから、相応に痛めつけてやらないと彼自身のためにもならないだろう。となると……。

　アルは思考を巡めぐらせつつ、てくてくと無造作に歩いて行った。




「とっとと森に帰っちまえ！　食くらえ、魔闘技……オーラブレイドッ!!」

　タルガスは幅はば広びろの大剣に魔力を帯びさせて、カティへと振り下ろした。

　──その両者の間に、素す早ばやく割って入った小さな影かげがある。

「なっ!?」

　年少の少年が、振り下ろされた大剣の刃はを無造作につかんでいた。

　タルガスが押しても引いても、小さな手に阻はばまれた刃は動かない。

「……今、オーラブレイド、って言った？　この無様な技わざを？」

　アルは小枝を拾い上げるように、ひょいとタルガスから大剣を奪うばい取った。

「魔力制せい御ぎよの精度が甘い。余計なところに魔力が分散している。本当のオーラブレイドというのは……こうだよ」

　アルは奪い取った大剣をゆっくりと振りかざす。

　その小さな体から莫ばく大だいな魔力が湧わき上がり、そのすべてが刃にぎゅっと集中した。

　──広場にいた数千人の受験生が一いつ斉せいに振り向き、震ふるえ上がった。

　アルが掲かかげた大剣から、非常識なまでの魔力の波動を感じ取ったためだ。

　その魔力をそのまま地面に叩きつけたら……エーテルメギアを中心にエーテルブルグという街そのものが一刀両断されるだろう……そう予感させるほどの魔力波だった。

　恐きよう怖ふと緊きん張ちよう感で、広場が凍こおり付いた。

　──しかしこれでもアルは手加減をしていた。

　……あまり強い力を見せつけすぎても、やる気を失うかもしれないからな。

　これぐらいの力を見せれば、彼の思い上がりを正すのに十分だろうか。

「お……おまえ、な、なんだ、それ……」

　膨ぼう大だいな魔力がこもった刃の真下にいるタルガスが、ガタガタと歯の根を震わせた。

「何だそれ、だって？　これは一いち撃げきの威い力りよくを最大限に高めることを追求した魔闘技だよ。でもこれは不完全だ。次に何をするか、動きが読みやすいからね」

　やれやれ……自じ慢まんげに繰くり出す技がオーラブレイドとは。

　もしかして魔術だけじゃなくて武術も『出来損そこない』ばかりなのか？

「そ、そんなことは聞いてない!?　お、おまえ、それで何をするつもりだ!?」

「あなたに振り下ろすつもりだけど」

「や、やめろ!!　俺は軍務卿の息子むすこ、タルガス・フォン・アルザーヌだぞ!!」

「知らないな。確かに勇者ルシアーナはエルフをパーティーに選ばなかった。だけど彼女はあなたが何者かなんてことにも興味はなかったはずだ。大事なのは……」

「お、おまえ試験に合格したいんだろ!?　わかってるのか!?　俺に手出ししたら不合格になるんだぞ!!　俺はタルガス・フォン・アルザーヌなんだ!!」

「……大事なのは、個人の実力だよ。名前じゃあない。どんなに速い一撃でも動きとタイミングを読めればかわせるものだよ。名前なんかに頼たよらず、チャレンジしてごらん」

　アルは剣を振り下ろした。

　魔力で守らねば鼓こ膜まくが破れるほどの轟ごう音おんが巻き起こり、地面に巨きよ大だいな亀き裂れつが穿うがたれた。ぐらぐらと大地が揺ゆれ、エーテルメギア勇者学院がガラガラと崩くずれてゆく。

　人々は悲鳴をあげて逃にげ惑まどった。

　タルガスは跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていた。

　真っ二つになっただけでは済まず、剣圧の余波で消し飛んだのだ。

　……これでは回かい避ひできても助かる術すべはなかったか。ちょっとやりすぎたな。

　肉体を失ったタルガスの魂たましいがふわりと浮き上がり、生命の大本へと回帰してゆく……。

「……時間・反転跳躍タイム・リワインド」

　アルの背に銀色の術式が浮かび上がった。

　発動した大魔術は、時の流れを逆向きに押し流していく──。




　──アルがタルガスの大剣を片手で受け止めている時点まで、時間が逆流した。

　時間操作魔術。

　世界の理ことわりをすべて知り尽つくした魔術の中でも、究極クラスのもののひとつ。

　ただし神かギフトの力を借りない限り、人の力で操作できる時間は数分が限界だ。

　そしてアルはちょっとした細工を施ほどこしていた。

　自分だけでなく、タルガスの自我も巻き戻もどしの効果から外しておいたのだ。

　すなわち術者のアルだけでなく、タルガスの記き憶おくもそのままだった。

　タルガスの顔面が青ざめ、滝たきのような脂あぶら汗あせがぶわっと溢あふれ出た。

「お、おまままえ……い、いいいい今俺にななな何を……!?」

　これで彼も謙けん虚きよな心を取り戻してくれただろうか？

「いいかい、あなたがどんなに偉えらい人の息子だろうとそんなことで思い上がってはいけないよ。相手がエルフというだけで、何も知らない他人を見下してもいけない」

　アルはぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて、諭さとした。

「何な故ぜなら誰もが努力次し第だいで、どこまででも強くなれる可能性を持っているのだから！」

　へにゃりとタルガスはその場でへたりこみ、白目を剥むいて気絶した。

　なんだ、だらしないな。

　理解してもらえるまで繰り返そうと思っていたのに。

　ちょっと走そう馬ま灯とうを見せられたぐらいで、何も気絶することはないだろう。

　……だが目的は果たせたから、よしとしよう。

　彼も反省したに違ちがいないし、エルフの少女たちを助けることもできた。

「タ、タルガスさん!?　タルガスさぁーん!!」

　男たちがタルガスを取り囲んでいく。




「君、今……何をしたんだ？　私たちを助けてくれたのか？」

　鎧を着こんだエルフの少女、エステラが呆ぼう然ぜんとした声を漏もらす。

　彼女たちからしたら何が起こったのか、わけがわかるまい。

　アルがそちらを振り向くと、

「……なにっ!?　き、君は！」と、エステラが驚おどろきの声をあげた。

「きゃ、きゃわいい……♡　こんな小っちゃかわいい男の子が、我々を助けてくれたというのか!?」

　女騎士の凜々しい顔が、ふにゃりと緩ゆるんだ。

「エステラ、失礼ですよ。……助けてくださってありがとうございます」

　カティの方はあくまで礼節を乱さずに頭を下げた。

　清せい楚そな美び貌ぼうと華きや奢しやな体たい躯く。気品に満ちた物もの腰ごしは、まるで高貴な生まれの姫ひめのよう……。

「私はカティ・フィオーレ。エルブンハイムの第四王女です」

　……本物のお姫様だった。アルは少しだけ驚いた。

「私はエルブンハイムの聖騎き士しエステラ・ブリランテだ。カティは私にとって幼おさな馴な染じみの友であり、相棒であり、守るべき主あるじでもある。ありがとう、少年」

　エステラはキリっと表情を引き締めてそう自己紹しよう介かいした。

　しかし中腰になってアルと目線を合わせると、すぐにまた表情をデレデレにさせた。

「き、君はどうしてこんなところにいるのかな？　父上と母上からはぐれて迷子になってしまったのかな？　きゃ、きゃわいいな～～っ♡」

　……迷子がエーテルメギアの試験会場に迷いこむわけないだろう。

　見た目だけで子供あつかいというのもいい加減にして欲しいものだ。大賢けん者じやだぞ。

「俺の名前はアルフレッド・マグナス。もしも二人が正規の試験ならば合格できるというなら、きっと同級生ということになる。よろしく」

「なに、君は飛び級生なのか!?　同級生とは、驚いたな……」

「まともな試験ならば、自信はあります！」

　カティはぐっと身を乗り出して言う。

　……誤解されては困るから、言っておかねばなるまい。

「勇者ルシアーナは実力主義者ではあっても、差別主義者ではなかった。彼女のパーティー選びのせいでエルフへの差別が後を引いたのは残念なことだけど……だからこそあなたたち二人は、今この場で実力を正当に評価されるべきだと思う」

「……君はまるで、当事者のような言い方をするのだな」

　エステラが面めん食くらったような顔をした。当事者だぞ。

「ありがとうございます。勇者ルシアーナ様は、私たちを差別していたわけじゃない……誰だれかがそう認めてくれるのを、ずっと待っていました」

　カティはアルの小さな手をぎゅっと握り締めた。

　アルはぎょっとした。カティの白しら魚うおのようにたおやかな手は……、

　武具を操作する薬指と小指の付け根だけ、皮ひ膚ふが異様に分厚くなっていた。

　魔ま力りよくで肉体を保護強化していれば、このような状態は見られない。つまりこれは──、

　魔力が尽き果てて体がボロボロになるような鍛たん錬れんを日常的に積んでいる人間の手だ。

　かつての自分アルベルトと同レベルで努力している人間を、初めて見たな。

「今日ここで心が屈くつしかけたこと……恥はずかしく思います。しかしあなたやルシアーナ様のような方が見守っていてくださるならば、私はもう二度と屈しません！」

　闘とう争そう心とやる気に満ち溢れたエルフ……。

　そのとき朗々とした声が広場に響ひびき渡わたった。

「静せい粛しゆくに！　これよりローディシア大陸の命運を担になう名めい誉よある勇者候補たちの選せん抜ばつ試験をはじめる。攻こう撃げき力測定、筆記試験、模も擬ぎ戦の三種目によって諸君らの現時点での能力と将来性を測らせてもらう。それでは試験番号一から五百のものはこちらへ……」

「……はじまるようですね。今日のご恩は忘れません。お互たがい頑がん張ばりましょう！」

「ああ、頑張ろう」

　改めて手をぎゅっと握り合ってから、アルはミーアの元へと戻っていく。

「さっすが私のアルくん！　説教だけで相手を気絶させるなんてっ！」

　──悪くない出会いだったはずだ。

　アルは会話しながら二人の魂を鑑かん定ていしていた。

　カティがレベル72、エステラが70。そして二人とも、ギフト持ちだった。

　有能なギフト持ちは、きちんとチェックしておかねばならない。
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「試験番号一から五百の受験生は第一闘技場へと集合！」

　そこには五人の試験官が待ち構えていた。

「これより攻撃力測定を行う！　ルールは簡単だ。我々が生み出す結界に、誰でも好きなやつから自由に攻撃を仕し掛かけるがいい!!」

　なるほど。結界の損そん耗もう率でこちらの攻撃力を測るというわけか。

「中位ミドル・旋風斬エアロカツター！」

「上位火炎弾ハイ・バレツト！」

　すぐさま受験生たちが、意気盛さかんに微笑ほほえましい攻撃魔術を仕掛けていく。

　それらは五人がかりの結界を前に、蟷とう螂ろうの斧おののごとく弾はじき返されていった。

　しかし結界を張ることを専門としている魔術師を結界師と呼ぶが……。

「たった五人で大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

　守る側は攻せめる側よりも多くのエネルギーがいる。並の結界師五人では、本当に一いつ騎き当とう千せんクラスの英えい雄ゆうの一撃を受けたらひとたまりも無く砕くだけ散ってしまうだろう。

　勇者学院なら、そういう規格外の受験生も想定していなければダメだ。

「何をバカなことを！」

　結界師の一人が、アルの言葉に耳ざとく反応した。

「ここにおられる方は、当世一代の結界師エイブラハム・ピッケンバーグ十三世殿どのであるぞ！　学生の試験においでになるなどとても恐おそれ多い御お方かただが、こたびの入学試験は天才と名高いルーグ殿でん下かも参加なさることから特別におでましいただけたのだ！」

　ほほう、ピッケンバーグ家といえば結界魔術を専門に研究し続けている名門だ。

　タルガスのアルザーヌ家なんぞはまったく聞いたことがなかったが、『ピッケンバーグの鉄てつ壁ぺき』といえば三百年前からその名が知れ渡っていた。

　結界魔術に限って言えば、賢者アルベルトよりも上うわ手てだっただろう。

　当時のピッケンバーグは防衛拠きよ点てんを守り続けていたから肩かたを並べて共に戦った経験はないが……まさしく人類の守護者と称たたえるべき傑けつ物ぶつだった。

　この時代の『ピッケンバーグの鉄壁』がどのように進歩しているかは、興味深い。

「ぬしらのごとき若じやく輩はいが、儂わしの鉄壁に不足を申し立てるなど……笑しよう止し！」

　鶴つるのようにひょろりと瘦やせた老師がしゃがれ声でそう叫さけぶ。

　この老魔術師こそエイブラハム・ピッケンバーグ十三世で間違いあるまい。

「毛の一筋でも結界に傷をつけられたら、褒ほう美びをくれてやるわ!!」

「褒美って何？」

「儂のサインをやろう!!」

　ちょっとだけ欲ほしいな……。

　当時のピッケンバーグさんを、本当に尊敬していたから……。

「あの『ピッケンバーグの鉄壁』に挑いどめるたあ、面おも白しれえ！　男の見せどころだぜ!!」

　ゴリラのような顔をした男子がずいと前に出た。

　とても十五歳とは思えぬ顔と体格であった。見るからに攻撃力が高そうだ。

「どりゃあああああああああああっ！　オーラブレイドぉおおおおおおおおおっ!!」

　ゴリラ顔の男子は手にした戦せん斧ぷに魔力を一点集中させて結界に飛びかかる。

　これは……タルガスの無様なオーラブレイドの十倍は威い力りよくがあるぞ！

「ぬるいわ！　……魔甲鉄壁陣オーラフオートレス!!」

　エイブラハムが片手をかざして結界に魔力を注ぎこむ。

　結界がもりもりと厚みを増していき、物理的な実体をもって戦斧の一撃を弾き返した。

「ぐわあああああああああああっ！　こ、これがピッケンバーグの鉄壁……!!」

　ゴリラ顔の男子が悲鳴をあげながら吹ふっ飛ばされる。

「こ、これが伝説の結界師の力……」「まるで要よう塞さいだ……」

　受験生たちがざわつき、怖おじ気けづいたように攻撃が止まる。

「どうしたどうした小こ僧ぞうども！　他に威勢のいい者はおらんのかぁ!?」

　──妙みようだな……。今の術式は……ピッケンバーグ一族のものではない。

　本気を出していないのか？　試ためしてみるか……。

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ」

　アルは深しん紅くの術式を浮うかび上がらせ、渦うず巻まく爆炎ほのおを撃うち放った。

「グ、極大格グランクラスじゃと!?　み、皆みなの衆よ、儂に魔力の波長を合わせよっ!!」

　エイブラハムたちは顔色を変えて全魔力を結界に注ぎこんだ。

　しかし浮かび上がる術式は、ピッケンバーグ本来のものではない。

　アルがかつて時の牢ろう獄ごくで研究していた欠けつ陥かん品を、そのままコピーした術式だ。

　まさか……一族代々が研究し続けていた術式を捨ててしまったというのか!?

　爆炎は瞬またたく間に鉄壁を蒸発させ、五人の結界師たちを飲みこんでいった。

「「「「「うっぎゃあああああああああああああああああああああっ!!」」」」」

　地じ獄ごくの炎の中で悲鳴が響き渡る。

　しまった、本気を出していないのかと思って強くしすぎた。

　それにサインが欲しかったから……ちょっとだけ気合が入りすぎてしまった。

　いかにピッケンバーグの鉄壁といえど、今のアルにとっては薄うす紙がみ一枚のようなものだ。

　結界は破は壊かいしつつ相手を傷つけず……というような手加減は簡単なことではない。

「極大グラン・治癒魔術ルミナスヒーリング」アルはすぐさま治ち癒ゆ魔術を唱えた。

　危あやうく消し飛びそうになっていた五人が、かろうじて原形を取り戻もどしていく。

「極大格グランクラスの攻撃魔術と回復魔術を……同時に？」

　他の受験生たちが、ぽかーんとした顔でアルを見つめる。

　それができるから賢者なのだ。

「バ、バカな……儂の鉄壁が、あんな子供に…………ウーン」

　回復したエイブラハムは、しかし精神的なショックですぐに白目を剥むいてぶっ倒たおれてしまった。試験官たちが慌あわてて彼を担かつぎ上げて、どこかに運びこんでいく。

　ちょっと待て、サインはちゃんとくれるんだろうな。
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　筆記試験が行われる教室にやってきた。

　着席すると、すぐさま分厚い紙束が配られてゆく。

　設問の内容は魔術理論、武術理論、医術理論の三種類である。

　これを半日かけて解いて、この日は一いつ旦たん解散だという。

　アルはしばし考えこんだ。

　良い点を取ろうと考えるなら、この時代の水準に合わせた答えを書きこまねばならない。

　しかし……試験の解答用紙とは、自身の知性の分身のようなものだ。

　よし、『世界の理ことわり』の一いつ端たんをここに記してやろう。

　アルは超ちよう高度魔術を唱えるための究極法則や、武術におけるもっとも効率的な運動力学、知られざる生命体の神秘について、手加減なく答案用紙を埋うめ尽つくしていった。

　そしてものの数分で終わらせて、真っ先に試験会場から退室した。

「なんだあいつ……？」「もう解き終えたのか？」「バカな、単なるリタイアだろ……」

　さて、この解答用紙の価値を理解できる者がいればいいのだが。




「ミア姉、どうだった？」

　しばらく時間が経たって、試験会場から退室してきたミーアにアルは声をかけた。

「これまでアルくんから習ってきたとおりのことを書いてきたよ！」

　ふむ、果たしてどうなるかな。

　今日の試験で成績上位の者だけが、翌日の模擬戦に参加できるとのことだったが……。

「……アルくん、それ、どうしたの？」

　アルが手にしている四角い色紙に、ミーアが目を留める。

「ピッケンバーグ師のサイン。ミア姉を待っている間にもらってきた」

「誰それ……？」

　それから二人は宿に戻った。




　　　　†




　翌朝早く、アルとミーアは再びエーテルメギアにやってきた。

　広場の掲けい示じ板ばんに前日の試験の結果が貼はり出されているはずだったが……。

　しかしその前に、二人は別室に呼び出された。

「試験監かん督とく長のレストン・クーゲルだ」

　いかにも研究者らしい細ほそ面おもての男が自己紹しよう介かいする。そして、

「悪いが君たちの筆記試験の答案は、すべて０点とした」

　ミーアが「ええーっ!?」と大声をあげた。ふむ、そうなったか。

「君たちの解答には見るべきところがあるが……いずれも証明されていない、見たこともない理論に基もとづくものだ。二人とも攻撃力測定の結果が並外れて優ゆう秀しゆうだったから模擬戦への参加は認めるが、この解答を正解とするわけにはいかない」

　アルはレストンをじっと覗のぞきこんだ。

「な、何かね？」

　少年の無む垢くな瞳ひとみに、レストンがたじろぐ。

「試したの？」

「……なに？」

「未知の理論を目にしたそのとき、まず最初にやるべきことはバツをつけることではないと思う。魔ま術じゆつの実証実験なんて、そんなに時間のかかることじゃないんだから」

「……み、未練がましいことを言ってゴネるな！」

　レストンは突とつ如じよとして激げき昂こうした。

「私の採点に不満があるのか？　アメリア魔術王国はあらゆる理論の最さい先せん端たんだ！　偉大なる我らが魔術王が定めた理論こそが、絶対の正解なのだ!!」

　偉大なる我らが魔術王……？

「どこの馬の骨に師事したのか知らないが、得体の知れないものを持って来て試してみろなどと甘ったれたことを言うな！　自分の『学不足』を認めろ!!」

「本来どう答えるべきだったか、模も範はん解答を見せてもらえるかな、レストンさん」

　レストンは答案の中から一部を抜ぬき出して、アルに渡わたした。

　名前欄らんにはカティ・フィオーレとある。三科目とも百点満点だった。

　やるじゃないか。アルは思わず微笑ほほえみを浮かべた。

　しかし内容を一読して、顔をしかめた。




　書かれていることのすべてが、自分が時の牢獄で体感三十億年ほど前に研究していた内容と気持ち悪いほどに合がつ致ちする。間違っている箇か所しよや、自分が名づけた固有名めい称しように至るまで。

　すべてが研究途と中ちゆうの試作品、あるいは失敗作だ。

　研究を終えたかつてのアルが心のゴミ箱に捨てたはずのもの。

　まるでゴミ箱を漁あさられたような気分だが……。

　偉大な魔術王とやらがこれをもたらしたというのか？。




　レストンの表情には、怒いかりだけではない感情が滲にじんでいた。

　どこか居い心地ごこちの悪そうな、苦く渋じゆうの色。

　アルに対する罪悪感……いや、真実に対する罪悪感か。

　アルの答案を０点にすることに、彼自身が納なつ得とくできていないのだ。

　つまり彼は優すぐれた『研究者』なのだろう。

　アルの答案がより優れた理論だということを、直感できているのだ。

「……ちょうどこれから模も擬ぎ戦をするんだったね。良かったらレストンさんに俺の試験官を担当してもらいたいな。俺はそこで自分の理論の正しさを証明したいと思う」

「なに……？」

「もしもあなたが真実を裏切ることに罪悪感を覚えるなら、そうするべきだ」

　彼は立場上、アルの理論を認めることができない。

　それはアメリア魔術王国、そして魔術王とやらの権威を揺ゆるがすものだからだ。

　しかし彼の研究者としての良心は、苛いら立だちを感じている。

　ゆえにアルは彼を真実へと誘いざなった。

「……自分の目で実際に見てみたいでしょ？」

　レストンの瞳が、子供のようにうっすら輝かがやいた。

　それが好こう奇き心の光だとアルにはわかる。

　アルもまた四十六億年の大部分を魔術研究に費ついやした、筋金入りの研究者だからだ。




　アルとミーアが広場に戻ってくると、ちょうど試験の結果が貼り出されたところだった。

　次の模擬戦へと駒こまを進める者たちの受験番号がずらりと並んでいる。

　それぞれの試験の成績上位者も公開されていた。

　アルとミーアも人だかりに加わって、おや、と思った。




　攻こう撃げき力測定


一位　ルーグ・ハルム・アメリア　１００点

二位　アルフレッド・マグナス　　95点

三位　ミーア・グリンウッド　90点






　点数は結界師たちの体感でつけている大おお雑ざつ把ぱなものだろうが……、

　ピッケンバーグの結界をブチ破ったのに、満点がつかないとは。

　このルーグとかいうやつは結界師たちを皆みな殺ごろしにでもしたのか？




　筆記試験


一位　ルーグ・ハルム・アメリア　計３００点

二位　カティ・フィオーレ　計２９７点






「アルくん、おかしくない？」と、ミーアが耳元で囁ささやく。

　そう、おかしい。先ほど三科目すべて百点というカティの答案を見たばかりなのだ。

　そして一位はやはりルーグとかいう男だ。

　アルは周囲のざわめきに耳を澄すませた。

「すげえ、流石さすがルーグ殿でん下かだ！　【三百年目の世代】で最強の十五歳！」

「しかも教育係にあの『魔術王』がついてるんだろ？」

「アメリアの王子にして、アメリア最高の英えい雄ゆうの弟で子し……まさにアメリアの誇ほこりだ！」

「三歳の頃ころには、もう火か炎えん魔術を使えたらしいぞ。人呼んで【神炎ほのおの貴公子】……」

「その異名が勇者に変わるのは、もう決まったようなもんだな……」

「攻撃力測定でピッケンバーグの鉄てつ壁ぺきを破るのに成功したらしいぞ！」

「桁けたが違ちげえよ……すべてにおいて……」

「ギフトも持っているって噂うわさだぜ？」

　そのとき、朗々とした声が人々のざわめきを切り裂さいた。

「やめてくれたまえ、諸君！　私はまだ何も為なし遂とげてはいない!!　伝説はまさにこれからはじまるのだから!!」

　鮮あざやかな赤いマントを羽織った貴公子が、人混みを割って姿を現した。

　……彼がルーグ・ハルム・アメリアと見て間違いあるまい。

「いかに勇者が優れた存在であったとしても、一人で勇魔大戦を戦い抜くことなどできはしない。私には仲間が必要だ！　共に学び、共に戦い抜こう、みんな!!」

　受験生から大だい歓かん声せいが巻き起こった。

　ルーグの視線がアルを捉とらえた──優ゆう雅がな顔かんばせが、わずかに険を帯びる。

「やあ、君が飛び級で試験に参加しているというシャングリ・ラの神童……アルフレッドくんだね？」

　人々の注目がアルに集中する。アルは「うん」と、頷うなずいた。

「君のような素す晴ばらしい才能をこの学院に迎むかえることができて、アメリア王家に名を連ねる者として、そしていずれ勇者に目覚める者として光栄に思うよ」

　周囲の人々が「なんて立派なんだ！」「流石殿下！」と喝かつ采さいの声をあげた。

　……今、何か立派なこと言ってたか？

「君も素晴らしい攻撃力の持ち主のようだね。君は……ギフトを持っているのかな？」

「いや」と、アルは首を振ふった。

「そうかそうか！」と、笑いながらルーグの口元がねじ曲がった。

　読心魔術を使わずとも、歪ゆがんだ優ゆう越えつ感が溢あふれ出たことがひと目でわかる。

「はっはっは！　君が勇者に選ばれることはまずないだろうが、伝え聞くところによると勇者ルシアーナを支えた賢けん者じやアルベルトもギフトを持たなかったという！　私と君もそのような関係になれたらいいな！　君がアルベルトで、私がルシアーナというわけだ。君も私の善き右みぎ腕うでとなってくれることを願うよ!!」

「俺がアルベルトで……あなたがルシアーナ？　……ふっ」

　アルは思わず噴ふき出した。

「……何がおかしい？」ルーグは目つきを険しくした。

「静かに！　これより模擬戦についての説明をする！」

　大きく声を張り上げながら、試験監督長のレストンが広場にやってきた。

「掲示板に貼り出された受験番号に、ＡからＨの記号が割り振られているのを確かく認にんしてもらいたい。諸君らにはこれよりＡからＨの八つのグループに分かれてもらい、それぞれ別の闘とう技ぎ場に移動してもらう！」

　アルは掲示板に目を向けた。それは奇き妙みようなことだと思っていた。

　──アルの受験番号には、Ａ～Ｈの記号が振られていなかったのだ。

「だがその前に……諸君らも知っての通り、この入学試験には第三王子であられるルーグ殿下も参加されておられる！　そして自らの戦いぶりを皆みなに見てもらいたいとの殿下からのたってのご要望で、ルールの確認もかねて公開試合を行うこととなった！」

　周囲がざわついた。

「それ……みんなの前で殿下と戦わされるってことか!?」

「神炎ほのおの貴公子と!?　一発魔術を食くらうだけで消し飛ぶぞ!?」

「冗じよう談だんじゃない、そんなの公開処しよ刑けいだ！」

　アルは自分の受験番号に記号が振られていなかった理由を察した。

「公開試合の組み合わせはルーグ殿下と……アルフレッド・マグナス!!」

　レストンが苦々しい表情で、ルーグとアルの名を宣告した。

「アルフレッドくん、君は筆記試験は０点だったらしいじゃないか」

　ルーグがアルの耳元に顔を寄せて囁いた。

　何な故ぜ知っているのかは、わざわざ問うまい。

　アルはこの模擬戦で勝利しなければ、筆記試験での０点を挽ばん回かいできないだろう。

　ルーグは突如として獰どう猛もうな顔つきになった。

「おまえはここでサヨナラだ。……目め障ざわりなんだよ、クソガキ！　消えろ！」




　　　　†




　円形闘技場の中央で、アルとルーグが向かい合う。

　大勢の受験生たちが、観客となってそれを取り囲んでいる。

「あの子……飛び級だってよ。まだ十二歳らしいぜ」

「それで神炎ほのおの貴公子とやらされるなんて……可哀かわい想そうに」

「自信ありげだが……自信をへし折られてトラウマとなるんだろうな……」

　そんなにルーグという男は強いのか？

「アルフレッドさん！」

「アルフレッドくん、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　観客の中から、カティとエステラが心配そうに声をあげる。

　アルは二人に手を振った。新しん鮮せんな感覚だ。

　……心配してもらえるというのも、少し嬉うれしいものだな。

　一方でミーアは腕組みをして、退たい屈くつそうに見守っている。

　心配などカケラもしていないのだろう。それはそれで正しい。よくわかっている。

「どちらかが防ぼう御ぎよ能力を喪そう失しつするか、ストップをかけられるまで戦い続けること。あらゆる武具の使用を許可し、ギフトも生命にかかわらないものに限って許可する」

　審しん判ぱん役のレストンが、両者の間に立ってルールを告げた。

「ふふふ……俺は生まれたときからすべてを持っている男なんだよ」

　観客には聞こえない低い声で、ルーグはせせら笑った。

「世界の中心アメリアの王子にして炎ほのお魔ま術じゆつの天才……そして世界最高の英雄『魔術王』の弟子でもある。さらにギフトも持っている……神の祝福を受けて生まれたんだ！」

　魔術王とやらの弟子──果たしてどれほどのものか？

「それに比べておまえは……大陸の片かた隅すみのド田舎いなかからやってきた野良犬だ！　ギフトを持たない能無しだ！　何も持たないくせにかろうじて生まれてきた……生きつ粋すいのゴミだ！」

　ルーグは瞳ひとみをギラつかせ、口元を悪魔のように吊つり上げた。

「いいか、飛び級だか何だか知らないが、間違っても自分を『特別』だなんて思うなよ？　この世界で特別なのはこの俺ひとり……俺こそが勇者だ!!」

「ねえ、レストンさん」

　アルはルーグを無視してレストンに顔を向けた。

「俺は模も擬ぎ戦で自分の理論を証明するって言ったけど……それを承知の上でこのカードを組んだんだよね？」

　声をかけられたレストンはぎくりと身を震ふるわせた。

　この状じよう況きようはルーグの押しつけたもので、彼の本意ではないのだろう。

「……彼、とても惨みじめな姿を晒さらすことになると思うけど……本当にいいんだね？」

　無視をされたルーグは、満面に憤ふん怒ぬを煮にえたぎらせた。

「……ほざくなよ、クソガキ」

　──ルーグの額に真っ赤な紋もん章しようが浮うかび上がり、全身から炎が噴き上がる。

　……ほう、これは魔術ではないな。彼のギフトか。

「我がギフト【神炎の申し子アータル・アグニ】の力、思い知るがいい！　これこそが貴様のような生意気なガキも、邪じや悪あくなる魔王も、すべて焼き尽つくす必ひつ滅めつの力だ!!」

　アルは彼の魂たましいを鑑かん定ていし、おや、と首を傾かしげた。

　ルーグは『神炎の申し子アータル・アグニ』と口にしたが、それはアルの鑑定した結果と異なる。

　もちろんアルの鑑定が間違っているはずはない。ということは……。

「くくく……このギフトはあらゆる魔術を神の祝福によって威い力りよくを増ぞう幅ふくさせた火か炎えんに変へん換かんする！　我が炎は、賢者アルベルトが得意とした『極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ』をも上回るのだ！」

「本当に？　それじゃあ試ためしてみようか？」

「……世界最強、史上最強の炎を食らえッ!!」

　ルーグは深しん紅くの術式を浮かび上がせ、両手を前に突つき出した。




「祝福アグニ・紅蓮地獄パイロクラズマ!!」




　轟ごう音おんとともに、巨きよ大だいな爆炎がアルの矮わい躯くを包みこむ──。




「……極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ」




　炎の内側で、アルも左手をかざして発動させた。

　──魔王と戦った頃の力加減で、あの頃に得意としていた魔術を。

　轟音が轟音を、爆炎が爆炎を引き裂いた。

　……魔術王の弟子でも、使う術式はやっぱり『出来損そこない』か。残念だ。

　アルが生み出した炎はルーグが生み出した炎を容易たやすく飲みこみ、その勢いを衰おとろえさせることなくルーグへと襲おそいかかる。

「なっ!?」

　短く悲鳴を漏もらしたルーグの目前で、炎はからかうように踊おどってから消え去った。

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ」

　今度は右手をかざし、また同じ魔術を発動させる。

　アルの右手からさらに倍以上に巨大な爆炎が生み出され、ルーグに迫せまる。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすルーグの目の前で、炎はすぐに掻かき消えた。

　どちらも寸止めだ。アルベルトが使っていた威力の『極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ』なんて彼が食らったら、消し炭になってしまうからな。

「い、今あいつ……！」

「グ、極大格グランクラスを同時に、右手と左手とで連続で!?」

「極大格グランクラス自体、初めて見たぞ!?」

　観客席から驚おどろきの声があがる。……重要なのは、そこではないのだが。

「でもルーグ殿でん下かもどうやったのかわからないが、炎をかき消したぜ！」

「……互ご角かくか！」

　……恐おそろしい誤解をして観客席が盛り上がっているが、まあ、どうでもいいか。

　大事なのはレストンだ。アルは彼に向き直った。

「レストンさん、二つの紅蓮地獄パイロクラズマの違ちがい、わかった？」

　レストンは「あ、ああ」と頷いた。

　最初に左手で発動させた紅蓮地獄パイロクラズマは、この国で模も範はん解答とされている『魔術王の術式』とやらで発動させたものだ。アルからすれば『不完全な出来損ない』だ。

　次に右手で発動させた紅蓮地獄パイロクラズマは、今のアルの『完成された術式』だ。

　レストンが唸うなった。

「……なんという効率性の差だ。術式の違いで、これほどの差が出るなんて……」

「三倍ほどの出力差がある。詠えい唱しよう速度にはもっと差が出るんだけどね」

　レストンの理解に満足してから、アルは対戦相手であるルーグに向き直った。

「あなたはギフトの名前を間違えているよ。あなたのギフトの名前は、神炎の申し子アータル・アグニなんかじゃない」

「な、なに……？」

　アルは先ほどルーグの魂を鑑定した。彼のレベルは68。物理攻こう撃げきと魔術の両方を鍛きたえた万ばん能のうタイプの能力値の持ち主だ。レベルから、相応の努力をしてきたこともわかる。
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　そして所有しているギフトは──。

「あなたのギフトの真の名前は【呪炎の囚人スレイブ・アグニ】」

　常時パツシブ発動タイプのギフト。

　用いる魔術がすべて炎属性に変へん更こうされ、その威力が増幅される。

「……冷静に考えてみなよ、そんな効果、祝福なわけがない。あらゆる魔術が火炎に変換されるなんて、不便でしょうがないじゃないか。デメリットの方が大きいよ」

　今までどうやって生活していたのか不思議なレベルだ。

　彼は魔力で動作する生活用品──魔力灯とうや魔力トイレや魔力シャワーすら使うことができないはずだ。それらに魔力を注ぎこもうとしたら、燃やしてしまうから。

　そんなものは神の祝福であるはずがない。呪のろいだ。

　ルーグは言葉を失っていた。

「あなたはそのギフトのおかげで、子供の頃ころから強力な炎魔術を使いこなせて、天才と呼ばれてチヤホヤされてきたんだろうね。だけど残念ながらそのギフトがあなたに与あたえたのは、増長と勘かん違ちがいの二つでしかない」

　アルはルーグを哀あわれんだ。自分のギフトを自分で鑑定することはできない。

　彼は周囲から嘘の名称を教えられていたのだ。

　王族である彼を傷つけまいとして、誰だれも真実を伝えてくれなかった。

　そして彼は勘違いし、どこまでも果てしなく増長していった。

「炎しかあつかえない不自由な囚人が、その炎の強力さゆえに驕おごって他人を見下す……。あなたは炎だけでは解決できない事態に直面したとき、他人の助けを得られなければ何もできないというのに。それがあなたのギフトの真の姿だ」

「……バカな。俺は天才で、王子で、ギフト持ち……あらゆるすべてから祝福されている存在……勇者のはずだ!!」

「勇者が、こんな悪意に満ちたギフトを授さずかるはずがない」

　囚しゆう人じんと名付けられたこの皮肉なギフトは、使い手の人生を狂くるわせるために神の手でデザインされたとしか思えない。神々あいつららしく、実に悪あく趣しゆ味みだ。

「あなたは誰かに介護してもらえないと力を発揮できない人だ。だから思い上がりを正して、他人との接し方をもう少し見直した方がいいよ」

「……ふざけるなァ！」

　つい説教が口から出たアルに、ルーグは叫さけびながら腰こしから剣けんを抜ぬいた。

「接近戦に持ちこめば、貴様のような子供などッ！」

　……その判断は正しい。アルも肉体的には十二歳の子供なのだから。

「魔ま術じゆつ理論の次は武術理論だね、レストンさん」

「ハァアッ！　オーラブレイド！」

　ルーグが鋭するどく一歩を踏ふみこんだ。

　ルーグの魔力は足を踏み出した瞬しゆん間かんには足に、腰をひねった瞬間には腰に、腕うでを振ふり下ろすときには腕に集中していき──剣を振り下ろす瞬間にはすべて刃はに集中した。

　今日これまで見てきた中で、もっとも洗練されたオーラブレイド。

　しかしアルは内心でため息をつく。やれやれ……またオーラブレイドか。

「オーラブレイドよ、我が炎をまとえ……！」

　ルーグの魔力が集中した剣が、呪炎の囚人スレイブ・アグニの作用によって強力な炎に変換される。

「食くらえッ……アグニブレイク！」

　炎をまとった刃が、アルに振り下ろされる。

　しかし剣が実際に動くより先に、アルはその軌き道どうから身をかわしていた。

「くっ、ガキが！」

　ルーグが刃を返して二の太た刀ち、三の太刀を振るう。

　しかしアルは実際に刃が振られるより先に身をかわしていく。

「な、何で当たらん！　速く動いているわけでもないくせにッ!!」

「悪いけど……その技わざは未完成品だよ」

　オーラブレイドも、アルが時の牢獄で生み出した魔闘技だった。

　魔力を全身に満まん遍べんなく覆おおうのではなく、動きの要点や武器に集中させることで効率よく破は壊かい力を高める──そうしたコンセプトで考え出したものである。

　しかし時の牢獄で屍鬼ゾンビたちと模も擬ぎ戦せん闘とうを繰くり返すうちに、致ち命めい的てきな弱点に気がついた。

「これから動かす場所にバカ正直に魔力を集中させるから、動きが全部読めるんだよ」

　アルは左手に魔力を集中させた。

「むっ!?」ルーグが慌あわてて防ぼう御ぎよを固める。

　しかしアルは実際には左手を動かさず右側に回りこみ、ルーグを軽く小こ突づいた。

「うぐっ!?」

「実戦ではこうやってフェイントを交えるだとか、工く夫ふうをしないといけない」

「……工夫だと……!?　バカな、これは魔術王から教わった戦い方だぞ！」

　……魔術王とやらの程度が知れるな。

　攻撃がかすりもしないルーグは、ぜえぜえと息を切らせながら後方に退しりぞいた。

「もしくはこういう動きで相手の懐ふところに入る」

　そう言った瞬間、アルはルーグの目の前に飛びこんでいた。

「う、うわっ!?」と、ルーグは悲鳴をあげた。

「重心を一いつ切さいブレさせず、予備動作を限りなくゼロにして動く……これは東方の島国【イズルビ皇こう国こく】に伝わる運歩法。その名も無む影えいという」

　時の牢獄で出会った英えい雄ゆうの一人──剣聖カナエ・リンザキから習った技だ。

「魔力を集中させるのは……懐に飛びこんだ瞬間だけだ！」

　アルは魔力を右手にこめて、隙すきだらけのルーグの腹をぶん殴なぐった。

　もちろん手加減をしたつもりだったが……、

「がはあっ!?」

　ずぼっと、アルの拳こぶしはルーグの腹部を貫かん通つうしていた。

　ルーグの顔面から血の気が失われ、真っ青になっていく。

「ごめん。きみの防御力が思ったより低かった。……極大グラン・治癒魔術ルミナスヒーリング」

　腕を引き抜きながら、ルーグに治癒魔術をかけてやる。

「レストンさん。なんかみんなオーラブレイドを最高の魔闘技みたいに勘違いしているけど、あれは単品じゃ不完全なんだよ。ああいう『剛ごうの技』は『柔じゆうの技』とミックスさせないと意味がない。……魔術王とやらはそれをわかっていないのかな？」

「な……なるほど」と、レストンは納なつ得とくして頷うなずく。

　アルは確信を抱いだいた。




　──魔術だけではない。魔闘技も、以前のアルの研究から盗ぬすみ出したものを模も倣ほうしている。名前、間違っている部分、足りない部分までもそっくりそのままで。

　アルの古い研究を盗み出した何者かが、この世界で魔術王と名乗って君臨しているのだ。




　まあ、そんなことは神を倒たおすというアルの目的とは、関係がないけれど。

　やれやれ、妙みような世界になったものだ。偽にせ者ものが君臨する世界とはな。

「今、ルーグ殿下の腹に穴が開いてたぞ……？」

「これ……もしかしてルーグ殿下が好き放題に翻ほん弄ろうされているんじゃ……」

　ついに観客も、状じよう況きようを正しく理解しはじめた様子だった。

「……き、貴様、よくもこの俺に恥はじをかかせてくれたなあ……！」

　ルーグの顔が羞しゆう恥ちで真っ赤に染まっていく。

　これで彼も敗北を認め、人生観を改めてくれるだろうか？

　アルはそう期待したが……ルーグはいっそう鬼き気き迫せまる顔つきになった。

「殺してやる!!」

　その殺気にあてられたかのように、レストンが叫んだ。

「殿でん下か！　まさか【禁術】をお使いになるつもりですか!?」




　　　　†




　観客たちが水を打ったように静まりかえった。

「禁術？　何、それ？」

　アルだけが不思議そうに首を傾かしげる。

　ルーグはくっくっくと不気味に笑い出した。

「禁術というのはな……アメリア王族だけに秘伝されてきた禁断の処しよ刑けい魔術だ！　公おおやけに研究がされていないから、対処手段が一いつ切さいない。そして詠えい唱しようは電光石火……絶対に逃にげることはできない！」

　へえ、とアルは興味をそそられた。

　先さき程ほどから自分の模倣ばかりを見せられて、いい加減にウンザリしている。

　そこまでもったいぶるなら、独自の何かを垣かい間ま見せて驚おどろかせてくれるだろうか？

「くっくっく……しかもこの魔術を受けたものは、静かに息絶える。何が起こったのか、死因が何なのか、第三者には一切わからない。この魔術で始末されたものは、『事故』として処理されるのだ……！」

　……いったい何の魔術のことだろう。

　アルの知らない魔術はもはや存在しないが、該がい当とうするものが思い当たらない。

「アメリア王家はこの魔術を使い、数あま多たの反逆者を裁判もせず処刑してきたのです！　これこそ王権の象しよう徴ちよう、民衆の恐きよう怖ふそのもの……!!」

　レストンが震ふるえ声で言う。しかしアルの胸はますます期待にときめいた。

「殿下、いけません！　その少年を殺してしまっては……その少年は、この世界の未来そのものであるかもしれません!!」

「黙だまれ、レストン！　世よ迷まい言ごとを!!　この世界の未来は……この俺だ!!」

「いいから早く使って見せてくれ」

　アルはワクワクしながら言った。

「食らえ……そして死ねえ!!」

　ルーグの背後に漆しつ黒こくの術式が浮うかび上がる。

　アルは即そく座ざにそれを読み取った。これは……。

【滅殺信号エクスキユーシヨン】じゃないか！

　時の牢獄で人体について研究していたときに、副産物的に編み出した失敗作ボツ魔術だ。微び弱じやくな電気信号で相手の心臓を迷めい走そうさせ、死に至らしめるというもの。

　必要なエネルギー量が少ないため発動までの速度が極きわめて速く、相手がタネを知らなければ必殺できるというお手軽魔術。

　しかし人体の仕組みというものをちゃんと理解していれば防ぐのは容易たやすいし、心臓停止から意識を喪そう失しつするまでのタイムラグに自己蘇そ生せいすることも簡単だ。

　俺の数多の失敗作の中でも最大級のゴミじゃないか。

　ちょっと待て……これが王家が独どく占せんし、大衆を恐怖に陥おとしいれている禁断の魔術だと？

　魂たましいに直接働きかけるような、真に高度な魔術というわけではないんだぞ？

「滅殺信号エクスキユーシヨン!!」

　アルの心臓に向かって微弱な電気が走った。

　人によってはこの些さ細さいな魔術現象を見落とし、心臓への接せつ触しよくを許してしまうこともあるだろう。しかしアルは容易く、その電気信号を弾はじき返した。

「防いだ……だと!?」

　ルーグが目を剥むいて叫んだ。

　いや、防ぐだろ。おまえだって防げるだろ？

「滅殺信号エクスキユーシヨン」ひょいっとアルはルーグを指さす。

「う!?　ぐぅえええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　ルーグは胸をかきむしって絶命した。

　あたりはしーんと静まりかえった。

　嘘うそだろ、おまえ……。

　どうして死ぬの……。

　この魔術が秘伝とされて一いつ般ぱん人が対たい抗こう手段を持てなかったというのは、まだわかる。

　だがどうしてこの魔術を独占していた王家が、仕組みをきちんと理解していない？

　盗んだ理論から、何も学んでいないのか？

「禁術をはね返して殿下を殺した!?」

「つ、強い、強すぎる……」

「いったい何者なんだ、あいつ……」

　ざわつく観客席に、アルは心底からアホらしくなってため息をついた。

「お、王子を殺してしまうだなんて……何てことを……」

　レストンが見ていて哀あわれになるほど狼狽うろたえていた。

「事故だよ。この人がやろうとしたことをそのままやり返しただけさ。まさかこんなことになるとは思ってなかったなあ」

「そんな理り屈くつが王族に通じるはずが……」

　やれやれ……それはそうだろうけど。

「レストンさん。そういえば俺は医術理論でも０点をつけられていたね。それじゃあ最後に一つ、とても大切なことを教えておこう。二度とこんな子供騙だましの魔ま術じゆつに引っかからないように。……人の心臓は、電気の信号を受けて動いているんだ」

　アルはルーグを蘇生してやって、闘とう技ぎ場のリングから出て行った。

　まだ勝負ありの宣言はされていなかったが、誰だれも何も言わなかった。




　その一試合で、アルの合格は認められた。








三章　転生賢けん者じやの最初の授業






「いよいよ入学式だねえ、アルくん！　ドキドキするねえ、アルくん！」

「別にしないよ」

「だから一いつ緒しよにドキドキしようってばーっ！」

　無事に入学式の日を迎むかえて、アルとミーアは校庭にやってきた。

　ミーアはシャングリ・ラで着ていた質素な服ではなく、豪ごう華かな仕立ての制服を着ている。

　長い付き合いの幼おさな馴な染じみだが、見慣れぬ格好をしていると新しん鮮せんに感じるものだ。

　改めて見ると……ぱっちりとした大きな瞳ひとみといい、人ひと懐なつっこい笑え顔がおといい……、

　単におっぱいがでかいだけではなく、なかなか愛あい嬌きようのある美少女といえよう。

「んー？　アルくん、今私に見み惚とれてた!?　見惚れてたでしょーっ!?」

　妙みようなところで鋭するどいミーアが嬉き々きとしてアルをからかってくる。

「み、見惚れてないっ！　馬ま子ごにも衣い装しようって思っただけだよ！」

　恥はずかしくなって、つい照てれ隠かくしの言葉を口にしてしまう。

　……四十六億年も生きて転生した男が口にするような言葉じゃないな。

　だが脳みそが十二歳の思春期仕様だから、こうなってしまうのは仕方がないのだ。

「もーっ！　照れちゃうなーっ！　ひひーんっ!!」

　ミーアはモジモジ、照れ照れとしながら奇き声せいをあげる。

　ひひーんじゃ馬子じゃなくて、馬そのものだろ。

　バカはさておき、広大な校庭には三百人の新入生が集まっていた。

　……三百人、か。アルは感覚の目で周囲を見み渡わたす。

　ルシアーナ姉さんの生まれ変わりらしき魂たましいの気配は、この場にはない気がする。

　いや、実際のところどれぐらい前世の面おも影かげを残して転生してくれるものなのかまったくの謎なぞなのだが……。

　それでも自分なら転生した彼女をひと目で見分けることができると思っていたのだ。

　もしかして俺が姉さんを見分けられていない？　そんなバカなことが……。

「アルフレッドさん！　共に合格できたこと、嬉うれしく思います！」

　カティがアルを見つけて駆かけ寄ってきた。エステラも一緒だ。

「……あのっ！　模も擬ぎ戦で使っていた術式！　あれはどのような理論で成り立っているのでしょうか!?」

　挨あい拶さつもそこそこに、カティは興奮気味に食いついてくる。

　強くなることにこんなに貪どん欲よくなエルフは初めて見るな。

「これからは同級生なんだから、今度教えるよ。あれぐらい秘密でも何でもない」

「本当ですか!?　約束ですよっ！」

　カティは目の色を変えてアルの両手をつかみ、ぶんぶんと振ふる。

「あ……。私の方が助けてもらってばかりなのに、こんなではいけませんね……」

　はしたないと思ったのかすぐに手を引っこめて、頬ほおを染めてはにかんだ。

　アルは努力家が好きだ。

　それが自身の欲のためではなく、祖国や民族の名めい誉よのためだとしたら、尚なお更さらだ。

「仲良くしてもらえるとこっちも嬉しいよ。友達がちゃんとできるか不安だったんだ」

　これは偽いつわらざる本音だ。ミーアとは上手うまくやれているが……。

　もともと社交的とはいえない性格だった上、四十六億年も異世界で引き籠こもりしていた。しかも相手に対して自分が年上なのか、年下なのか、よくわからん感覚なのである。

「よろしくお願いします！」

　好ましい性格をしたエルフの姫ひめ君ぎみは、丁てい寧ねいに頭こうべを垂れた。

　──カティがルシアーナの生まれ変わりということもあり得るのだろうか。

　自分自身ではなく他人のためにひたむきに努力する、真っ直すぐな姿……。

　それはルシアーナ姉さんに通じるものがある。

「アルフレッドくん……私もあの模擬戦は見させてもらった」

　キリッと表情を引き締しめて、エステラも声をかけてくる。

「あの強さ……騎き士しとして尊敬に値あたいする戦いぶりだった。胸が熱くなったよ」

「ありがとう」

「私もあんなふうに……きみに一方的に弄もてあそばれてみたいものだ……♡」

「は？」

　エステラの凜り々りしい表情がデレっとし、鎧よろいをガチャガチャ言わせて身もだえした。

「こんなに小っちゃかわいい少年が、鍛きたえ抜ぬいた男を手の平の上で転がすなんて……♡　ギャップが卑ひ怯きようすぎる……♡　は～、思い出すだけで蒸むれてしまうな♡」

「……蒸れるって何？　鎧の中が？」

　というかどうしてこの人は制服の上から鎧を着こんでいるんだ？　そりゃ蒸れるだろ。

「アルフレッドくん、今度はぜひとも私とぶつかり稽げい古こしよう！」

「手合わせするのは別に構わないけど……お手て柔やわらかにね」

「ふふふ……きみはどこもかしこも柔らかそうだな♡」

　──こいつがルシアーナ姉さんの生まれ変わりという可能性は？

　内向的なアルを溺でき愛あいしつつ強ごう引いんに自分のペースに巻きこんでくる感じは……通じるところがなくもない。あの人も、けっこうアレな人だったのだ。

「ちょっとちょっと二人とも、アルくんは私のだからね！」

　横からまったく根こん拠きよのない所有権を主張して、ミーアがアルを抱だき締めてくる。

　──今さらながらミア姉がルシアーナ姉さんの生まれ変わりという可能性も……!?

　いや、ルシアーナ姉さんはこんなにおっぱいが大きくない……。

「静せい粛しゆくに！　これより入学式を始める！　学生番号順に整列!!」

　新入生たちはただちに静まり返り、列を形成していく。

　一人の少女が壇だん上じように上がった。

「……新入生代表にしてエーテルメギアの生徒会長を務めます、私、アリア・ダカーポが……謹つつしんで皆みな様さまに、宣せん誓せいと歓かん迎げいの言葉を述べさせていただきます」

　ゆったりとした独特の口調でそう言ったのは、なんとあのアリアだった。

　出会ったときに生徒会長と名乗っていたが……同学年だったのか。

　新入生の代表にして、すでに生徒会長……？　どういう立場だ、それは？

「『永遠のアリア』だ……」

　誰だれかが小さな声で呟つぶやいた。

「…実在してたのか。エーテルメギアの魔ま女じよ、永遠のアリア……」

「去年は三年生だったんだろ？」

「学院創立からずっと一年生から三年生を繰くり返してるって……」

　……どういう事情だ、それは？

　彼女がルシアーナ姉さんの生まれ変わりである可能性も……あるのだろうか？

「静粛に！　私語は慎つつしめ!!」

　教官が一いつ喝かつすると、生徒たちのざわめきは静まってしまった。

「今年も世界の頂点というべき才能がこうしてこの学院に集結しましたこと……、心より慶よろこばしく存じます。しかしいかに英えい傑けつが揃そろおうとも……時が満ちたそのとき【勇者の紋もん章しよう】が宿る者は……世界でたったの一人」

　壇上のアリアは、淡たん々たんと挨拶を続ける。

「勇者一人で勝てるほど……勇魔大戦は甘いものではありません。勇者が世界を救うには、かの賢者アルベルトのごとく……勇者を支える英雄たちが必要不可欠。我々の誰もがみな『我こそ勇者たらん』という意気ごみを持って……鍛たん錬れんを積んで参りましょう」

　ゆったりとしたアリアの口調。

　新入生たちは、不気味なものを前にしているかのような緊きん張ちよう感でそれを聞いている。

　挨拶の内容は、この世界における一いつ般ぱん的な考えだ。模も範はん解答といえる。

　──しかしアルはまったく違ちがった考えを持っていた。




　ルシアーナに、勇者に、二度とあのような苦難を味わわせはしない。

　勇魔大戦は……俺が一人で終わらせる。

　俺がこの神の『箱庭遊び』を全否定して、神を舞ぶ台たいへと引きずり出してやる。




　挨拶を終えたアリアが、壇上から降りていく。

「続きまして、このアメリア魔術王国に繁はん栄えいをもたらし、この学院の創始者であらせられる、三百年前の勇魔大戦を唯ゆい一いつ知る不老不死の大英雄より御お言葉を賜たまわります。魔術王アルベルト・ルグラン様、壇上へどうぞ!!」

　……はあ!?　アルベルト・ルグランだって!?

　思わず飛び上がりそうになったが、もちろんアルが呼ばれたわけではない。

　黒ずくめの男が壇上に立っていた。仮面を被かぶり、長い丈たけのローブをまとった得体の知れない姿である。肌はだを露ろ出しゆつしている部位は、ほんのわずかもない。

　不老不死？　アルベルトは時の牢ろう獄ごくできっちり死んで転生したぞ？

　こいつが魔術王……。なるほど、俺の偽にせ者ものというわけか……。




　こいつが試作段階の俺の研究を盗ぬすみ、この時代に広めた男か。

　どうやって俺の心のゴミ箱を漁あさるような真ま似ねができたのかは、わからないが。

　そして俺の名前までも盗んで、この世界に君臨している。




　アルはその魂たましいを鑑かん定ていしようとしたが、できなかった。

　世界の理ことわりを知り尽つくしたアルが、その魂を鑑定できないということは。

　それはあの男が、世界の理──原理原則から外れた存在であることに他ほかならない。

「……諸君らに贈おくるべき言葉は、我が裔すえたるアリア・ダカーポ・ルグランがすでに語った。二度は繰り返さぬ。……ただひと言だけ、付け加えよう」

　全身黒ずくめの、いわば『漆しつ黒こくのアルベルト』は、しわがれた声で言った。

　時の流れが違うかのようにゆったりとしたしゃべり方は、アリアと似ている。

「……神の忠実なる僕しもべとして、使命を、必ずや果たせ。以上だ……」




　　　　†




　入学式が終わると、クラス分けが発表された。

　ミーア、アリア、カティ、エステラといった知り合いはみなアルと同じクラスだった。これは偶ぐう然ぜんではなくアリアの計らいと思った方が良いだろう。

　校庭から真っ白い石造りの校舎へと移動していく。

　アルが教室に入ると、先ほど壇上に立っていたアリアがすでに着席していた。

　出席番号一番の彼女の席は、入り口のドアからもっとも近い最前列だ。

　教室に入ろうとする生徒たちが、口々に怯おびえ声を漏もらした。

「永遠のアリアと同じクラスかよ……」

「勘かん弁べんしてくれ、おっかねえ……」

「関わり合いになったらやばいって同郷の先せん輩ぱいから聞いたぜ……」

　アリアを遠巻きに避さけながら、生徒たちが順に教室に入っていく。

　やばいって……彼女の何がやばいって言うんだ？

「……何なんでしょう、アレは？」

　カティが不ふ審しんげに眉まゆを曇くもらせた。エステラも首を傾かしげている。

　どうもアリアに陰かげでどうこう言っているのはアメリアなどの大国の出身者たちのようで、辺境のエルフであるカティやエステラにはわからぬことらしい。

　アリアの方はどこ吹ふく風で取り澄すました顔をしている。

　以前、宿屋で、彼女は『家族愛があれば友達など必要ではない』と口にしていた。

　しかし心からそう思っていたら、そんなことわざわざ口に出したりしない。

「アリア」

　彼女のすぐ後ろの席につきながら、アルは声をかけた。

　音順でアリアは出席番号一、アルは出席番号二。二人は縦並びの席だった。

「……入学、おめでとうございます」

　アリアは振り返り、そう応こたえた。

「これで晴れて友達同士だね」

「友達というのは……何をすればいいものでしょう……？」

　アリアは無表情のまま小首を傾げる。

「それは……休み時間とかこういう隙すき間ま時間にこうして話をしたりとか？」

「話……？　話ですか……。意味もなく、話……」

　アリアは茫ぼう洋ようたる顔つきでしばらく考えこんだ。話題を探そうとしているかのように。

　表情は変わらないが、やがて視線がせわしなく動き始める。

　真っ白い頬ほおが、うっすらと赤みを帯びた。

　困っている、焦あせっているのだ。それがわかって、アルは噴ふき出しそうになった。

「無理しなくていいよ、大だい丈じよう夫ぶ」

「そ、そうですか……？　ありがとうございます」

　こんな女の子を怖こわがる理由があるか？

　何か奇き妙みような事情がありそうだが……アルから見れば、普ふ通つうの女の子だ。




「貴様らの担任教官となるウィルグレム・ウェザーフッドだ」

　教官服に身を包んだ、すらりと長身の女性が教室にやってきてそう名乗った。

　若そうに見えるが目つきは鋭するどい。実戦を経験している人間の目だ。

「最初に言っておく。私は自分が勇者だ英雄だと調子くれているガキどもが嫌きらいだ。私の生徒となったからには、そんな誇ほこりや尊厳はすべて捨ててもらう」

　突とつ然ぜんの高圧的な言葉に、教室内がざわつく。

「教官風ふ情ぜいが、勇者候補の俺たちに何を偉えらそうに……」

　誰かがボソッと呟いた。

　魔術師を相手に陰口なんて、バカなやつがいるな。聞き逃のがすはずもあるまい。

　ギロリとウィルグレムの眼光が、バカな生徒を射い貫ぬいた。

「……超級エクス・雷鳴弾ライトニングボルト」

　ウィルグレムの背に高度魔術の術式が浮うかび上がる。

「え、まさか……、うっぎゃああああああああああああああああっ!!」

　紫し電でんの弾だん丸がんが生徒に直ちよく撃げき、悲鳴をあげて机に突つっ伏ぷした。

　死んではいないだろうが……教室に焦こげくさい臭においが漂ただよった。

「貴様らが勇者候補だろうと、どこの国のどんな貴族の倅せがれだろうと関係ない！　このウィルグレム、容よう赦しやはせん！　覚かく悟ごしろ!!」

　バァン！と教きよう卓たくに拳こぶしを叩たたきつける。教室内がざわついた。

「こ、こええ……」

「体たい罰ばつに超級格エクスクラスの魔術かよ……」

「でもちょっと格好いい……」

　その反応に、ウィルグレムは「ふん」と満足げに鼻を鳴らした。

　アルは彼女の魂たましいを鑑定した。

　レベル２５７。なるほど、言うだけあって超ちよう一流だ。学生たちとは次元が違う。

　惜おしむらくは……彼女も間違いだらけの『不完全な術式』を使っていることだ。

「よし、それでは早さつ速そく授業をはじめる。今日は入学式があったからあまり時間がない。よってまずは貴様らが最初に学ぶべきもっとも重要な基き礎そを頭に叩きこんでもらう」

　ウィルグレムはこほんと咳せき払ばらいをしてから、言った。

「すべての魔術の根幹を成す、魔術王アルベルト様の『三大基礎術式』だ！」

　アルは眉をひそめた。それもかつてのアルの研究をそっくりコピーした出来損そこないだ。

　──魔術は呪じゆ文もんを詠えい唱しようして世界の理ことわりに働きかけることで発動する。

　しかし口で呪文を詠唱していては、実戦では致ち命めい的てきに遅おそい。

　あるとき、特定のイメージを思い浮かべながら頭の中に魔力を流しこむと光り輝かがやく記号が浮かび上がり、呪文詠唱の代わりになることが発見された。

　これを術式と呼ぶようになった。

　どんなイメージがどのような意味を持ち、呪文のどのフレーズの代わりになるのか。

　無数の術式をどう組み合わせると、どの魔術を発動させられるのか。

　その法則性を探さぐるのが、魔術理論の研究である。

「見ろ……これがアルベルト様が発見した【属性式】、【波動式】、【空間式】だ！　この発見がアメリア魔術王国の地位を確固たるものとしたのだ！」

　ウィルグレムは三つの術式を浮かび上がらせていく。

「アルベルト様はこの三つの術式を基礎とすることで、あらゆる魔術を簡略化できることを発見したのだ！」

　いいや、アルの研究がまだ途と上じようだった頃ころの『仮説』をコピーしたに過ぎないこの三つの基礎術式には、致命的な欠けつ陥かんがある。

　たとえば高度魔ま術じゆつのひとつ、【転移ワープ】などには適用できないのだ。

　この時代の人々が転移という魔術の存在そのものを忘れ去ってしまっているのは、この不完全な基礎術式を完全なものと勘かん違ちがいしてしまっているせいだろう。

「貴様らにはこの絶対的に正しい基礎術式を徹てつ底てい的に頭に叩きこみ、どんな魔術もこの術式を使って発動させるよう習慣づけてもらう!!」

　絶対的に正しい、だと？　アルの胸に抑おさえがたい怒いかりが湧わいた。

　魔術王という男は盗んだ魔術理論で偉くなっただけでなく、それを絶対的なものとして人々に押しつけ、そこから先の発展を封ふうじこめているというのか。

　自身が常に魔術王として君臨し続けるために。




「その術式はゴミだよ。こんな授業、見るに堪たえない」




　しんと教室が静まり返り──怒ど号ごうが響ひびき渡わたった。

「アルフレッド・マグナス！　貴様か、世よ迷まい言ごとを口にしたのは!!」

　先ほどと同じようにウィルグレムの背に術式が浮かび上がった。

　超級エクス・雷鳴弾ライトニングボルト。……しかしアルからすると、遅すぎる。

「対抗魔術カウンタースペル」

「超級雷鳴──なにっ!?」

　ウィルグレムが発動させようとした魔術は、現象が引き起こされないまま消しよう滅めつした。

　アルがまったく逆の術式を上書きし、相そう殺さいさせたのである。

　相手の使おうとしている魔術を瞬しゆん時じに見み抜ぬき、相手より早く術式を構築できなければ不可能な芸当だ。魔術師として最大の屈くつ辱じよくといえる。

　アルはツカツカと黒板の前に立ち、ウィルグレムに向かい合った。

「これが完成された真の三大基礎術式だ」

　アルはより複雑な形質をとった三つの術式を浮かび上がらせる。

　それは時の牢ろう獄ごくでさらに数千年にわたってアップデートを繰くり返した完全上位互ご換かん品だ。

　正しよう真しん正しよう銘めい、あらゆる魔術に適応できる。

　威い力りよく、詠唱速度の効率性も比べものにならない。

「むう……!?」と、ウィルグレムが瞠どう目もくした。

　レベル２００オーバーの魔術師ならば、見ただけでもわかるだろう。

「ペ、ペテンだ、こんなものは！」

　しかしウィルグレムはそう叫さけび、目の前の真実を否定した。

「だったら試ためしてみましょうよ」

　アルは挑ちよう発はつ的に言った。

　魔術師同士がどちらが正しいかを試し合う……。

　ウィルグレムはその意味を即そく座ざに理解し、術式を浮かび上がらせた。

　アルは彼女のその術式を見抜き、そこに注ぎこまれている魔力量まで把は握あくしながら、悠ゆう々ゆうと術式を浮かび上がらせた。




「超級エクス・雷鳴弾ライトニングボルト！」

「極大グラン・雷嵐陣サンダーストーム」




　二つの魔術が発動するのは同時。属性も一いつ致ちしていたが、威力は桁けたが違った。

「バ、バカな……より複雑な魔術を極大格グランクラスでだと……！」

　ウィルグレムの稲いな妻ずまの弾丸は、アルの雷かみなりの嵐あらしの中に飲みこまれ、まるでなかったもののように吸収されてしまった。

　事実、アルの魔術の規模の前にはないに等しいものだった。

　雷の嵐が教室中に溢あふれかえり、生徒も教室も紙かみ一ひと重えで灼やくことなく宙をバチバチと踊おどり続ける。ウィルグレムの目の前で、巨きよ大だいな火花が次々と弾はじけた。

「わきゃあああああああっ！」

　意外にかわいらしい悲鳴をあげてウィルグレムは尻しり餅もちをついた。

　アルがパッと手を振ふると、雷の嵐は嘘うそのように消え去った。

「いかがですか、先生。……先生？」

「き、貴様ぁ…………」

　尻餅をついたウィルグレムは涙なみだ目めになってぷるぷると震ふるえていた。タイトスカートからパンツが見えてしまっている。パンツにはクマさんの刺し繍しゆうがされていた。

　その身からカッと光が放たれた。




「うわぁああああああああああああああんっ!!　バカぁああああああああ!!」




　叫び声とともに光が止やむと──ウィルグレムは幼女の姿になっていた。

　これにはアルも驚おどろいて、言葉を失った。

　……変へん化げの魔術を使っていたのか。

　魂の鑑かん定ていをしてはいたけれど、戦せん闘とう能力とは関係のないプライベートな情報まで暴あばかないように加減していたから気付かなかった。

　精神が動どう揺ようしたことで、変化の魔術が解けてしまったらしい。すっかり服の袖そでや裾すそがブカブカになった手足をジタバタさせて、ウィルグレムは泣きわめいた。

「なんで生徒なのに私に逆らうんだよーっ！　私の威厳が台無しになるだろーっ！　バカ！　バカーッ!!」

「ええっ……!?　あの、先生……なんかごめんなさい」

「謝ったって知るもんかーっ！　うわぁあああああんっ!!　びええええええっ!!」

　ウィルグレムは立ち上がったかと思うと、教室から駆かけ去ってしまった。

「……どこに!?　授業中なのに……！」

「アル……」

　教室の最前列で静かに事態を見守っていたアリアが、アルに声をかけてきた。

「ウィルグレム先生は……二十五歳です。幼女ではありません……」

　アリアは悲しげに言った。

「え、そうなの!?　そんなのってあり得るの……」

「彼女は歴戦の魔ま剣けん士で……優ゆう秀しゆうな教官です。ただ特異な見た目のせいで生徒から舐なめられてしまうことが多く……変化を使って授業をしているのです……」

「そ、そんな切実な事情が……。悪いことをしてしまった……」

　アルが怒りを感じたのはウィルグレムに対してではなく、現代の魔術教育に対してだ。

　巻まき添ぞえを食わせる形で、彼女にトラウマを植え付けてしまったかもしれない……。

「……今のって術式にこめられていた魔力量も揃そろえていたよな」

「ええっ!?　それであれだけ威力に差が出たのか!?」

　生徒たちがざわつきはじめる。

「アルくんさんっ！」カティが勢いよく手を挙げた。

「さっきの術式、もっとよく見せてください！」

「ああ、もちろんいいよ」

　アルが再び完成された基礎術式を宙に浮うかべる。

　教室は再び静まり返った。固かた唾ずを吞のんで、生徒たちは術式を見つめる。

　それもそうだろう。彼らからすれば遥はるか未来の技術だ。

「……今から私たちがこれを学ぶとして……これはこれまで習ってきた『アルベルトの三大基礎術式』と同じ使い方ができるのか？」

　エステラがたずねた。

「いや、共通点は多いけど違ったものだから術式との組み合わせ方が違ってくる。たとえば初級プリマ・燃焼魔術パイロキネシスなら……」

　アルはゆっくりと小さな種火を作ってみせる。

　言ってみれば単語は同じだけど文法がまったく違う異国の言語を学び直すようなものだ。

　実戦で使いこなせるほど習慣化するには、かなりの練習が必要となるだろう。

「……アル、こうですか？　……初級プリマ・燃焼魔術パイロキネシス」

　アリアが手の平に小さな種火を作ってみせる。

「すごいな。ちょっと術式がぎこちなかったけど、できてるよ」

　アルはアリアの頭をさらりと撫なでた。

　教え子に対する賢けん者じやのような気持ちで、手が出たのだ。

「ん……」

「あ、ごめん」

　十二歳の子供に頭を撫でられるのは、気持ちのいいものではないかもしれない。

「……いえ。褒ほめられるに値あたいすることをしたなら……褒められるべきです」

「ん、そう？　気にしないならじゃあ……アリアは覚えが早いね」

　アルはアリアの頭をなでなでした。

　無表情のままのアリアの鼻から、むふーっと音が漏もれた。

「……もしかして嬉うれしい？」

「褒められたら嬉しいと思うのは……普ふ通つうのことです」

「そりゃそうだ。アリアは普通の女の子だね」

　アルが頭を撫で続けると、アリアは大人しくされるがままになって、心地ここちよさそうに目を細めた。小動物のようでかわいい。

　しかしその様子を遠巻きに眺ながめて、生徒たちはまたもざわめいた。

「あ、あいつ……永遠のアリアの頭を撫でてる……」

「なんて命知らずなやつだ……」

　アルはいぶかしんだ。……何だと言うのだろう、『永遠のアリア』というのは。




　　　　†




　次の授業は武術の教練だった。

「魔術と同じく武術教練も私が担当する！」

　ちゃんと来てくれるかどうか心配していたが……。

　校庭にやってくると、ウィルグレムは大人の姿に戻もどって生徒たちを待ち受けていた。

　先ほどのことは、なかったことにするつもりらしい。

「武術においても、まずはもっとも重要な基き礎そを頭の中に叩たたきこんでもらう。すべての武術の根幹を成す、魔術王アルベルト様が編み出した【天・地・人の構え】についてだ」

　アルは思わず顔をしかめた。

　それは自分が考え出した失敗作の中でも、もっとも忘れたいものだったからだ。

「世界中から集まった貴様らの中には、他国の武術を身につけてきている者もいるだろう。しかしそれらはすべて捨ててもらう！　そして魔術王アルベルト様の考案した絶対的に正しい三つの構えを徹てつ底てい的に覚えこんでもらう！　いいな!?」

　……そんなバカな。とんでもない暴論だ。

　よりにもよってこんな出来損そこないを押しつけるなんて、犯罪的だぞ。

「なんだ、アルフレッド。何か言いたいことがあるのか」

　前から二番目に整列しているアルの表情を、ウィルグレムは見み逃のがさなかった。

「……天・地・人は思想であって、戦闘において合理的な考えではないかと」

　天・地・人とは、あらゆる構えは上段（天）、下段（地）、中段（人）の三つに分類することができ、これらには三さん竦すくみの相あい性しようがあるというアメリア特有の戦闘思想だ。

　天は人に強いが、地に弱い。……たとえ『天の立場』に立っても決して驕おごりたかぶってはならない、常に謙けん虚きよであれという意味もこめられているのである。

　実際にはあらゆる構えを三つに分類するのは強ごう引いんだし、相性も絶対のものではない。

　戦いはジャンケンではないのだから、当然だ。

「そもそも多た彩さいな構えによる駆け引きが生じるのは、人間同士の一対一での決闘においてのみで、得体の知れない魔族との戦いにおいては自然体が一番かと」

「バカなことをほざくな！　アルベルト様が考案した三つの究極の構えは、この三種類のみでどんな状じよう況きようにも対応できるように生み出されたものだ！　見ろ！　……これが天における究極の構え……【龍りゆう断だん】だ！」

　ウィルグレムは腰こしから剣けんを抜ぬき──かつて時の牢ろう獄ごくでアルが考案したものと寸すん分ぶん違たがわず同じ構えをとった。

　自分の『失敗作』を自じ慢まんげに披ひ露ろうされて、アルは顔を覆おおいたい気持ちになる。

　かつてはアルも天・地・人の思想に縛しばられていたのだ。

　そして時の牢獄でそれぞれにおける究極の構えを編みだせば、その究極の三つのみであらゆる状況に対応できると考えたのである。

【龍断】は攻こう撃げきの構え、いわば究極の上段である。

　剣を高く振りかざし、初撃を最速で振るえるよう力学的に正しい姿勢を追求している。

　次にどう動くかバレバレな上に防ぼう御ぎよはがら空きとなるが、こちらが先に命中させるから問題ない。そこから振り下ろされる斬ざん撃げきは、相手の防御動作よりも速く、重いのだ。

　……それでもタイミングを読まれれば、いかに最速の一撃でもかわされる。

　究極の攻撃の構えと言えば聞こえはいいが、単なる捨て身技わざともいえる。

　天・地・人という歪ゆがんだ形式に囚とらわれたまま究極を追求しても、歪いびつなものが出来上がってしまうということだ。

　時の牢獄で時代や国境を超こえた英えい雄ゆうたちと議論を重ねた末、アルは天・地・人には欠片かけらの合理性もないと見切りをつけ、この構えも心のゴミ箱に捨てたはずだった。

「生意気に口を出したいというなら、この初撃を封ふうじてみせろアルフレッド！」

　まさしく黒歴史の構えを取りながら、ウィルグレムが言う。

「フフフ……魔術はともかく、子供の身体能力でこの一撃は防げまい……。教師の威厳を取り戻してやる……！」

　ウィルグレムはにやりと口元を歪めて、小声でぼそっとつけたした。

　未知の手段で防がれることをまるで想定していない……。

「さあ、行くぞ……！　さあ、どうする……!?」

　嬉き々きとしてジリジリと間合いを詰つめてくるウィルグレム。

　彼女にこれ以上の恥はじをかかせるのは本意ではないのだが……。

　しかし天だの地だのという世よ迷まい言ごとを、これ以上次の世代に引き継つがせたくはない。

　アルは感覚を研とぎ澄すませた。ウィルグレムの呼吸と心音──さらには筋肉を動作させようとする電気信号までも感じ取る──彼女のすべてを掌しよう握あくした。

　ウィルグレムが動きだそうという予兆を示し、小さく息を吸った瞬しゆん間かん……。

　アルはひょいっと体を横に避よけた。

「行くぞ、行くぞ……死ねええええええええええええっ！　……何!?」

　ウィルグレムが必殺にして最速の一撃を叩きこもうとしたそのとき、アルはすでにそこに立っていなかった。しかし動きの修正も不可能なタイミングであった。

　ブゥン！とウィルグレムが豪ごう快かいに空から振ぶりし──、

　アルは横からひょいっと彼女の手から剣をもぎとった。

「あ……」ウィルグレムは、玩具おもちやを没ぼつ収しゆうされた子供のように悲しげな声をあげた。

　見ていた生徒たちがざわめきはじめた。

「おい、今度はあいつ、何をやったんだ……？」

「というか先生、かわいそう……」

「ウィルグレム先生、泣かないで！」

「頑がん張ばれ!!」「頑張って!!」「頑張れーっ!!」

　校庭に謎なぞの頑張れコールが巻き起こる。かえってそれに恥ち辱じよくを感じて、

「う、ううう……」ウィルグレム先生の瞳ひとみに涙なみだが浮かんだ。

「うわぁあああああああああああああああああああああんっ!!」

　次の瞬間、ぴかっと光って先生は幼女の姿になった。

「なんだよー！　おまえ何なんだよー!!　龍断は最速なのー！　最速の構えなのー！　なのになんでおまえが先に動くんだよー！　それじゃあ意味ないじゃんばかーっ!!」

「その構えは呼吸を読まれたら負け確するゴミです、すみません」

　考案者としての謝罪であった。

「謝られるとかえって惨みじめだろ、この鬼き畜ちくショタ！　おまえなんてきらいだーっ!!」

「き、鬼畜ショタっ!?」

　アルは衝しよう撃げきを受け、ウィルグレムは泣きわめきながら駆かけ去ってしまう。

「アル……」

　くいっくいっとアリアがアルの制服の端はしを引っ張る。

「……ウィルグレム先生をあまり虐いじめないであげてください。……有能な教官なんです」

　アリアに悲しげな顔をされてしまう。

　俺だってそんなつもりじゃなかったんだ……。




　　　　†




　放課後、アルは面談室でレストンと向かい合っていた。

「この学院の授業カリキュラムを作り変えてくれ……」

　……もともと自分がここの授業で何かを学ぶつもりなどもちろんなかった。

　しかしこんなにも黙だまっていられない気持ちになるとは思っていなかった。

　ただ間ま違ちがっているだけならまだしも、『アルベルトの理論』以外は許さないという狭きよう量りような姿勢が許しがたい。

　どれだけ小者なのだ、あの偽にせ者もののアルベルトは……！

「アル殿どののおっしゃることは、その通りなのですが……」

　レストンはアルのことを殿付けで呼ぶようになっていた。

「いかに正しい理論だとしても、学会で承しよう認にんを得なければエーテルメギアの授業には採用できません。それに公表していた授業予定をホイホイ変えていては、世界中から信用を失ってしまいます。この学院は、世界中から子供たちを預かっていますので……」

　大人の事情というやつだ。それは理解できる。

　世界最高の教育機関に優ゆう秀しゆうな子供を集めて英才教育を施ほどこすというこの学院のやり方は、多様性を失いかねないリスクはあるが、極きわめて効率的といえる。

　しかしそれはこの学院が完かん璧ぺきな信用を得ているからこそ成り立つものなのだ。

「それはまあ、そうだろうけど……少しは融ゆう通ずうを利きかせられないかな？」

「生徒が自主的にアル殿に教えを乞こうという形なら問題ありません。ウィルグレムにも、生徒がアル殿のやり方を学ぶのを止めないように伝えておきましょう」

「まあ、それぐらいが落としどころか……」

　やれやれ、別に教師の真ま似ね事ごとをやりにきたわけではないのだが……。








四章　転生賢けん者じやとの共同生活






　放課後──。

　広大なエーテルメギアを見み渡わたせる最上階に、学院長の部屋があった。

　黒い仮面に黒いマントを身につけ、自らをアルベルト・ルグランと名乗る男──、

『漆しつ黒こくのアルベルト』が、アリアと向かい合っている。

　彼の手元には、アルフレッド・マグナスについての報告書が開かれていた。

　試験を監かん督とくしていたレストンと、クラスメイトとして共に授業を受けているアリアが報告したものだ。

　レストンとアリアは、彼こそが勇者に違ちがいないと報告をまとめていた。

「…………いいや、この少年は勇者ではない……」

　報告書を読み終えた漆黒のアルベルトが、ゆっくりと顔をあげてアリアに言った。

「……理由をたずねても……よろしいでしょうか」

「この少年の方が……勇者より優すぐれているからだ。すべてにおいて、圧あつ倒とう的に……」

　アリアは驚おどろきに目を見開いた。この男の言葉を疑うアリアではない。

　しかし勇者とは人類の最さい高こう峰ほうだ。それは神が定めた理ことわり。であるならば……。

「この少年の正体は、神か、神によく似た存在だろう」

　漆黒のアルベルトが言った。「……もしくは私とよく似た存在だ」

「お父様と……似た存在……」

　──世界の理、あらゆる原理原則の外側にあるもの。

「娘むすめよ……、我が愛いとしき【永遠のアリア】よ」

「はい……何でしょう……お父様」

　アリアは思し慕ぼのこもった瞳ひとみで、父の言葉を待った。

「……この少年と常に行動を共にし、心を許される間あいだ柄がらとなって、その正体を暴あばけ」

　アリアはゆっくりとその言葉を斟しん酌しやくし──うっすらと、瞳を輝かがやかせた。

　アルのそばにいるようにと命じられ、嬉うれしかったのだ。

　「……わかりました！」

　その声は常になく弾はずんでいた。

　オムライスを食べさせてもらったとき、頭を撫なでられたときの感情が胸に浮うき上がる。

　それは滅めつ多たにない感情だった。久しく日記に書いたことのない気持ちだ。

「彼と限りなく距きよ離りを縮め……可能な限り親しくなれるよう……力を尽つくします！」




　　　　†




「え、俺は女子寮りように住むのか？」

　予想だにせぬことを告げられ、アルはアリアに問い返した。

　エーテルメギアは全寮制である。

　当然、男子寮と女子寮とで分かれているのだが……。

「……はい。飛び級の天才とはいえ十二歳のまだまだ子供。……一人暮らしは適切ではないと判断されました。生徒会長の私が……、相部屋となってお世話をします……」

　いつも通りの無表情で、淡たん々たんと言う。

「まあ、理り屈くつはわからなくもないけれど……」

「……アルは今日から私の……、ソウルブラザーです……」

「は？　……ソウルブラザー？」

　およそアリアの口からは出てきそうもないフレーズが、飛び出してきた。

「家族でなくとも家族のように親しくなれるという概がい念ねんを……ミーアさんが教えてくれました。今日から私は……アルのお姉さんになります！」

　──いつも通りの無表情だが、赤い瞳が爛らん々らんと輝き、むふーっと鼻から息が漏もれた。

　彼女の感情表現がちょっとずつわかるようになってきたが……。

　ずいぶんとやる気満々じゃないか。いったいどうしたことだろう。




「ちょっと待ったーいっ!!」

　アルとアリアの間に、ミーアが割りこんできた。

「相部屋のパートナーは、知り合って日の浅い生徒会長よりも気心の知れた幼おさな馴な染じみのお姉さんの方が適任だと思いますっ！」

　ミーアは二人の間に挟はさまって、ジタバタしながら熱弁した。

「知らない人との共同生活は多感な少年の繊せん細さいな心に多大なストレスを与あたえ、新しい環かん境きように馴染むのを妨さまたげます！　ここはやっぱり安心・安全・愛情の幼馴染みが一番っ!!」

「まあ、理屈はわからないでもない」

　ミア姉にしては頑張って理屈をこねてるじゃないか。

　自分が繊細な子供だなんて、アルはまったく思っていないけれど。

「わ、私とアルは……知らない仲ではありません……」

　予期せぬ乱入者に、アリアはたじろぐ。

「ふっふっふ、アリアさんなーんて、私とアルくんが積み重ねた長い長ーい歳月と比べたら見ず知らずのミジンコみたいなものだよっ！」

「そ、そんな……」

　アリアはしょぼーんと項うな垂だれてしまった。

「ミジンコ……、私はミジンコ……」

「やめなよ、ミア姉。そんなくだらないことでアリアにマウントをとるの」

「私とアルくんの付き合いの長さはくだらないことなんかじゃないもん！」

「それでアリアを攻こう撃げきするのを見てたら、ミア姉のこと嫌きらいになっちゃうよ」

「そ、そんなのやだびーっ!!」

　ミーアは奇き声せいをあげてアルに抱だきついてくる。びーってなんだよ。

「だいたいミア姉は俺のこと世話なんてしないじゃないか。食事から掃そう除じまで、いつも世話してたのは俺の方だったでしょ。離はなれてってば」

　びし、びし、とミーアのおでこにデコピンをする。

　ミーアは「あうっ」「あうっ」と声をあげるが、抱きついて離れない。




「あのっ！　アルくんさんのお世話でしたら、私もしてさしあげたいのですが！」

　さらにエルフの姫ひめ君ぎみのカティが割って入ってきた。

「アルくんさんには大きなご恩があります。私も故郷では、継けい承しよう権のない姫として花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを積まされてきた身。殿との方がたのお世話には自信があります！」

「王族クラスの花嫁修業の経験者……ものすごい説得力だ」

　しかし生徒会長のアリアや幼馴染みのミア姉と違って、出会って日の浅い普ふ通つうの同級生に世話をしてもらうというのはいかがなものだろう。

「それに見ていてずっと思っていたのですが、アルくんさんは大人すぎます」

「え？」

　カティがアルをぎゅっと抱き締しめた。

「十二歳で家族と離れ離れになってしまっているのだから、寂さびしくないはずがありません。我が慢まんせずにもっと周りに甘えてください……」

　ミーアのように力一いつ杯ぱいに抱きつくのではなく、慈じ愛あいに満ちた抱ほう擁ようであった。

「む、むう……」

　アルは照れくささを覚えつつ……ついカティの胸に身を委ゆだねてしまう。

　やばい、超ちよう癒いやされる。

「ほら、アルくんさん、寂しかったのでしょう？」

　アルの頭を、カティが優やさしく撫でた。

　寂しいなどとは全然思っていない。

　四十六億年も時の牢ろう獄ごくにいたような男である。そんな感覚はとうに麻ま痺ひしている。

　しかし何ということだろう、いつまでもこうしていたくなるような魔ま性しようの全肯こう定てい感が、カティの胸にはあった。超癒やされる。

「ふふふ、アルくんさん、いい子、いい子♪」

　くっ、いい子にしてるからもっと頭を撫でて欲しい～なんて情けないことを思ってしまう……！

「アル……そんなに気持ちいいのですか……？」

「アルくん、私がくっついてるときと反応が違う！　むーっ！」

　アルはアリアとミーアの視線を思い出して、そっと身を離した。

　というか学生寮の真ん前でいったい何をやっているというのだ、恥はずかしい。

「アルくんさん、いつでも甘えてくださいね！」

　カティが両手を広げて微笑ほほえむ。

　いつでもああして甘えていいのか……。心がちょっとだけ動いてしまう。

　そんなの子供よりむしろ、お疲つかれ気味のおじさんの方が喜ぶのでは……？




「アルくん！　待って欲しい！　アルくんのようないたいけな少年を守るのは、私のような聖騎き士しの務めであるはずだ!!」

　鎧よろいをガチャガチャ言わせて、エステラもその場に加わった。

　エステラは屈かがみこんで、アルと視線の高さを合わせて言う。

「アルくん、あまり年上のお姉さんたちに気を許してはいけない。君のようにかわいらしい少年は、いつだって獣けもののようなお姉さんたちに狙ねらわれているんだ……！」

　そしてくわっと両目を見開いて言う。

「信じてついていっていいのは……護衛スキルを極きわめた誇ほこり高き聖騎士のみだ！」

「エステラ！　でもあなたは家事が得意な方ではないでしょう」

　カティが横からそう言って指し摘てきする。

「何をいう、カティ。確かに私は家事が苦手だが……何もできないわけではないぞ。たとえば……アルくんのお着き替がえを手伝ったり……お風ふ呂ろで体を洗ってあげたり……おトイレの後にふきふきしてあげたり……」

　つーっとエステラの鼻から血が垂れた。

「ふっふっふ……想像するだけで蒸むれてしまうな♡　アルくん！　きみのお世話は上から下までこの頼たのもしい聖騎士に任せて欲しい！　おかしなことは絶対しないから！」
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「おかしなことしかする気がないじゃないか」

　下のお世話ってなんだよ。

「私は誇り高き聖騎士だから嘘うそはつけない。正直言っておかしなことをいっぱいしたい！　されたい！　どちらかというと受けマゾだからされる方が嬉しい！」

「とんだ性騎士がいたもんだね……」

　アルは長い人生で見たことのない珍ちん獣じゆうを見るような目をエステラに向けた。

「かわいい少年が蔑さげすんだ目で私を見ている……♡　蒸れる……♡」

　ぶるぶると震ふるえだした。

　どうしよう……どうすればいいんだろう、こいつ。手のつけようがないぞ。

「あの……アルくんさん。エステラは口ではこう言っているけど、合意もなく嫌いやがられるようなことはしないはずです。根は真ま面じ目めですから……」

　カティが苦笑いを浮かべながらフォローする。

「根は真面目な変態って、それはそれで業ごうが深いね……」

「私は変態じゃないぞ。仮に変態だとしても、変態という名の騎士だ」

　こいつとの相部屋生活は……想像を絶するな。

「アル……楽しそう……」と、アリアが呟つぶやいた。

　いや、そこまで楽しんでもいないが。




「それじゃあアルくんっ！　誰だれを選ぶの!?」

　ずいっとミーアが顔を迫せまらせる。最終的な決断権は、アルにある。

　お世話などいらないが……この状じよう況きようはアルにとっても願ったり叶かなったりと言える。

　ここにいる彼女たちは、エーテルメギアでも指折りの優すぐれている女の子たちだ。

　この中にルシアーナ姉さんの生まれ変わりがいる可能性はそれなりにある。

　相部屋で一いつ緒しよに生活していけば、それを確かめることができるだろう。

　そして何よりも……彼女たちはみんなギフト持ちなのだ。

　問題は誰を選ぶかだが……。

「アル……」

　言い出しっぺのアリアは……当初の勢いを失ってしょげてしまっていた。

　いつに変わらぬ無表情だったが、揺ゆれ動く瞳ひとみから不安が伝わってくる。

　こうして三人も対たい抗こう者が出てくるなんて思っていなかったのだろう。

　自己ピーアールが得意という性格の少女ではない。

　しかし彼女がこのようなことを言いだしたことには、何か事情があったに違ちがいない。

　彼女の身の上を踏ふまえると、その事情というのは興味深い。




　　　　†




「……本当に私でいいんですか？」

　アルの手を引いて廊ろう下かを歩きながら、遠えん慮りよがちにアリアがたずねてきた。

「私はやっぱりソウルシスターにはなれないのではないかと……みんなを見ていたら、思ってしまいました……。きっと他のみんなの方が、立派な姉になれます……」

「別に俺はお世話やお姉さんなんて求めちゃいないし。言ったでしょ、友達だって」

「……友達……」

　熱っぽい声で、アリアはその言葉を繰くり返す。




　──もちろんアルには打算もある。

　アリアはあの『漆しつ黒こくのアルベルト』の命令を受けてアルに近づき、情報を得ようとしているに違いない。急に積極的になった理由は、恐おそらくそれだろう。

　アリアに敵意がないのは明らかだが、漆黒のアルベルトがどんなつもりかはわからない。

　アルの目的とは今のところ関係のない男だが……この奇き妙みような時代を築き上げた張本人である。流石さすがに正体が気にかかる。




　そしてもう一つ──ギフトだ。

　アリアの【万物アンリミテ融合ツド・ワン】──今この世界にないものを創造する力。

　神を超ちよう越えつするという目的に、これほど合がつ致ちするギフトは他にあるまい。

　──アルは時の牢獄で、他人からギフトを奪うばう方法を見つけ出していた。

　精神攻撃魔術の最さい高こう峰ほう──【精神喰いマインドバイト】。

　この魔術はその名の通り……他人の心に自らの魔力を侵しん入にゆうさせ、その精神を蹂じゆう躙りんし、記き憶おくやスキルを根こそぎ奪い尽つくすというものだ。スキルというのはギフトも含ふくまれる。

　やられた相手は廃はい人じんとなる。魂たましいまでボロボロとなり、輪りん廻ね転生にも支障がでる。

　……などという魔術を編み出したが、そんな外げ道どうな真ま似ねはしたくない。

　この精神喰いマインドバイトは、もっと平和的に活用することもできる。

　相手の心に自らの魔力を侵入させたとき、相手がいっさい抵てい抗こうしなければいいのだ。

　そうすればそのままお互たがいの心を繋つなげ、スキルやギフトを共有することができる。

　精神喰いマインドバイトならぬ【精神共感マインドエンパス】といったところか。

　だがそれを可能とするには、心の中に入りこまれても構わないというぐらい……、

　相手に愛される必要がある。

　もしもアルが心に侵入してくることに相手が忌き避ひ感をわずかにでも抱いだいて、たとえ反射的にでも抵抗したら、アルの強力な魔力とぶつかり合ってたちまち廃人になってしまう。

　それぐらい人の精神世界は繊せん細さいで、アルの魔力は強すぎるのだ。

　アルが神を超こえるには、ギフトを使えるようにならねばならない。

　つまり大勢のギフト持ちから愛されるようになる必要がある。

　言い換かえるとそれは──このエーテルメギアにお姉さんハーレムを築き上げるということに他ほかならない。まずはその一人目……。




　アルはアリアの横顔を見つめた。

　──アリアと人として心を許しあえる関係になりたい。

　洗脳や認にん識しき改変といった精神魔術は使うことなく。

「……？」アリアは無む垢くな顔つきでアルを見つめ返してきた。

　──少し彼女の事情にも踏みこまねばならないだろう。




「アリア、『永遠のアリア』っていったい何のことなの？」




　エーテルメギア創立以来ずっと、一年生から三年生を繰り返し、生徒会長を歴任し続けているという……。

　アルはアリアに普ふ通つうの女の子として接しているが──明らかに常じよう軌きを逸いつしている。

「すみません……」

　アリアはアルの視線から逃のがれるように、正面に向き直った。

「それは……言えません……」

「そっか。言いたくないことなら無理に言わなくてもいいよ。でも……」

　無理やり彼女の心を開くことなどできない。大切なのは、彼女自身の幸福だ。

「もしも何か助けが必要になったら、どうか俺に言ってくれ」

「助け……？」

「俺は友達が苦しんでいたら、必ず助けるから」

　それはギフトを欲ほつしていることとは関係ない。

　目の前に困っている友人がいるなら、アルは必ず手を差し伸のべるだろう。

　自分にはそれができる能力値ステータスがあるのだから。

「…………わかり、ました」

　小さな声でそう言って、アリアは俯うつむいた。




「……ここが私の部屋です」

　女子寮りようの一番奥までやってきて、アリアが言った。

「ここに誰かを招き入れるなんて……初めてのことです……」

　扉とびらを開く。白い壁かべ紙がみを基調とした綺き麗れいな部屋だった。

　部屋の奥にピアノがあった。ピアノが置けるほど、広い部屋だった。

「一番奥の扉は物置ですので、けっして開けないでください」

　そう言い置いてから、部屋の中央でアリアはアルに向き直った。

「……実は私のギフト……万物アンリミテ融合ツド・ワンには、いくつか欠けつ陥かんがあります……」

「欠陥？」

「……錬れん金きん術は対象となる物の間に共通した性質を見つけ出し、その共通点で結びつけて融ゆう合ごうをさせます。……この共通点を、【融合点】と呼びます」

　もちろんアルもそれぐらいは知っている。

　だから錬金術士はあらゆる物質や事象について詳くわしくなければいけない。

「しかし万物アンリミテ融合ツド・ワンというギフトは……、あらゆるものの性質を瞬しゆん間かん的に理解し、融合点を見つけ出します……。ときには思い通りに性質をねじ曲げることで、強ごう引いんに融合点を生み出すことすらできる……。だからどんなものでも融合させられるのです……」

「……とんでもない力だね」

　恐らく何か条件……あるいは代だい償しようがあるのだろう。

「私は万物アンリミテ融合ツド・ワンという力を持つと同時に……副産物として『あらゆるものの性質を瞬間的に理解できる力』も持っているということです……」

　アルは授業中、彼女が新たな術式をごく短時間で使いこなしたことを思い出した。

「そして欠陥というのは……、この『理解の力』は、私自身で制せい御ぎよができないという点です……。知りたいという欲求を制御するのは……難しいから」

「なるほど、それじゃあつまり、君は……」

「私は他人に興味や関心を持つと……、勝手に心の中を読み取ってしまうことがあります。だから私はできるかぎり……他人とかかわらないように生きてきました」

　……それは寂さびしい話だ。

　……しかし人の心は聖域だ。

　アルだって、今この場でアリアに精神操作魔術をかけて『漆黒のアルベルト』の正体について白状させ、【精神喰いマインドバイト】で廃人にしてギフトを奪い去ることもできる。

　だが、そんなことはしたくないからしない。

　アリアも心という聖域を侵おかしたくないから、他人を遠ざける決意をしたのだろう。

「昔……私にもまだ友達がいた頃ころ、このギフトの力に目覚めて……私は友達の心を読んでしまいました。心の奥の秘密を勝手に知った私を……、友達は怒いかりながら罵ば倒とうしました。……それきりです。私はそれ以来……他人に興味を抱くのをやめました」

　悲しい過去のはずなのに、アリアは無表情だ。それはかえって痛ましく感じさせた。

「……家族がいれば友達なんて不要と言ったのは、強がりではなく本心です。でもそう信じていたのに……あなたのソウルシスターになりたいなどと言ったのは……」

　漆黒のアルベルトに命じられたから？

　アルはそう考えていたが、しかしまったく異なる理由をアリアは口にした。

「ミーアさんが……」

　その言葉が嘘うそとは、到とう底てい思えなかった。

「ミーアさんが私よりも楽しそうで……幸せそうだったからです」

　か細い声でそう言った。

「あなたに対しても実は何度となく『理解の力』を発動させてしまいました。でも……」

「俺には通じなかった？」

「はい、あなたの心は読めませんでした。そんな相手はお父様を除けばあなただけです」

　心を防衛するプロテクトも、アルほどの魔力量ともなれば桁けた違ちがいの強度になる。

　ギフトの力とはいえ、アリアの能力値ステータスでは歯が立たなかったのだろう。

　アリアと父親の二人だけの閉じた世界に、アルは初めて割って入った他人なのだ。ミーアという幸福な少女の標本を引き連れて。

「私が自分の事情を告げることができなくても、あなたは私を友達として助けになってくれると言ってくれた……それが嬉うれしいと、私は感じています。気付きました。私は今までずっと……寂しかったのだと。寂しいという気持ちさえ、私は忘れていました……」

　アリアは胸の前で手をぎゅっと握にぎり締しめて、アルを赤い瞳ひとみで見つめた。




「私と友達になってくれてありがとう、アル……」




　そのときうっすらと──アリアは微笑ほほえんだ。

　久しぶりに笑ったのだろうという、ぎこちない笑みだったけれど。

　それでも彼女は笑うことで気持ちを伝えたいと思って、笑ってくれたのだろう。

　心を通じ合わせるには、そうするしかないのだ。

「俺もアリアの笑顔を見られて、嬉しいよ」

「……上手うまく笑えていたかどうか、少し不安です」

「綺麗な笑顔だった」

　心からそう思った。彼女が笑ってくれたことが、本当に嬉しかったのだ。

　アルが彼女を選んだことにしても、打算がすべてというわけではない。

　彼女を放っておけないと思ったことも、事実なのだ。




　　　　†




　そして二人の共同生活がはじまった。

　アルとアリアはとりあえずベッドに腰こしを下ろした。

「……すみません。私は久しく友達というものを作ったことがないから……、何をどうすればいいのか……よくわかりません」

　距きよ離り感を測りかねるようにもじもじとアリアが言う。

「よし、ちょっと待っていて。……転移ワープ」

　アルは転移魔ま術じゆつでシャングリ・ラの自室に帰った。

　そして目当てのものを回収し、両手一いつ杯ぱいに抱かかえてアリアの部屋に戻もどってきた。
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「それは……玩具おもちやの一種ですか？」

「大人も楽しめるような盤上遊戯ボードゲームだよ」

　アルは時の牢ろう獄ごくでかつての英えい雄ゆうたちと鍛たん錬れんを積むかたわら、彼らの国々の伝統的な遊びを教えてもらっていた。

　時の牢獄では現物がなかったので、魔力で像を描えがきながら遊ぶという無む駄だに高度な技術が求められたが……。

　転生してからそれらの遊びの数々を再現し、村で流行はやらせたのである。

　アリアは内向的な女の子だ。いきなりフリートークで盛り上がるのは難しい。

　こうしたゲームならば自然とコミュニケーションが生まれ、なおかつ沈ちん黙もくが生じても苦にならず、お互いを理解しあうきっかけになるはず。

　賢けん者じやの知ち恵えである。

「ゲームという概がい念ねんは知っています。ジャンケンだとか、あっち向いてホイだとか……」

「そういうのより、もうちょっと複雑なやつだよ」

　アルとアリアはベッドの上で向かい合い、ゲームを広げていった。

　最初のうちはルールがシンプルで、運要素が強いものの方がいいだろう。

　賢者の気き遣づかいである。

　──一戦目。

「…………ぐぬぬ」

　ゲーム盤ばんを見下ろして、アルは唸うなった。

　運要素が強いものを選んだところ、天運はすべて初心者であるアリアに味方したのである。頭脳や判断で挽ばん回かいする余地もなく、大賢者は追い詰つめられてしまっていた。

　ビギナーズラックめ！　アルは内心で本気で悔くやしがった。

　気持ち良く勝たせるぐらいの気持ちでいたが……手を抜ぬくまでもなく追い詰められてしまうと悔しさが湧わいてくる。賢者といえど、十二歳のメンタリティである。

「……ふふっ。アル、その顔……」

　静かにゲームをしていたアリアが、声を漏もらした。

「……アルって、そんなふうに悔しそうな顔をするんですね。ふふふっ」

　アリアが再び笑った──先ほどよりも自然に引き出された笑顔。

「経験者で神童のアルをこんなにも一方的に追い詰めるなんて……もしかして私には戦略の才能があるのではないでしょうか……？」

　口元をニマニマさせて、むふーっと鼻から息を漏らす。

　めっちゃ調子に乗っていた。

「こ、このやろう……」

「野や郎ろうではないです」

「そういうことじゃないんだよ。よし、次はもう少し複雑なやつをやろうか」

「はい、もっと他ほかのものもやってみたいです……。むふーっ」

　──二戦目。

「……アル、石材を独どく占せんするのをただちにやめてください。……さっきから人の交易路をつぶして……足元をみた交こう渉しようばかりふっかけてきて……！　ずるいですよ……！」

　アルが意地の悪いプレイを繰くり返すと、アリアはついに声を荒あらげた。

「ふふふ。ずるくなんてない、これが戦略の才能というものなんだよ！」

「……アルが大人げない性格をしているということが……よくわかりました……」

「十二歳だからね。大人げはないよね」

「そういうことじゃありません……。もっと単純なやつをやりましょう」

　──三戦目、四戦目……。

　無表情だったアリアの顔に様々な感情が移ろうのを、アルは微笑ましく見守った。




「アル、次はこっちのゲームを……」

　頬ほおを紅潮させてアリアは新しいゲームを手に取る。

「そろそろ晩ご飯の支し度たくをした方がいいんじゃない？」

　アリアは「えっ」と窓に顔を向け、夕日の光に目を丸くした。

「楽しい時間はあっという間に過ぎるね」

「……こんなの……初めての体験です」

「この学生寮りようでは食事はどうしているの？」

「……すみません。あなたのことをお世話すると豪ごう語ごしたのに……実は私は料理が得意ではありません……」

「謝らなくて大だい丈じよう夫ぶだよ、俺は世話をされたいわけじゃないんだから」

「学院での食事は学院内の食堂で済ませる人が多いですが……学院の外に出て買い物や外食をすることもでき……自由に選べるようになっています」

　アルはエーテルブルグの賑にぎわいを思い出した。

　エーテルメギア勇者学院の生徒や研究者たちのために造られた街。

　そこには世界中の品々が集まっている。せっかくだから、活用するべきだろう。

　アルは金銭に不自由はしていない。シャングリ・ラにもたらした莫ばく大だいな富はアルの懐ふところにも入っているし、稼かせごうと思えばいつでも荒稼ぎできる。

「それじゃあ買い物に行って、アリアが好きなものを何か作ろうか」

「だったら……アルの作るオムライスがまた食べたいです……！」

「アリアは子供みたいだね」

「……十二歳の男の子が、……何を言っているのですか」

　アリアはからかわれたと感じて、恥はずかしそうに俯うつむく。

「案内してよ」

　手を差し出すと、アリアはその手を取って、アルを外へと連れ出した。




　　　　†




　アルにとっても時間はあっという間に感じた。

　二人で料理をしていると、アリアは使い慣れぬ包丁で指を切ってしまった。

　実は治ち癒ゆ魔術が苦手だという彼女の指を、アルはたちまち治した。

　アルはオムライスにハンバーグを付け合わせた上からビーフシチューをかけ、デザートにバケツサイズのプリンを作った。

「どうしてシチューをそんな短時間で……」と、アリアは目を丸くしていたが、食材を分子レベルでとらえて魔術的に働きかけることができれば簡単なことだ。

　子供向けのご馳ち走そうばかりを揃そろえた、遊園地みたいな食しよく卓たくとなった。

　アルの十二歳の肉体は、子供舌なのだ。

　そしてオムライスの件で予測できていたことだったが、アリアの味覚も子供だった。

　彼女から『人生最高の一食』という評価をもらった。




　それから風ふ呂ろを沸わかし──アリアに勧すすめられ、アルから先に入浴をはじめた。

　……上手くやれているはずだ。

　アリアの様々な表情を見ることができて、満足感を抱いだいている自分がいる。

　……しかし彼女のギフトを使えるようになるには、その程度で満足していてはいけない。

　ギフトを共有するには、恋こい仲なか同然にならねばならない。

　ちょっと仲が良いというだけではダメなのだ。アルはそれを……ミーアとの関係で確かく認にんできてしまっている──アルは千里眼を使えない。

　自分の心のすべてをさらけ出しても構わないというほどの想おもいは、仲の良い友達だとか近所のお姉さんだとかという程度の関係からは生まれないのだ。

　しかし……恋仲といっても、この肉体ではな。

　十二歳──女の子たちから『かわいい』などと言われると、焦あせりを感じてしまう。

　アリアだけではない。これから先、ギフトもちの女の子を次から次へと陥かん落らくさせてハーレムを築く……そんなスケコマシな十二歳にならねばならない。

　正直、時の牢獄で計画を練っていたときには、今の自分にできないことなどほとんどないと思っていたが……。

　いざ転生して女の子と接してみると、こればっかりは思い通りにはならない……。




「アル……シャワーの使い方は大丈夫ですか……？」




　突とつ然ぜん浴室の扉とびらが開いた。

　素すっ裸ぱだかのアリアが、そこにいた。

　眩まばゆく白い肌はだ。女らしい起き伏ふくを描えがきはじめた途と上じようの少女の体。

　見せちゃいけないようなところまでも、無む頓とん着ちやくにさらけ出している。

「シャ、シャワーの使い方ぐらいわかるよ！」

　すぐに顔を逸そらしたが、肌色の残像は網もう膜まくにこびりついてしまって離はなれなかった。

　──水道が整備されていたシャングリ・ラと違ちがい、ここのシャワーは貯水タンクに繋つながっているポンプをわざわざ魔力で動かさなければならない仕組みだ。

　しかし使い方は当然わかる。

「髪かみを洗い終えたところですか……？　それでは、体は私が洗います……」

　アリアはアルの真後ろに屈かがみこみ、石せつ鹸けんを手に取った。

「やはり年長者として……少しぐらいお世話をしないといけないと思いますので」

　それからアルの背中に、泡あわをまとわせた手を、すべすべと滑すべらせてくる。

　──いや、背中だけで終わるならまだ良かった。

「……んしょ」と、小さな声を漏らして。

　抱だきつくように腕うでを回し、アルの胸にまで手を滑らせてくる。

　むにゅっと、彼女の体がアルの背中に密着した。

　むにゅっという感かん触しよくの正体は……考えるまでもなかった。

　ミーアほど大きくはないが、十分に自己主張をしている。

「背中を流すだけでいいよ！　前は自分で洗うから!!」

「……アル、どうしたんですか……？」

　何を焦っているのかわからないという無む垢くな声。

　それからアリアは小さく「ふふっ」と笑った。

「普ふ段だんから何でもできて、いつも余よ裕ゆうな顔をしているアルが……、そうして恥ずかしがって焦っているのを見ていると……、なんだかかわいいですね」

「かわいいなんて思わなくていい！　俺だって男なんだ！」

「男かどうかなんて関係ありません……ちゃんとお世話をされてください」

　アルのあらゆるところを磨みがき上げようと、アリアは手の平を滑らせていく。

　このままではいけない。

　異性として意識されていないから、平気でこんなことをできてしまうのだ。

　このまま何の躊躇ためらいもなく下半身までくまなく洗われてしまったら、二人の関係は永遠に『子供とお姉さん』になってしまいそうな気がする。

「下半身は断固として自分で洗うッ！」

　アルが強くそう言うと、アリアはぱっと身を離した。

「私……怒おこられてしまいました……？」

　しまった。アリアは強い言葉にショックを受けてしまったようだった。

「う、ううう……」

「怒ってない、怒ってはいないから大丈夫」

　しょんぼりするアリアを慌あわててなだめつつ、アルはそそくさと下半身を洗い終える。

　そうして湯船に逃にげこんだ。
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　するとアリアは、自身の銀色の髪を洗い始めた。

　出て行かないのかよ！　アルは内心で突つっこんだ。

　背中を流し終えたら、普通は出て行くものではないのか!?

「俺が出てから入り直せばいいじゃないか」

「だって……もう濡ぬれてしまいましたし……非合理的です」

　マイペースな子だな……。

　顔を背そむけて、見てはいけないと思いながらも……ついチラチラと視線を向けてしまう。

　白しろ銀がねの髪と白い肌が、濡れていっそう眩まぶしく輝かがやいている。

　背中から腰こしの曲線は美しくくびれ、お尻しりは柔やわらかく丸みを帯びている。

　儚はかなげな印象とは裏腹に、肉感的な裸ら体たいがそこにあった。

「……私の裸に興味があるんですか？　でしたら……」

　体を洗い終えたアリアが、すっくと立ち上がって湯船のほうを向く。

　アルは思わず「わーっ!!」と声をあげてそっぽを向いた。

「悲鳴……私の体は嫌けん悪お感をもよおす類たぐいのものなのでしょうか……？」

　アリアは再びしょんぼりとした。

「う、ううう……」

「ち、違う！　恥ずかしいんだよ、思春期だからっ!!」

　思春期的な照れもあるが、それだけではない。

　こちらが子供だと思っているから、平気で裸を晒さらしているのだ。こちらも無む邪じや気きにそれを受け入れたら、自分が子供であることを肯こう定ていすることになる。それは悔くやしい。

「私も入りたいので……詰つめてもらえますか……？」

「そ、それじゃあ俺はもう出るよ！」

「ダメです。……お湯に浸つかったら百を数えなければいけません。……私は昔、お父様にそう言いつけられました」

　父の言いつけ──アリアが口にするその言葉には、不思議な圧力があった。

　逆らってはいけないと感じさせるような。

　仕方なくアルは体を折りたたんでスペースを作り、そこにアリアが身を滑らせた。

　アリアの両りよう脚あしがアルの胴どうを挟はさむような体勢になる。

　そこからさらに……アリアはアルの体を抱いた。

　ぬいぐるみを抱きかかえるような感じだ。

「…………本当は」アリアがぽつりと呟つぶやいた。

「本当は……寂さびしくなったんです」

「寂しい？」

「はい……。今日一日アルと一いつ緒しよで……楽しかったから。アルにお風呂に入ってもらって一人になった途と端たんに、急に……」

「そっか……」

「だからお世話をしなきゃと口実をつけて来てしまいました……ごめんなさい。アルは世話なんて必要ないし……一緒にお風呂に入るのも嫌いやだったかもしれないのに……」

「嫌じゃないよ。恥ずかしいっていうのは、嫌ってわけじゃない」

　ぎゅっとアリアが抱き締しめる腕の力を強める。

　アルはぬいぐるみではないから、こんなふうにされるととんでもないことになるのだが。

　おっぱいとか後頭部に当たってるわけだが。しかしアルは平静を保った。

「俺とアリアはもう友達だから。これからは寂しくなんてないよ」

「……ありがとう、アル……」




　寝しん室しつにベッドはひとつしかなかった。

「そりゃそうだよね……」

「でもベッドは大きめで……アルは小さいですし……」

　アリアは透すけ感のあるシルクのネグリジェをさらりと身につけただけの格好だ。

　窓からの月の光に、その姿がうっすらと白く照らされている。

　目のやり場に困るから、早く寝ねてしまおう。

　アルがベッドに横たわると、アリアもすぐ隣となりに横たわって掛かけ布ぶ団とんを広げた。

　アリアはアルの頭をぎゅっと胸に抱き寄せた。

「アル……。こうしていてもいいですか……？」

「まだ寂しいの？　もちろんいいけど……」

　アルの顔がアリアの胸に埋うずもれる。体勢だけみればアルが甘えているかのようだが……、

　実際のところ、甘えているのは彼女の方だ。

　これは、子供あつかいをされているわけではない……？

　奇き妙みような関係だ。ここから彼女に恋れん愛あい感情をもってもらうことは、できるだろうか……？








五章　二人のアルベルト






「はえ～。……ひと晩でずいぶん仲良くなったみたいだねえ」

　翌朝。学生寮りようのロビーに現れたアルとアリアを見るなり、ミーアが言った。

「はい……友達ですから」

　アリアはアルにぎゅっとひっついて離はなれないまま答える。

　すっかり懐なつかれてしまった。

　制服に着き替がえるほんのわずかな時間ですら離れるのを嫌いやがったぐらいだ。

「むむむ、アルくんに私以外の友達ができるなんて複雑な気持ちだよ……。シャングリ・ラには同じぐらいの歳としの子が他ほかにいなかったもんね」

「素す晴ばらしいことだと思います！　私ともお友達になりましょう！」

　カティも清らかな笑え顔がおでそう言って、とたとたとこちらに歩み寄ってくる。

「お友達、お友達♪」と言いながら、アリアの手を取ろうとするが……、

　アリアはアルにひっついたまま、さっと逆側に回って逃にげてしまった。

「友達は……、アルだけでいいです……」

「そんな!?　寂しいですっ！」

　カティはガーンとショックを受けてしまった。

　アリアは恐おそらく『理解の力』でカティの心を読んでしまわないように配はい慮りよしているのだろう。

　……もしも万物アンリミテ融合ツド・ワンの力をアルとアリアで共有できれば、アルがその力を制せい御ぎよできるようになる。そうすればアリアは問題なく誰だれとでも友達になることができる。

　そういう意味でも、早く彼女と心を通わせなければ、とアルは思う。




　授業の開始を告げる鐘かねが鳴り、ウィルグレムが教きよう壇だんに立った。

「さて、今日から本格的に授業をはじめていくわけだが……その前に貴様らにパーティーを組んでもらう。今後は何をするにも、パーティーで行動してもらうからな」

　有う象ぞう無象の兵士は大部隊を組んで戦うが……勇者や英えい雄ゆうといった一いつ騎き当とう千せんの強つわ者ものは、少数精せい鋭えいで戦う方が効率がいい。

　そこは三百年前も現代も変わっていないわけだ。

「当然、貴様らもパーティーを組むことはわかっていたのだから、すでにクラスメイトの中から有望なやつの目星はつけているだろうな？」

　クラスメイトの視線が一いつ斉せいにアルに集まった。まあ、当然そうなるだろう。

「さあ、今すぐ五人組のパーティーを組め！」

　生徒たちが一斉に席から立ち上がる。

　しかしアルの前の席のアリアが、振ふり返ってすぐさまアルの手を掴つかんだ。

　教室内がざわっとした。

「永遠のアリア……」

「彼女は誰ともパーティーを組まないんじゃなかったのかよ」

「アレと関わり合いになるのはな……」

「ちっ、しょうがないな」

　アルに集まっていた関心が、瞬またたく間に霧む散さんしていく。

　永遠のアリア、か……。やはりあまり良い気はしないな。

「アルくんアルくん、私もっ！　アリアさん、いいよね？」

「私もいれてくださいっ！　いいですよね、アリアさん」

「もれなく聖騎き士しもついてきてお得だぞ。どうだろう、アリア」

　ミーアとカティとエステラが、アルの元に集まってくる。

　アリアはアルの顔をちらりと見てから、こくりと頷うなずいた。

　それからパーティーを組んだ生徒同士が隣りん接せつするように席替えが行われた。




「さてこれから【魔ま導どう鍛か冶じ術】の授業を行うが……」

　改めて授業が再開された。

「……知っての通り、うちのクラスにはアメリア魔術王国で定説となっているものとは異なる理論を修得している生徒がいる」

　ウィルグレムは険のある目つきでじろりとアルを睨にらんだ。

「授業では今後もアメリアの基本的なやり方を教える。しかし……貴様らが個人的にその生徒から異なるやり方を学んでも構わないこととする。試験や実習でそれを実際に用いても、減点対象とはしない」

　……まだ納なつ得とくし切れてなさそうな目つきではあるが……。

『他のやり方は認めない』なんて狭きよう量りような態度を改めてくれたのは何よりだ。

　上司であるレストンに言い含ふくめられたのだろう。

　できれば彼女自身からも認めてもらいたいものだが。

「さて……魔導鍛冶術とは武器や防具、魔道具を作り出すための技術だ。前線で戦う者であっても自分の武器は自分で手入れできなければならない。ときには戦せん闘とうの最中に鍛冶を行って武具の属性を変化させることが有効なこともある……」

　ウィルグレムは透とう明めいな石──【魔石】を取り出した。

「様々な魔力をこめた魔石と金属元素とを結合させると、特とく殊しゆな力を持った金属ができる。これが魔術王アルベルト様が発見した【魔導合金】と呼ばれる素材だ。その力は魔石にこめた魔力によって変へん幻げん自じ在ざい。それでは実際に試ためしに作ってみろ」

　ウィルグレムの指導によって、生徒たちが魔導合金を生成していく。

　それもかつてアルが時の牢ろう獄ごくで考案したものだ。

　これは間ま違ちがっているというより、基き礎そ中の基礎というべきだろう。

　今のアルはより進歩したことを理解している。

　アルは自分のパーティーの仲間たちに、より高度な説明をつけくわえた。

「魔石にこめた魔力によって生じる特殊効果も大事だけど、それだけじゃ不十分だ。武具の素材としては、むしろ金属元素の構造の方が重要度が高い」

「金属元素の構造……？」カティが小首を傾かしげる。

「たとえば剣けんだったら切れ味が重要だから──」

　アルは自分の好きなことになると早口になるタイプだ。一気にエンジンがかかった。

「──魔石と金属元素とを結合させるときに、金属元素を完全に規則正しい向きにさせるように魔術的に融ゆう合ごうさせた【単たん結けつ晶しよう金属】で刃はを作ると、究極の切れ味を生み出せる。ただしそれだけだと強度に不安があるから、高密度の六角形構造を魔術的にイメージして生み出す【ハニカム魔導合金】で単結晶金属の刃を挟はさみこみ、強度を確保する。この複合材を、俺はオリハルコンと呼んでいる」

「何を言っているのか全然わからん……」

　急にすごい勢いで語りはじめたアルに、エステラが引き気味になった。

　アルはうっとりとした顔つきで金属材に頬ほお擦ずりした。

「魔導合金というとつい魔術的な性質ばかり注目してしまうけど、金属元素の構造にも目を向けようってことだよ。構造美はロマンだよ……」

「そ、そのフェチズムはなおのこと理解できん……」

　そうしてアルは一振りの剣を完成させてみせる。

「……普ふ通つうの剣にしか見えないが？」

　エステラが疑わしげに言う。

「いいえ……これは……凄すさまじいものです。流石さすがアルです……」

　アリアが呟つぶやいた。彼女は『理解の力』で、直感的に理解できたのだろう。

「……単一の金属元素。……その一ひと粒つぶの完かん璧ぺきな直線からなる刃。接せつ触しよく面が物理的に最小になるから……切れ味や貫かん通つう力は最大になる。……というかミーアの矢もこの素材でできてるんですよね……？　あのとき私はこんなもので狙そ撃げきされていたのですか……？」

　ミーアが「てへへ」とかわいらしく舌を出した。やばい女である。

「……試してみてもいいか？」

　ウィルグレムが剣を抜ぬきながら割りこんできた。

　その目つきは真剣極きわまりない。けっして戯たわむれではない。

　いつの間にか、他の生徒たちも注目している。

「どうぞ」と、アルはオリハルコン製の剣を横向きに掲かかげてみせる。

「ハァッ!!」と、気合一いつ閃せん。

　ウィルグレムが剣を振り下ろした。

　魔術だけではなく剣術もこの時代において超ちよう一流のウィルグレムだ。

　音は鳴らなかった。

　衝しよう撃げきが生じなかったということだ。

　刃と刃が十字にぶつかりあった瞬しゆん間かん、ウィルグレムの剣は滑すべるように分断されていた。

　剣を掲げていたアルの腕うでは、少しも揺ゆらいでいない。

「これが物理的に究極の切れ味」

　アルは誇ほこるでもなく言う。

　ウィルグレムは分断された剣の断面を覗のぞき見た。一いつ切さいの破は砕さいがない。そこは完璧な鏡面となって、ウィルグレムの顔を小さく映りこませている。

　生徒たちはしばし驚おどろきの声もあげられなかったが、それがつまりどういうことかを時間をかけてようやく理解した。

　エステラが「……何それこわい」と呟いた。

「それは魔石を結合させていない、素の金属状態か？」

「はい。ここにさらに魔術的な性質を加えることができます」

　そういう魔剣も、アルは愛用している。

「ただし魔術的な付ふ与よはあくまで応用で、まずは物理こそが武具の基本だと考えます」

「なるほど。…………後で個人的に私にも教えてくれ」

　アルに対するウィルグレムの目つきが、和やわらいだ。

　彼女自身も、アルを認めるタイミングを探さぐっていたのかもしれない。

「ウィルグレム先生と仲直りできるなら、是ぜ非ひ」

「ふん、別に私はおまえを嫌きらってなどいない」

　教室はたちまち騒そう々ぞうしくなった。

「俺にも教えてくれ！」

「私にも!!」

　エステラが「待て、順番だぞ！」と遮さえぎった。

「まずは同じパーティーの私が究極の聖騎士シールドの作り方を教えてもらうのだ！」

「防具の場合はまた求められる構造が変わってくるね。軽量で衝撃分散性に優すぐれたハニカム魔導合金を芯しん材ざいにして、表面を弾だん性せいのある素材で覆おおえば……」

　エステラは瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせてアルの講こう釈しやくを聞く。




「でもさ、こいつっていったい何者なんだ？」




　──遠巻きに眺ながめていた生徒の一人が、不意にそう呟いた。

　アルの周りに集まりつつあった生徒たちが、我に返ったかのように振り向く。

「どう考えても妙みようだろ？　だっておまえ、何かを学ぶつもりでこの学院に来たわけじゃないだろ。一体何が目的なんだ？」

　目的、か。それは確かに不可解に思えることだろう。

「確かにこいつ、この学院で何も学んでない……」

「言われてみたら、何がしたいんだ……？」

「すごいのは確かだけど、わけのわからんやつだ……」

　……別に隠かくすようなことではない。アルはすっくと立ち上がった。

「俺の目的は勇者を見つけ出し、保護することだ」

　教室内が静まりかえった。誰だれもが理解に苦しんだためだ。

　勇者とは神によって人類最強と定められた存在だ。それを──。

「勇者を保護、だって……？」

「そう。勇者を二度と戦わせはしない。彼女を苦しみの運命から救い出す」

「そんなことをしたら、どうやって魔王を倒たおすって言うんだ！」

　アルは一呼吸を置いてから、答えた。

　しかしこの返答は、みんなに容易たやすく受け入れてもらえるものではないだろうな。




「勇魔大戦は俺が一人で終わらせる。もう二度と、勇者を犠ぎ牲せいにさせたりはしない」




　生徒たちの表情に驚きと戸と惑まどい、そして反感が浮うかび上がった。

　反感──それも当然だ。彼らは勇者、あるいは英えい雄ゆうとなって勇魔大戦で活かつ躍やくするために、厳しい鍛たん錬れんを積んでいるのだから。

　それは彼ら自身の野心であり……祖国の名めい誉よを背負ってのことでもある。

　勇ゆう魔ま大戦で多大な貢こう献けんを果たした国は、戦後の世界で支配的な地位を獲かく得とくする。

　──現在のアメリア魔術王国のように。

　どの国も勇魔大戦は人類の危機であると同時に、自国を発展させるチャンスでもあるととらえているのだ。

　アルが一人で勇魔大戦を終わらせるのは、その機会を奪うばわれることに等しい。

　むしろ彼らは平和よりも戦いを望んでいると言っても過言ではない。

「勇魔大戦などという茶番を否定し、勇者ルシアーナの魂たましいを救い出し、争いの黒幕である神々を殺し尽つくす。それが俺の目的だ」

「は……？　神々を殺す……？」

「人類に、勇者の力を与あたえてくれている、神々を……？」




「そして俺の正体は……アルベルト・ルグラン。前回の勇魔大戦で神々に恨うらみを抱いだいて転生した、本物の大賢けん者じやアルベルトだ」




　──もはや誰も正気の沙さ汰たとは思わなかったことだろう。

　生徒たちは頭のおかしな者に対するような視線をアルに向けた。

「アルが……アルベルト……？」

　アルのすぐそばで呆ぼう然ぜんとした声を漏もらしたのは、

　自身の父親もアルベルトと名乗っているアリアだった。

「何言ってるんだあいつ、バカバカしい……」

「賢者アルベルトっていうのは、我らが魔術王のことじゃないか」

「でもあいつがただ者じゃないのは確かだぜ……？」

「あいつ、人間じゃなくて……これは魔族の罠なんじゃないか？」

　ほう、そういう納なつ得とくの仕方をするのか。

「少なくとも様子を見た方が良さそうだぞ……」

　アルの周りに集まりかけた生徒たちが、波が引くように離はなれていく。




「あはは！　やっぱりそれは信じられないよねえ」

　ミーアが笑いながら言う。もともとミーアには自身の秘密を打ち明けている。

　しかしミーアですら信じてはくれない話だったのだ。

「でもでもアルくんなら勇魔大戦を一人で終わらせちゃえるって、そこは信じてるよ！」

「そこを信じてくれるなら『そんなに強いなら転生したアルベルトに違ちがいない』って思ってくれてもいいだろうに」

「だってさ～……」

　ミーアはアルの手をつかんで、自分のおっぱいに押し当てた。

「い、いきなり何するんだよっ!!」

　アルは慌あわてて手を振ふり払はらう。その頬ほおがみるみるうちに赤くなっていく。

　ミーアはけたけたと笑った。

「だって、本物の賢者様だったらこんなかわいい反応するわけないもん！」

「くっ……それは脳みそが十二歳だから……！　体は思春期だから仕方ないんだ！」

　しかしミーアはそれこそ生まれた頃ころからの付き合いだから、尚なお更さら信じられないのかもしれない。

　ちっとも賢者らしさの欠片かけらも目覚めてなかった頃から、一緒に育ってきたのだ。

「まあ、私にとってはアルくんはかわいいアルくんだよ！　それが一番大事だもんっ！」

「子供あつかいするなよーっ！」

　ぎゅーっと抱だきついてくるミーアを、アルは振りほどこうとする。

　エステラも力強く頷うなずいた。

「うむ！　かわいい男の子だったら賢者だろうと勇者だろうと何でもいいな！」

「おまえはそうだろうな」

「……やはりにわかには信じがたいですね」

　カティは躊躇ためらいがちにそう言った。

「でも被ひ害がいを出さずに勇魔大戦を終わらせられるなら……それが一番だと思います」

「そう理解してくれると、ありがたい」

　自国とエルフの名誉回復を悲願としているカティにとって、勇魔大戦をアルが一人で終わらせるというのは手放しに歓かん迎げいできる話ではあるまい。

　それでもカティは人類全体の未来を案じて、それを優先してくれた。

「……アルがアルベルトなはずがありません」

　アリアが静かに呟いた。その声は、震えていた。

「……アルベルト・ルグランは、私のお父様なのですから」

　芽生えつつあるアルへの好意と父への思し慕ぼの間で、アリアは板いた挟ばさみになっている。

　彼女の前で言うべきことではなかったかもしれない。

　しかし──アルの正体がアルベルトであるかぎり、漆しつ黒こくのアルベルトとの対立は遠からず避さけることができないだろう。

「アリアは俺のことをただ友達と思ってくれたらいいよ」

　アルはアリアの頭をそっと撫なでた。

「俺はきみの幸せにならないようなことは、絶対にしないから」

　そのときアルはアリアという少女を絶対に不幸にはしないと、己おのれに課した。

　果たせぬはずがない。自分は世界の理ことわりを知り尽くした大賢者なのだから。




　　　　†




　放課後の学院長室は、高貴な客人を迎むかえていた。

　ルーグ殿でん下かである。

　入学試験の模も擬ぎ戦でアルに翻ほん弄ろうされた、かの少年であった。

「あんなやつを野放しにしていいものか！」

　口こう角かく泡あわを飛ばす勢いで、ルーグは怒ど鳴なった。

「レストンのやつ……、得体の知れないガキが学会で承しよう認にんも受けていない理論を教え広めることを黙もく認にんするなんて、どうかしている！」

　怒鳴った先には、学院長である漆黒のアルベルトが座っている。

　報告のために呼び出されたアリアも、その隣となりに控ひかえていた。

「レストン一人が決めたことではない……」

　漆黒のアルベルトは悠ゆう然ぜんとした口ぶりで言った。

「私が認めたことだ……」

「ならばどう責任をとるつもりだ、師よ！　あのガキの理論を信じる生徒が増えれば、我々アメリア王家の権けん威いが失しつ墜ついするんだぞ！」

「知ったことか」

「なっ!?」

「考え違いをなさるな殿下……。私は王家に忠誠など誓ちかっていない……。頼たのまれれば殿下に魔術の手ほどきもするが、殿下の命令など聞かぬ。私の行いは、私の勝手だ……」

「き、貴様……王家に逆らうというのか!?」

「私にとって重要なのは人類の勝利と、心血を注いだこのエーテルメギアのみ……」

　……やはりお父様は素す晴ばらしい人だ。

　アリアは王家におもねらない父の姿に、改めてその思慕を強める。

　ルーグは何も言い返すことができずに俯うつむいた。

　アメリア魔術王国に莫ばく大だいな貢献をした、不老不死の大英雄……。

　この男を従わせることができる者が、いるはずもない。

　たとえこの場に立っているのがルーグではなく、国王その人であったとしても。

「とはいえ殿下にお願いされるのであれば、あだや疎おろそかにはいたしますまい……」

　漆黒のアルベルトは表情こそ仮面で窺うかがえないが、どこか楽しげな口ぶりで言った。

「それで殿下はどうなさりたい……？　この私に何をご所しよ望もうか……？」

「……【英雄武具】を貸しだせ、師よ」

「ほほう、それは浅はかな……いや、妙みよう案あんですな……」

　英雄武具──かつての勇魔大戦において英雄たちが使っていたとされる伝説の武具だ。

　今でこそ魔術王アルベルトが魔導錬れん金きんの技術を理論化させたが、かつては一部の英雄だけが特とく殊しゆな魔力を宿した魔ま剣けんや魔ま槍そうを使いこなしていたという。

　天才たちが魔術的な感覚で生み出した、理論を超ちよう越えつした奇き跡せきの武具。

　それらは厳重にエーテルメギアの宝物庫に保管され、その実体はアリアも知らない。

　アルが作ったオリハルコンも素晴らしかったが、果たして英雄武具と比べると──？

　ルーグはにやりと薄うす暗ぐらい笑えみを浮かべた。

「師にはもはやこれ以上は頼たよらん！　英雄武具を装備した俺たちのパーティーで……得体の知れぬペテン師のガキをこの学院から排はい除じよしてやる！」

　ルーグは王家の特例として、最上級生の三年生たちとパーティーを組んでいる。

　彼らが英雄武具で武装したならば、間違いなくエーテルメギアで最強の部隊となるだろう。そうなるともはやルーグは完全におまけだが……。

「いいでしょう……。理由付けは……アルフレッドという少年の用いる戦せん闘とう理論の再確認、テストのための模擬戦……といったところでよろしいかな」

「口実などどうでもいい。やつを亡なき者にできれば……俺は……くくく！　はははっ！」

　ルーグは突とつ如じよ笑い出した。それはおかしな笑いだった。

「俺は天才だ！　勇者なんだ！　はっははははっ!!」

　──そのとき知りたくもなかったのに、アリアは彼のこれまでの人生を理解した。

　ギフトを生まれ持ち、人並み外れた速さで炎ほのお魔術を修得していった彼のことを、王と王おう妃ひは毎日のように『おまえは天才だ』『おまえこそ勇者だ』と称しよう賛さんし、溺でき愛あいしてきた。

　ルーグは自分は天才、我こそが勇者と刷りこまれ、それを励はげみとして人一倍の努力を積み重ねていった。

　彼の炎魔術に敵かなう者は同世代にはいなかった。誰だれもが彼にひれ伏ふした。

　彼の炎魔術の歪いびつさ、ギフトのデメリット面を指し摘てきできる勇気の持ち主もいなかった。そんなことを口にすれば、彼を溺愛する王と王妃から反逆罪に問われかねない。

　彼のプライドは年月を追うごとに肥大化していき……アルフレッドという少年に出会ったことで、それは最悪の形で崩ほう壊かいした。

　しかし彼は今さら自分が天才・勇者ではないことを受け入れるなどできない。

　それは彼のこれまでの人生・人格のすべてを否定することを意味する。

　ゆえにどんな手段を用いても、アルを殺さなければならないと彼は考えている。

　排除──そう、彼は模擬戦で事故を装よそおってアルを殺すつもりでいる。

　アリアの胸に冷ややかな嫌けん悪おと恐きよう怖ふが広がった。

　アルは強い。しかし、どんな手段を用いてでも、となると……。

「では後ほど宝物庫の鍵かぎを貸し与あたえましょう。……殿下？」

「俺は天才なんだ……俺が勇者なんだ……やつさえ、やつさえいなければ……」

　ルーグは唐とう突とつに話を切り上げ、ふらふらと覚おぼ束つかない足取りで学院長室を後にした。




「哀あわれなものだ……。しかしあの少年の正体を探さぐるにはちょうどいい……」

「お父様……」

　アルの正体についての話を、アリアは報告せぬままでいた。

　父がアルを──もうひとりのアルベルトを『敵』として認識してしまうのが怖こわかった。

　アリアはアルを失いたくないという気持ちで一いつ杯ぱいになっていた。

「お父様……心配をなさらずとも、アルはお父様の志に反する者ではありません。勇魔大戦において人類の勝利を望む者です……」

「それはそうであったとしても……正体と実力は把は握あくしておく必要がある……」

　アリアはそれ以上の言葉を飲みこんだ。

　彼女は父親に意見をできるようには教育されていない。

「アリア、我が愛いとしき永遠のアリアよ……。あの少年の底を明かすのに、ルーグ殿下と三年生と英えい雄ゆう武具では、まだまだ力不足だ」

「そ、そんなことは……十分なはずです」

「いいや、まだ足りない。だから……ルーグ殿下におまえのギフトで力を与えてやれ……。地下に秘している【合成魔獣キメラ】を使っても構わぬ……」

　アリアは顔から血の気を引かせ、真っ白い顔をいっそう蒼そう白はくにした。
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　放課後すぐにアリアは呼び出しを受けて、いなくなってしまった。

　アルは仕方なくミーアを暇ひまつぶしに付き合わせ、学院内のカフェにやってきていた。

　アルはフルーツジュースを、ミーアはコーヒーの上に生クリームが山ほど盛られた得体の知れない飲み物を注文し、テーブルにつく。

「……アリアさんがちょくちょくいなくなるのって、何なんだろうね？」

　口元にべったりとクリームをつけて、ミーアが言った。

「学院長……魔術王アルベルトのところに報告に行っているんじゃないかな」

　報告の内容は、アルについてのことに違ちがいない。

「もしもアルくんの正体が本当に賢けん者じやアルベルトなら、あの学院長はニセモノなの？」

「もちろんそうなる」

「悪い人なのかな……？」

「それはわからない。エーテルメギア勇者学院を創設したのは、勇魔大戦に勝つための手段としては合理的だからね」

　しかしこの世界の発展を歪ゆがませてしまっている存在であることも事実だ。

　それは単なる器うつわの小さな権力欲なのか、それとも……。

「アリアさんは悪い子じゃないよね……？」

　ミーアはマグカップに口をつけて、眉まゆを不安げに揺ゆらしながら言う。

「アリアは無む垢くな子だよ。悪い子では絶対にない」

　読心魔術など使わずとも、それは断言できる。

　問題は……彼女と彼女の父親が、どういう関係かだ。普ふ通つうの親子とは思えない。

　そこに積極的に立ち入るべきかどうか、考えあぐねていた。

　彼女自身は父を慕したっているように見えるからだ。

「へへへ、なんか子供っぽい子だよね。私には全然なびいてくれないけどかわいいっ」

　ミーアがニマニマ笑って言う。

　まったくお気楽なものだとアルはフルーツジュースに口をつけた。

「あのさ。昨晩、アリアさんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろはいったり同じベッドで寝ねたりした？」

　ごぶっと、危あやうくジュースが気管に入りそうになった。

　ミーアは猫ねこのような目でアルをじっと見つめている。

「風呂に入ってたら、アリアが背中を流すって言って入ってきたんだ。それにベッドも一つしかなかった」

　アルはぶっきらぼうな口調で言った。

「どうしてそんなこと気にするんだよ」

「だってアルくんとアリアさんがそういうことしてるかもって想像したらもやもやしてきたんだもん～。もしかしたらアルくんも、私が思ってるほど子供じゃないかもって……」

「俺は子供じゃないっていつも言ってるじゃないか。それを無視するくせに」

「でもでも私はこう見えてちゃんとケジメをつけてるもんっ！」

「何だよ、ケジメって」

「私はこう見えて、わりと我が慢まんしてるもん。ちゃんと待とうって……」

「いつも好き放題に生きてるようにしか見えないけど……」

「…………」

　ミーアはほのかに赤い顔をして、黙だまりこくってしまった。

　うーむ……。アルもしばし、黙ってしまう。

「ミア姉って、俺にも心の内をさらけ出せないようなことってある？」

「あるっ！　そんなの恥はずかちいッ!!」

　ぐーっとミーアはマグカップの中身を一気飲みした。

　ミーアとは、もうずっと昔から大の仲良しだが……。

　それでも、心のすべてをさらけ出すなど簡単ではないのだ。




　そうこうしているうちに、アリアがホカホカと湯気をたてるココアのカップを手にのそのそと歩いてくるのが目に入った。

　遠くから見ていると、スピード感に欠ける生き物だ。

　多種多様な人種が集まる学院だが、白しろ銀がねの髪かみと白磁のような肌はだはよく目立つ。

「アル……お待たせしました……」

　おや？　いつもより声のトーンが低い気がする。

「おっとそれじゃあ私はお役御ご免めんでございますかな！」

　すでに飲み物を空にしていたミーアは、おどけるようにそう言って立ち上がり、

　腰こしを屈かがめて、突然アルの頬ほおにちゅっと唇くちびるをくっつけた。

　アルは「はえっ!?」と、変な声をあげた。

「それじゃーねっ！　ばっはは～い！」

　ミーアは逃にげるようなスピードで駆かけ去っていく。

「アル、今のは……？」

　アリアが無垢な声こわ色いろで問いかけてくる。

「お、俺にもよくわからない……」




　アリアはテーブルの向かい側ではなく、隣となりの椅い子すに腰を下ろした。

　そこからさらにジリジリと椅子をそばに寄せてくる。

　最終的に肘ひじがくっつくような距きよ離りで、ココアをちまちまと飲み始めた。

　無口に懐なついている感じが、小動物を思わせる。

「先ほどの行こう為いには……どのような意味合いが籠こもっていたのでしょう……？」

　再びそのことに触ふれてきた。

「…………親愛の情、かな？」

　アルがそう答えると、アリアはココアから顔を上げて、じっと見つめてくる。

　アルの顔というより、頬を見ている。

「今日の晩ご飯は何にしようか」と、アルは話題を転てん換かんした。

「オムライス……！」瞳ひとみを輝かがやかせて即そく答とうした。

「流石さすがに連日は……一緒に買い物をしながら考えようか？」




　買い物籠かごに食材をいっぱいに入れて、アリアの部屋に帰宅した。

「アル……食事の支し度たくの前に、一戦だけゲームをしましょう……」

「何でまた急に、こんなタイミングで？」

「……無む性しようにやりたい気分だからです」

　アリアが希望したのは、イズルビ皇こう国こくの伝統のゲーム【将しよう棋ぎ】だった。

　運の介かい在ざいする余地がまったくないゲームだったため、瞬またたく間に詰つませてしまった。

　何がしたかったのかとアルがいぶかしんでいると、アリアが口を開いた。

「アルは……そう簡単には、誰かに負けませんよね……？」

「ん？　ああ、そう思うよ」

　正直に言えば、神以外の相手に負ける理り屈くつがほぼ存在しない。

「……安心しました。次はもうちょっと私に勝つチャンスがあるやつをやりましょう」

　アリアはほっとため息をついて、将棋の後片付けをはじめた。

　……やはり学院長から呼び出されて、何か妙みような話でもされたのかもしれない。
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「アルのことをお世話しないといけませんから……」

　この日もそれを口実にして、アリアはアルの体に石せつ鹸けんを塗ぬりたくっていく。

　もちろんそれはただの口実で、本当は寂さびしいだけだともうわかっている。

　そして二人で浴よく槽そうに浸つかる。

　狭せまい浴槽の中でぎゅっと抱だき締しめられ、のぼせてしまいそうな百を数える。

　後ろから抱き締めているアリアが、アルの横顔をじっと見つめているのに気がついた。

　横顔というより──頬を見ていた。

　アリアは唇をそっとアルの頬に触れさせた。

「親愛の情です。……ミーアさんがそうしてたから」

　静かな声でそう言って、再び唇を頬に触れさせてくる。

　ミーアのようにちゅっとするのではなく、唇をすりすりと擦こすりつけてくるのは、たぶんキスというものがどういうものか知らないのだろう。

「ん……、ん……っ」

　百を数える間、ひたすらそれを繰くり返してくる。

　……こ、これは……こちらを異性と意識していないから、平気でこういうことをしてくるのだろうか……？

　それとも久しぶりにできた友達に、子供のように甘えているだけなのか……？

　のぼせそうになる頭を魔術で無理やり冷ましつつ、むちゅむちゅとした少女の唇にアルは混乱した。




　目のやり場に困るようなネグリジェ姿のアリアと、今度は運要素の大きいゲームをしばらくした。

「……神童といってもまだまだですね、ふふふ」

　アリアが勝ちを重ねて、嬉うれしそうに笑う。

　運要素のあるゲームをすると、何な故ぜか運はことごとくアリアに味方するのだった。

　ネグリジェ姿でしゃがみこんでゲームに興じる彼女の、むちむちとした下半身に心を乱されたことも、敗因として挙げられるだろう。




　湯冷めしないうちに二人とも寝ることにした。

　二人で布ふ団とんに潜もぐりこむと、彼女はぎゅっとアルの頭を胸に抱だいてくる。

　温ぬくもりの中でアルは気がつく。

　つい自分が子供あつかいされているから、異性として意識されていない……などと考えてしまうが、その思考は自分の内から出たもので、意味はない。

　実際のアリアは……自分を子供あつかいなど、一度もしていない。

　ときに口実として利用することはあったが……彼女自身は常に対等の目線だった。

　彼女は単純に異性に対してどう意識するべきなのかを知らないだけだ。

　純じゆん粋すい無む垢く──子供の頃ころの愛情表現の仕方しか、学んでいない少女。




　だからきっと──彼女と自分はすでに純粋な気持ちで惹ひかれ合っている。




　自分と彼女の障害となっているものは、いったい何だろう。

　彼女を縛しばり付けているものの正体とは、いったい何だろう。

　──時間、か。

　アルは不意に『永遠のアリア』の正体に気がついた。

　それに気がつくと、アルはアリアを抱き返していた。

「アル……？」

　まだ眠ねむっていないアリアが、小さく呟つぶやく。

　彼女を幸せにしようとアルは改めて心に決めた。

　彼女を縛っているあらゆる因果の糸を紐ひも解といて。

　彼女の心の内面に踏ふみこみさえすれば、自分にはそれができる能力がある。




　──そのために、彼女が父として慕したう『もうひとりのアルベルト』を倒たおさねばならないことになったとしても。








六章　永遠のアリア






　煌きらめくような旋せん律りつが耳に流れこんできた。

　ピアノの音だ。

　朝食の支し度たくをしていたアルが振ふり返ると、アリアが部屋の一番奥にあるピアノを演奏していた。その巧たくみさに、驚おどろいた。

　演奏が終わるのを待ってから、アルは朝食をテーブルに運んだ。

「すごいね。かなり練習してるの？」

　鍵けん盤ばんに蓋ふたを被かぶせて椅子から立ち上がると、アリアはふるふると首を振った。

「練習をした記き憶おくは……ひとつも持ち合わせていません」

　──やはりそうかとアルは思った。
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「模も擬ぎ戦？　三年生が主体のパーティーと？」

　アルたちは職員室に呼び出されて、出し抜ぬけにウィルグレムに命じられた。

「ああ。教職員の中から改めておまえの魔ま術じゆつ理論だとかの有効性を検証したいという声があがっていてな。……この私がすでに散々やりこめられたってのに、私より下のザコどもが生意気に何を疑っているのかっていう話だが」

　ウィルグレムは吐はき捨てるように言う。

　とはいえアルがウィルグレムをやりこめたとしても、それではアル個人が飛び抜けて強いだけではないかという疑問も生じ得うる。それは事実でもある。

　だからパーティーでの模擬戦という形で、アルの教えを受けた仲間たちの戦いぶりを見てみようということかもしれない。

　それにしては話が急だが……。

「あと、一応伝えておくと……三年生主体のパーティーといってもリーダーはルーグ殿でん下かだ。ルーグ殿下は特例で三年生とパーティーを組んでいる」

　ウィルグレムは蔑さげすむような目つきで、声を潜ひそめた。

「……入学試験で殿下のこともやりこめたらしいじゃないか。そのときの怒いかりが冷めやらず、三年生の力を借りておまえに意い趣しゆ返がえししてやろうという魂こん胆たんじゃないか？」

「ああ……そういう……」

　完全に納なつ得とくできてしまい、アルはため息をついてしまった。

「やれやれ……どうにか道を改めさせてやらないとな」

　ルーグ・ハルム・アメリア──バカな男だが、放ってもおけない。

　ウィルグレムは意外そうに目を見開いた。

「性しよう根ねのねじ曲がったやつと関わり合ってもストレスが溜たまるだけだと思うがな。叩たたきのめしてスッキリするだけでいいと思うぞ。私ならそうする」

「教師がなんてこと言うんですか」

「ふん、人の本質なんてそう簡単に変わらん。いかにして誤ご魔ま化かして上手うまく付き合っていけるかがすべてだ……」

　ウィルグレムは渋しぶい声こわ色いろで言う。

「先生はありのままの姿でいた方がいいと思いますけど……。うちのクラスに調子に乗って先生をバカにするような生徒はいなそうですし」

「うるさい。おまえが言うな。鏡を見てから言え」

「解呪デイスマジツク」

　アルがそう言うと、カッと光とともに、ウィルグレムは本来の姿に戻もどってしまった。

　並の生徒ならウィルグレムの変へん化げを解くなどできるはずがないが、アルには容易たやすい。

「あーっ！　何すんだおまえーっ!!」

　ウィルグレムは涙なみだ目めになって両手をパタパタさせる。

「先生かわいーっ！」

「先生かわいいですっ！」

「少年もいいけどたまには幼女もいいなっ！」

　たちまちミーアとカティとエステラに囲まれて、容よう赦しやなくかわいがられてしまう。

「やめろバカーっ！　おまえらしねーっ!!」と、ウィルグレムはわめいた。




「アル……」

　職員室を出ると、それまで無言だったアリアが話しかけてきた。

「……わざわざ道を改めさせるのですか？　ルーグを……」

「そうしたいけどね」

「……意味のあることと思えません。無む駄だです。勝つことに集中した方が……」

「俺は才能のない凡ぼん人じんだったから──」

「えっ？」

　神童と呼ばれる少年の言葉にアリアは戸と惑まどいを見せるが、アルは気にせず続けた。

「──だから他人の可能性を否定するのが、嫌きらいなんだ」

　アリアは真っ白な顔で、しばらく黙だまりこんだ。

「……私は他人に可能性を求めたことがないので、よくわかりません……」

　いずれ彼女が万物アンリミテ融合ツド・ワンの力を使いこなせる日が来たら、彼女にとっても他人というものが意味あるものに変わるだろう。

　そうしたら世界が色いろ鮮あざやかなものに変わるだろう。

　──しかし一年生から三年生を永遠に繰くり返す彼女には、その日は訪おとずれない。




　　　　†




　放課後、アルたちのパーティーは闘とう技ぎ場に集まった。

　客席にはエーテルメギアの教職員たちが集まっている。

　しかし漆しつ黒こくのアルベルトの姿はそこにはなかった。

　どこか別の場所から、見ているのだろう。それぐらいの魔術は使えるはずだ。

　軽いミーティングのために、アルたちは闘技場の一角に集まった。

「エステラはだいぶ精度の高い武具が作れるようになったね」

　制服の上に鎧よろいを着こみ、盾たてを装備したエステラに声をかける。

　その材質はすべてオリハルコンに置き換かえられている。

「うむ、これもアルくんの指導の賜たま物ものだ」

　エステラはどうやら魔導錬れん金きんの才能があるようだ。

　自身の防具のみならず、カティ用の武具も作ってあげたようだ。

　そのカティは──、

「カティも新しい術式には慣れた？」

「はい、違い和わ感かんはもうほとんどありません」

　徹てつ夜やで特訓でもしていなければあり得ないほどの適応の早さを見せていた。

　事実、彼女の目の下にはうっすらクマがある。

「そういえば二人が戦っているところをまだ見たことがないね」

「私は母国では【強襲型アサルトお姫ひめさま】と呼ばれてました」

　えっへんとカティが胸を張る。

「何それ……いや、見た目通りってことか」

　カティは二本の短槍シヨートスピアを両手に持っていた。

　あまり見たことのない形の槍やりだ。石いし突づき──穂ほ先さきと逆側に魔石がはめられており、杖つえとしても使えるようになっているらしい。

　物理的に攻せめ立てながら同時に魔術も使う、そういう戦い方を想定した武器だろう。

　身につけているのは、両手の武器だけだ。

　防具はひらひらとした制服の他ほかに何も身につけていない。

　攻こう撃げき力と身軽さを追求したスタイルであることが、見た目だけでもうかがい知れる。

　体つきは華きや奢しやだが──あえて余分な筋肉をつけていないのだろう。

「私を守るのはエステラの役目ですから、私は自分の身を一いつ切さい守りません。攻撃あるのみですっ！」

「とんだわんぱくお姫さまがいたもんだね……」

「そしてもちろん私は防ぼう御ぎよ力に特化した聖騎き士しだ！　主あるじであるカティを守護まもるのが我が役目、そしてかよわい少年を守るのが我が趣しゆ味みだ！」

　重厚な鎧に身を包んだエステラがえっへんと胸を張った。

「とんだ性騎士がいたもんだね。俺はかよわくないから近寄らないでね……」

「ふふふ……そうつれないことを言うな♡　危ないから私から離はなれちゃダメだぞ♡」

　攻撃特化のカティと防御特化のエステラ。

　二人のレベルは70台だったが……明確な役割分担は実力以上の強さを生む。

　ただ、この二人はギフト持ちだが、まだギフトの力を発現させていない。

　一方で……アルは闘技場の逆側で同じように集まって話し合っている敵に視線を向けた。

　ルーグはともかく、三年生は全員レベル１５０前後。

　育ち盛ざかりの二年間をエーテルメギアでみっちり鍛たん錬れんに費ついやしたその能力値ステータスは、入学したての新入生とは比べるべくもない。レベルばっかりは年の功がものを言う。

　ギフトを扱あつかえるものも一人いるようだ。

　──この模擬戦はアルが手出しすることなく勝つ方が望ましいだろう。

　証明すべきなのはアルの実力ではなく、アルのやり方なのだから。

　アルが教えた術式、オリハルコン製の武具、ミーアに仕込んだ弓の技わざ……。

　カティやエステラを自分の教え子と呼ぶには、出会ってから日が浅すぎるけれど……。

　さて、どうなるものか見てみようか。

　気になるのは……ルーグの様子がおかしいことだ。

　アルはルーグの魂たましいを鑑かん定ていして、すぐに理解した。

　──自分が出張る必要が出てくるのは、集団戦での決着がついてからになるだろう。




「実際、どんなものだと思う？　『人知れぬ桃とう源げん郷きよう』の『神童』の戦闘理論ってのは」

　エーテルメギアの三年生、ジェレミー・ギャレットは兄妹きようだいたちに意見を求めた。

「大したことないに決まってるわ」

　ミーガン・ギャレットが歯を剥むいて答えた。

「こちとらすでに二年間みっちり鍛錬を積んできたのに、急に『もっと良い理論がある』なんてぬかすやつがド田舎いなかから出てくるなんて、ムカつくもの」

「安易に決めつけるべきではない。それは願望に過ぎない」

　カルバハル・ギャレットが重々しく意見を述べた。

「しかしそんな優すぐれた理論が突とつ然ぜん出てくるものとも思えぬ。何か致ち命めい的てきな欠けつ陥かんか弱点を抱かかえている……と見なすのが現実的であろう。じっくり様子を見ながら戦うべきだ」

「バカいえ、相手は新入生のガキだぜ」

　アーノルド・ギャレットは鼻で笑った。

「地じ力りきでこっちが勝ってるんだ。警けい戒かいすべきは奇き策さくに足をすくわれることだろ。相手に何もさせねえのが一番ってことさ。妙みようなことさせる前に、速そつ攻こうで叩き潰つぶしちまえばいい」

「意見が割れてしまったな。俺たちの欠点ってのはやっぱりチームワークの無さだ」

『四つ子のギャレット』──血の繋つながった兄妹のいずれもが強きよう者しやとしてエーテルメギアにその名を轟とどろかせる四人組である。

　特に長男のジェレミーは、エーテルメギアの三年生の中でも最強と名高い。

「なあおい、兄貴。永遠のアリアは本気を出してこないんだよな？　【万物アンリミテ融合ツド・ワン】を相手取るなんて冗じよう談だんじゃねえぞ。最悪……人間じゃねえものにされちまう」

　四男のアーノルドが不安げに囁ささやいた。

「彼女は向こうのパーティーに在ざい籍せきしてはいるが、学院長の命令を知っている。向こうに肩かた入いれせずほどほどにバランスをとるはずだ」

　長男のジェレミーは冷静になだめるが、彼の言こと葉ば尻じりもかすかに動どう揺ようしている。

　レベルや能力値という次元を超こえた恐きよう怖ふ感が、『エーテルメギアの魔ま女じよ』にはあった。

「噂うわさ話でしょ？　人間まで錬金しちゃうギフトなんて……」

「……だってまさか本当に卒業したはずの永遠のアリアが新入生として入学してくるとは思ってなかったからな。こうなると彼女にまつわる噂は全部本当なんだろうと思えてくるぜ」

「……彼女を気にする必要はない。あくまでこれは俺たちがあの神童の実力を確かめるというミッションに過ぎぬ。淡たん々たんと、命令をこなすだけだ」

　カルバハルが重々しく言う。

　ジェレミーが、顔を横に向けた。

「それでは我らがリーダー。様子見と速攻、どっちにいたしましょうや？　……殿でん下か？」

　話に加わっていなかったルーグは、虚うつろな目つきであらぬ方を見ていた。

「あう……、ああ……」と、なにやら不気味なうめき声を漏もらしている。

「殿下？　殿下ってば」

　ジェレミーに肩を揺ゆさぶられると、ルーグははっと我に返り、目を血走らせた。

「こ、殺すぞ！　あのクソガキを殺す！　せ、戦術なぞなななんでもなんでも構わん！　お、おまえらはあのガキを追い詰つめろ!!　そうしたら俺があいつを殺すっ!!」

　唇くちびるの端はしから泡あわをこぼしながら叫さけぶ。

　ミーガンが冷ややかな目を向けた。

「なんか殿下、もともとちょいちょいおかしかったけど……昨日から余計におかしくない？　前はもっと自己演出が上手うまいというか、ちゃんと本音を建前で隠かくせてたのに」

「下手へたなことを言うなよ、相手は王子だぜ」

　アーノルドが肩を竦すくめる。

　殿下の『世話係』を任命された四兄妹は、やれやれとため息をつきあった。

「よし、アーノルド案を採用だ。速攻で叩たたき潰すぞ。俺たちには英えい雄ゆう武具もついている」

　ジェレミーの手には【絶ぜつ槍そうレムゼパイア】が鈍にぶく輝かがやいている。

　かつての勇魔大戦において竜りゆう殺しの英雄レーゼドラマが愛用したとされる一ひと振ふりだった。

　ミーガンの手には輝きの魔女ミオが生み出した【光の杖トゥクルミトゥム】が。

　カルバハルの手には鉄てつ壁ぺきの騎士パットンの身を守り続けた【重盾ヘビーシールドセンチュリオン】が。

　アーノルドの手には伝説の義ぎ賊ぞくゴエモンヌが愛用したという【猟りよう剣けんウンタマギルー】が。

　宝物庫に封ふう印いんされていた武具の数々を手にし、ギャレット兄妹は打ち震ふるえた。

「……本当に使っちゃっていいのか？　これ？」

　嬉うれしいというより、畏おそれ多いという気持ちの方が大きい。

　それほどまでにルーグ殿下はあの少年を殺したいと思い、学院長もあの少年の実力を確かめたいと思っているということだ。

　得体の知れない神童、永遠のアリア、英雄武具……。

　ジェレミーはボリボリと頭を掻かいて、ぼそっと呟つぶやいた。

「……なんだか関わっちゃいけないものに関わっちまってるような嫌いやな予感がする。とっとと終わらせて帰って寝ねようぜ」




　　　　†




「バカなっ!?」カルバハルが叫んだ。

　あり得ない事態に直面してのことだった。

　彼の肩に一本の矢が深々と刺ささっていた。

　重盾ヘビーシールドセンチュリオンに、穴が開いていた。

　ミーア・グリンウッドという新入生が放った一筋の矢がもたらした結果だった。

　けっして深手ではない。カルバハルが傷口から矢を引き抜ぬくと、すぐさまミーガンが治ち癒ゆ魔術でその傷口を塞ふさいだ。だが動揺は、計り知れなかった。

　──戦いが始まると、弓使いミーアはすぐさま矢の束をまとめて弓につがえ、上空へと放った。それは矢の雨となって戦場にばら撒まかれる。目にも留まらぬ手て際ぎわだった。

　そのうちの一本が狙ねらったように後衛のミーガンを襲おそった。

　カルバハルは盾たてを構えて、ミーガンを庇かばったのだ。

　盾で守ったはずだ。ミーガンも、我が身も。

　伝説の盾で。

　しかし魔力を帯びた一いつ矢しは戦せん慄りつすべき貫かん通つう力で重盾ヘビーシールドセンチュリオンを貫つらぬき通し、カルバハルの肩を穿うがっていた。……何だこの矢は。いったい何でできている？

　びゅんびゅん……。

　風斬きり音。肩の矢を引き抜いている間に、戦場にさらに矢の雨がばら撒かれる。

　カルバハルは瞬時に見抜いて、戦慄した。

　先ほどの矢はまぐれ当たりではない。……降り注ぐ矢の多くは目め眩くらましだが、その中のいく本かは確実にカルバハルやミーガンを狙っている。虚きよ実じつ取り混ぜた恐おそろしい技量だ。

「ミーガン！　この矢は防げん!!　回かい避ひするしかない！」




「よっしゃ、いくぜガキども！」

　戦いが始まるなり、アーノルドは疾しつ駆くした。彼の得意とする接近戦を挑いどむために。

　しかしその機先を制するように、ミーアという弓使いが矢の雨を降らせた。

　そのうちの一本が、アーノルドに向かって飛来する。

　……ろくすっぽ狙いも定めずばら撒いてるだけのくせに、運が悪い。

　アーノルドは身を翻ひるがえして矢をかわすが、かわした先に──、

「中位ミドル・爆裂魔術エクスプロージヨン！」

　短い詠えい唱しよう。行く手に爆ばく発はつが起こる。「ちっ！」とっさに横転して直撃を避さけるが──、

「行きます、先せん輩ぱい！」

　体勢を崩くずしたところをカティ・フィオーレが強きよう襲しゆうしてきた。

　リーチよりも扱いやすさを優先した短槍シヨートスピアを両手に持ち、思い切りよく交こう互ごに振るう。

「格上相手に接近戦を挑むたぁ、耳長のくせにいい度胸じゃねえか！」

「エルフにだって、いろいろいます！」
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「それは……そうだな！　悪かったな耳長！」

　アーノルドは冷静にカティの左右の連れん撃げきを回避し、反撃に踏ふみこもうとする。

　しかしその瞬しゆん間かん──びゅんびゅん……と風斬り音が聞こえた。

　矢の雨が再びばら撒かれた。大半が目眩ましだが……そのうちの一本が、今まさに反撃に出ようとしたアーノルドを狙って飛んでくる。

「うおっと!?」

　アーノルドは反撃に出られず、ごろごろと横転して矢をかわす。

　やけに嫌なタイミングで的確にくる……まさか狙って射ているのか？

　だとしたら、達人だ。たとえレベルや能力値ステータスがこちらより低かったとしても……。

「中位ミドル・爆裂魔術エクスプロージヨン！」

　カティが術式を輝かせて魔術を発動させる。

「どわっ！」

　爆風に吹ふき飛ばされる。崩された体勢を、立て直すことができない。

　たかが中位格ミドルクラスとはいえ、槍をぶん回しながらこれだけ速く詠唱するとは……！

「捕つかまえましたっ！」

　カティが嬉しそうに叫んで、槍を振るいまくる。

「調子に乗るなガキっ！　こんなん食くらったってな……能力値ステータスが違ちげえんだよ！」

　アーノルドは魔力を集中させて、肩で槍の一撃を受けた。槍の穂ほ先さきがずぶりと骨まで貫く。……いてえ！　こんな貫くか、普ふ通つう!?　俺はレベル１５５だぞ!?

　何でできてんだ、この槍！

　内心で悲鳴をあげたが、アーノルドは年長の意地でにやりと笑ってみせた。

「捕まえたのはこっちだぜ、子こ猫ねこちゃん……食らえっ!!」

　もとより相あい討うち狙いだ。アーノルドは右手に握にぎった剣をカティに振るった。

　レベル１５５の攻こう撃げき力だ、一発まともに当たればそこで終わる。

「危ないっ！」

　二人の間にエステラが割って入り、アーノルドの右手剣を盾で弾はじいた。しかし──、

「悪いが俺も二刀流だぜ！」

　アーノルドは左手に握った猟剣ウンタマギルーを振るう。最初からこちらが本命だ。

「ふん！」と、エステラが今度は剣でその斬ざん撃げきを打ち払はらう。

　かかったな、とアーノルドが内心でせせら笑った。

　ウンタマギルーは【ソードブレイカー】──武器破は壊かいに特化した剣だ。鉤かぎ状の巨きよ大だいな鍔つばで相手の剣をからめとり、へし折ることができる。それこそが真の本命。

　伝説の義賊ゴエモンヌは敵の武器をことごとく砕くだいて無力化し、いかなる悪党が相手でも命までは奪うばわなかったという。

　俺が相手を無力化したら、なぶり殺してやるがね。

　アーノルドは魔ま力りよくをウンタマギルーに集中させ、からめとったエステラの剣を捻ひねった。

　ゴギン！という鈍い音がして、砕け散った。

　ウンタマギルーの方が。

「……へ？」

「粗そ悪あく品ではないか？　そのソードブレイカー」

「そ、そんなわけあるかーっ！　伝説の武具だぞ!?」

　……マジで何でできてるんだ、こいつらの武器は!?

　慌あわててアーノルドは飛び退のこうとする。逃のがすまじと、エステラの背に守られていたカティが槍を構えて飛び出してきた。攻守の分担が徹てつ底ていしている。やべえ。

「ぎょええええええええ！　助けてくれえ兄貴！　もういるんだろ!?」

　アーノルドが叫ぶ。その瞬間、カティの背後の影かげに異変が起こった。




「我が身はすでに形なき闇やみ……囁ささやけ、【影底の隠者デイープスペクター】」




　カティの影から、絶槍レムゼパイアを構えたジェレミーが飛び出した。

　──影から影へと渡わたり歩くギフト。

　手加減はできない相手だとすでに看破していた。学院最強の男、ジェレミー・ギャレットは、カティを一撃で戦せん闘とう不能にさせるべく全力でレムゼパイアを振るった。

　致ち命めい傷しようであった。

　急所を刺し貫かれ、血ち煙けむりが噴ふき上がった。

　──ジェレミーの胸に、矢がまとめて突つき刺さっていた。

「ぐっ」と呻うめいて、ジェレミーはその場に頽くずおれた。

　レムゼパイアは獲え物ものを捉とらえることなくからりと地に転がった。




「……どこに隠れても、どこから飛び出しても視みえてるよ。私に死角は存在しないから」

　ジェレミーをすかさず射い貫ぬいたのは、ミーアだった。

　まるで待ち構えていたかのように。しかしそれも当然のことだ。

　彼女は戦場のすべてを見通していた──影の中に至るまで。

　それが千里眼というギフト、究極の索さく敵てきスキルだった。




「お、俺は何もできずに……む、無念」

　一方で、カルバハルもすでに倒たおれていた。全身にハリネズミのごとく矢が刺さっていた。

　防ぼう御ぎよ自じ慢まんのカルバハルは、その鈍どん足そくにつけこまれてミーアに狙われ続けた。

　オリハルコン製の矢は、彼の防御力も伝説の盾も紙のごとく貫きまくった。

　矢のすべてをかわしきるなどできなかった。幼少の頃ころからアルに叩きこまれたミーアの戦闘技術は、卓たく抜ばつしていた。それはレベルには表れない差だった。

　レベル１５３のカルバハルは、レベル90のミーアに近づくことすらできずに倒れた。

　ミーアという狩人かりゆうどにとって、カルバハルは足が遅おそいだけの豚ぶただった。

　ジェレミーとカルバハルに、医い療りよう魔ま術じゆつ班が慌てて駆かけ寄っていく。




「ふふふ、攻撃って楽しいですーっ♪」

「ぎゃああああああああああああっ！」

　わんぱくお姫ひめさまに強襲アサルトされて、アーノルドもすぐに後を追った。




　戦場の別の一角では、攻撃魔術の撃うち合いが繰くり広げられていた。

　撃ち合っているのはミーガン・ギャレットとアリア・ダカーポである。

　ミーガンは手て応ごたえを感じていた。……この杖つえ、本当にすごい。

　輝かがやきの魔女ミオが作り上げた光の杖、トゥクルミトゥム。

　ものすごい杖だ。魔術の威い力りよくも詠唱速度も、確実に底上げされているのを感じる。

　ミーガンはカルバハルをサポートする余よ裕ゆうが一いつ切さいなくなっていた。

　だからこそ一刻も早く、アリアを倒さなければならない！

　そう思っていた。

「上位氷結魔術ハイ・フリージング！」

「上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト」

　お互たがいに発動させた魔術は、奇くしくも相反属性の上位格ハイクラスだった。

　まさかこちらの詠唱を見切って意図的にぶつけてきたわけではあるまいが……。

　ミーガンの生み出した冷気がアリアの生み出した熱によって相そう殺さいされ、消しよう滅めつしていく。

　互ご角かくね。ミーガンはにやりと微笑ほほえんだ。だったら早撃ち勝負といきましょう。

「上位氷結魔術ハイ・フリージング！　上位氷結魔術ハイ・フリージング！　上位氷結魔術ハイ・フリージング！」

「上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト。上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト。上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト。上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト。上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト」

　あれ、おかしいわとミーガンは思った。だんだんこっちが押されはじめている。

「天てん変ぺん流る転てん、我が意のままに……【万物アンリミテ融合ツド・ワン】」

　アリアは魔術を連発しつつ、ギフトの力を行使した。

「魔術融ゆう合ごう、同調共鳴」

　連発している灼しやく熱ねつ魔術が融合し、膨ふくれあがっていく。

　魔術を同時発生させるより、融合させて一つにして扱あつかった方が制せい御ぎよが楽なのだ。

「ハ、上位氷結魔術ハイ・フリージング！　上位氷結魔術ハイ・フリージング！　上位氷結魔術ハイ・フリージング！」

「上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト、融合、上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト、融合、上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト、融合、上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト」

　アリアの操あやつる高温は、もはや極大格グランクラスに比ひ肩けんするものとなりつつあった。

　じょ、冗じよう談だんじゃない！　この詠唱速度は何!?　威力だっておかしい！

　レベル１４８の私が、伝説の杖を使っているというのに……！

　そのとき熟じゆく達たつした魔術師であるミーガンは、アリアの浮うかび上がらせる術式が自分とはまったく異なる原理で構築されていることを見み抜ぬいた。

　あれが……シャングリ・ラの神童がもたらした魔術理論。

　その理論の美しさに、ミーガンは息を吞のんだ。

　ああ、悔くやしいけれど、私の二年間の努力は無む駄だだった……。

　というか、何なの。永遠のアリアは手加減をしてくれるはずじゃなかったの!?

　灼熱に飲みこまれながら……、ミーガンはアリアを恨うらんだ。




　アリアとしては手加減をしているつもりだった。

『理解の力』のせいで、相手の思考が勝手に流れこんできてしまう。

　相手は氷結魔術の使い手のようだ。だったら同程度の灼熱魔術をぶつけて、互角の戦いを演出しつつ勝負が終わるのを待とうと考えた。

　しかし相手が早撃ち勝負を持ちかけてくると、アリアの感情は動いてしまった。

　アルがすぐそばで見ている。

　……アルに『何だ、アリアってこの程度か』と思われたくない。

　気がつくとアリアは詠えい唱しよう速度を速めていた。

「上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト、融合、上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト、融合、上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト、融合、上位灼熱魔術ハイ・スカーレツト……」

「きょえええええええーっ！　あーつーいーっ!!　ギブギブギブギブギブアップ！」

　ミーガンの悲鳴が響ひびき渡った。

　しかし父とアル以外の人間を相手に、アリアの心が動くことはなかった。




　　　　†




「バカな……バカな！　あの役立たずども！　英えい雄ゆう武具を使っていながらどうして！」

　戦いに加わっていないルーグが、血走った目で叫さけんでいる。

　──もはやルーグはこの戦いに加われるレベルではない。

　ルーグがひとつ魔術を唱える間にアリアはふたつは魔術を唱え、ルーグのオーラブレイドはエステラのオリハルコン製の武具に容易たやすく弾き返されるだろう。

　もちろんその前にミーアの矢が突き刺ささっているのも間違いない。

「数十億年も修しゆ行ぎようしてきた人間の前に、数百年も昔の骨こつ董とう品なんか持ち出されても困るよ。竜りゆう殺しの英雄レーゼドラマや輝きの魔女ミオは、掛かけ値なしの強つわ者ものだったけどね。……それでも人は、前に進み続けなければいけない」

　ルーグのそばに、アルが歩み寄った。

　時の進まぬ空間に閉じこめられていたアルは、人の努力や進歩を阻はばむものが嫌きらいだ。

　この世界は、漆しつ黒こくのアルベルトのせいで発展が止められてしまっている。

　アリアという少女は、孤こ独どくの三年間を繰り返させられている。

　──ルーグという少年は、増長から自身の本来の可能性を見失ってしまっている。

「ルーグ、あなたのギフトは……」

　まだ理性が残っている様子のルーグに、アルは語りかける。しかし──、

「う、ぐぐ……！　黙だまれ、黙れえええええええええッ!!」

　ルーグは突とつ如じよとして絶ぜつ叫きようし、全身から炎ほのおを噴き上げさせた。

　……はじまったか！

　彼の中に植え付けられたものが、覚め醒ざめたのだ！

「グガァアアアアアアアアアアアああっ!!」

　炎に包まれたルーグが、変質していく。皮ひ膚ふをぶくぶくと沸ふつ騰とうさせ、その内側から獣けものの顔が、獣の腕うでが、肉体を突き破るように溢あふれ出ていく！

　合成魔獣キメラ！

　炎魔人イフリート、炎えん獄ごくの番犬ケルベロス、猛もう火か竜りゆうドレッド・ドラゴン、炎精ウィル・オー・ウィスプ……。

　魔界を旅したときに戦った覚えのある様々な魔物たちが、ルーグの肉体を核かくとして無む秩ちつ序じよに組み合わさっていた。その姿、威い容ようは、見上げるほどの巨きよ体たいだ。

　共通点は『炎』だ。ルーグを象しよう徴ちようする属性でもある。

「な、なんだあれは!?」

　戦いを見守っていた教職員たちから混乱の声があがる。

　彼らも予期していた事態ではないのだ。

　合計レベル４２５──もはやパーティーのみんなに任せられる相手ではない。

「ギアアアアアアアアアアアアッ!!」

　炎の合成魔獣キメラはドレッド・ドラゴンの巨大な翼つばさを広げて宙に飛び立った。

　そしてイフリート、ケルベロス、ドレッド・ドラゴンそれぞれの頭部から、火の玉を次々と吐はき出していく。ひとつひとつが超級格エクスクラス魔ま術じゆつに匹ひつ敵てきするだろう。

「極大グラン・水柱結界カレントピラー！」

　アルが青い術式を輝かせると、闘とう技ぎ場のいたるところから水の柱が噴き上がった。

　水の柱は重なり合って壁かべとなり、降り注ぐ火の玉から人々を守ってゆく。

「アル……アルフレッド！　殺ス!!　殺ス!!」

　合成魔獣キメラが叫ぶ。もはやルーグの顔はどこにもないが、それは間ま違ちがいなくルーグの声だった。……やはりまだルーグとしての感情が残っている。

　ならば助けてやるために、少しばかり本気を出さないとな。

　巨大な深しん紅くの術式が浮かび上がった。




「祝福アグニ・紅蓮地獄パイロクラズマァ!!」




　合成魔獣キメラがルーグ独自の火炎魔術を放つ。しかし融合している炎の魔物たちをエネルギー源としたその破は壊かい力は、かつてとは桁けたが違う。

　賢けん者じやアルベルトの『極大グラン・紅蓮魔術パイロクラズマ』にも匹敵する爆ばく炎えんがアルに襲おそいかかった。

「極大グラン・氷結盾アイスシールド」

　アルは氷の盾たてを生み出し、必要最低限の魔力で巨大な爆炎から身を守る。

「アルフレッド……殺シテヤル!!」

　怒いかりの咆ほう哮こうをあげて、今度はアルへと急降下を仕し掛かける。全身に生えている無数の手足、そのすべてが炎をまとって一いつ斉せいにアルを打ち砕くだかんと襲いかかった。

「食くラエ……アグニ・ブレイク!!」

　ギフトによって火炎属性を付ふ与よしたルーグ必殺の魔闘技。

　土つち煙けむりがあがり、闘技場の地面に巨大な穴クレーターが開いた。

　しかしそこにすでにアルの姿はない。

　アルは次元の異なる速さで、怪かい物ぶつの背後にまわっていた。

　殺すのは簡単だが、ルーグを助けてやらねばならない。

　だが、どうやって？　解法はアリアが与あたえてくれていた。




『……錬れん金きん術は対象となる物の間に共通した性質を見つけ出し、その共通点で結びつけて融合をさせます。……この共通点を、【融合点】と呼びます』




　この怪物の融合点は、考えるまでもない。炎だ。

　ルーグと炎属性の魔物たちとが、炎という共通点を介かいして融合させられている。

　つまりこの合成魔獣キメラの全身から噴ふき出ている炎をすべて消し去ってしまえば……！

「アルフレッド、コロス！　コロ……」

　怪物が振ふり向いたのと、アルが魔術を発動させたのは同時だった。

「──絶対アブソリユ氷華ート・ゼロ」

　極大格グランクラスのさらに上──絶対格アルテイメツト。

　それは世界の理ことわりの上限、人が魔術によって生み出し得うる極限の威い力りよくを意味している。

　その瞬しゆん間かんに何が起こったのか──その場にいた人々の中で理解できた者はいないだろう。

　静かに、巨体の怪物が凍とう結けつした──原子の振しん動どうにいたるまで。

　融合点たる炎も途と絶だえた。この融合体の結合は今、限りなく脆ぜい弱じやくになっている。

「来い……否定の魔ま剣けん【ゾモロドネガル】」

　アルは指先で次元をそっと切り裂さいて、その切れ目から愛剣のひとつを引き寄せた。

【解呪デイスマジツク】の魔術がこもった緑色の魔石で作られた魔剣。

　オリハルコンのように単純に物理的特性を極きわめただけのものではない。

　この魔剣は逆に物理的なものを一いつ切さい斬きらず、魔術と概がい念ねんだけを断たつ。

　アルは鞘さやから引き抜ぬき──一いつ閃せんした。

　緑色の光を帯びた剣閃が、凍こおり付いた怪物を一刀両断する。

　それで終わりだ。合成魔獣キメラを結びつけていた融合という概念が断ち切られ、ルーグと炎属性の魔物たちが、バラバラになって散らばっていった。




「くそっ！　何な故ぜだ！　俺はおまえを殺そうとしているのに、何故殺し返さない!!」

　ルーグが起き上がり、アルに叫んだ。

「俺はどんな手段を使ってでもおまえを殺してやろうとしているのに……バカにしているのか！　俺を惨みじめだと、嘲あざ笑わらっているのか！」

「知らないよ。俺にあなたを殺す理由はない。それはあなた側の理り屈くつだろ？」

　真っ正面から向き合って、そう答える。

　アルはルーグを敵とすら認にん識しきしていない。その事実に、ルーグは萎しおれるように俯うつむいた。

「俺はただ……あなたに説教をしたいだけだ」

「説教だと……？　ふざけるな！　俺は、おまえを殺さなければ名めい誉よを回復できない！　おまえを殺さなければ……俺は自分を天才と思いこんで周囲を見下し続けてきた、愚おろかで高こう慢まんな道どう化けとなってしまう……！」

「完かん璧ぺきな自己評価じゃないか」

　自分は天才で勇者に違いないという勘かん違ちがいは、ルーグにとって人生そのものとなっていたのだろう。それをある日突とつ然ぜん、失った。

　再び自分が勇者だと信じるためには、アルを殺さねばならなかった。

　だけどそれは無理だと心が折れてしまった。

　だからいっそ殺して欲しいのだろう。

　これから先の人生が恐おそろしくて仕方がないのだ。

「ルーグ。あなたはたった一つの間違いしか犯おかしていない。周囲の人間が誰だれもそれを指し摘てきしてこなかったから、長年それを拗こじらせ続けただけだ。でもたった一度の間違いだけで、いつまでもあなたのことをバカにするようなやつはいないよ。たとえ天才や勇者じゃなかったとしても、あなたの人生は普ふ通つうに続くんだ」

　むしろ誰もが経験するような間違いでしかない。

　自分が特別だと思いこみ、増長するなんて。

「だけど俺はこれからどうしたら……」

　彼には、これから先の人生の希望が必要だった。

「炎魔術のスペシャリストになればいい。ギフトのデメリットで炎以外の魔術を使えないあなたは、周囲の仲間の介かい護ごを常に必要とする。それを情けないと感じるかは、あなた次し第だいだ。あなたはあなただけの特別な炎を出せるかもしれないんだから」

「……グオオオオオオオオッ！」

　分ぶん離りして倒たおれていた魔物たちが起き上がり、一斉にアルへと飛びかかった。

「絶対焼尽インヘルノ」

　アルは目線もくれず魔物たちの群れに、絶対格アルテイメツトの焼しよう尽じん魔術を発動させた。

　世界の理の上限の高温──神の定めた究極の火が、小さな太陽のごとく輝かがやいた。

　熱に耐たい性せいをもっているはずの炎属性の魔物たちが、一瞬で蒸発した。

　それでもなお小さな太陽はその場に残り、戦いが終わった闘技場を照らし続けた。

　炎の魔術師ルーグは、その光に見とれた。

「……これがこの世界における究極の炎だ。そしてこれを超こえる数少ない可能性のひとつが、あなたのギフトだ。新しい人生の目標になりはしないかな？」

　どれだけ鍛きたえても、アルにはこれ以上の炎は生み出せない。

　むろん勇者にも魔王にも生み出せない。

　しかし炎属性の魔術を超強化するギフトを持ったルーグは、ひたむきに努力すればこれを超えられるのだ。

「真剣に己おのれと向き合えば、自分にしかできないものというのが何かしら見えるものさ」

　炎が消えると、ルーグは再び俯いてしまった。

　しかし彼の胸に希望が灯ともったなら、必ずすぐに立ち上がるはずだ。




　ルーグとのやりとりを見守っていた仲間たちに、アルは振り返って向き合う。

「アリア……」

　ミーアも、カティも、エステラも、戸と惑まどいながらアリアを見つめていた。

　みんな言葉を探しあぐねているというふうだった。

　アリアはぼろぼろと涙なみだをこぼしていた。両りよう腕うでがぶるぶると震ふるえていた。

　アルだけは彼女の異変がどういうことか、想像がついた。

「……自分がやったことが怖こわくなった？」

　ルーグを怪物にしたのは、彼女だ。

　推理の余地もない。そんなことができる力は万物アンリミテ融合ツド・ワンの他ほかにない。

　父親──漆しつ黒こくのアルベルトに命じられて、そうしたのだろう。昨晩から彼女が不安そうにしていたのは、自身が生み出す合成魔獣キメラにアルが勝てるかどうか不安だったからだ。

　他人に価値を感じないアリアは、ルーグに対して何の罪悪感も抱いだかなかったに違いない。

　しかしアルはルーグを全力で助けた。

　そしてルーグが生きる価値を、アリアに示した。

　それに感化されて──アリアは自分の罪を自覚したに違いない。

　……彼女が融合させてきたのは、ルーグ一人ではないだろう。

　エーテルメギアの魔女はより多くの人々の可能性を、摘つみ取ってきたはずだ。

　無数の罪が、今この瞬間、彼女の心にのしかかっている。

「知らなかったんだから、仕方がないよ。悪いのは……」

　きみの父親だ──。

　その呪のろわしい言葉から逃にげるように。

　アリアはアルに背中を向けて逃げ出した。




　　　　†




「間違いあるまい。あの少年は……、若き日の私にお告げを授さずけてくださった方だ」

　学院長──漆黒のアルベルトは、報告に現れたアリアにそう告げた。

「ああ……、やはり……」

　アリアは小さく呟つぶやく。思わずして流れた涙は、すでに止まっていた。

　アリアは父に救いを求めていた。

　父の命令に従ってやったこれまでの行いは、間ま違ちがいではないのだと。

　父にお告げをくださった方──時の神。

　かつて父はこう語った……勇者ルシアーナが魔王と相あい討うちになった後、生き延びた父は時間が凍り付いた不思議な空間に招かれ、そこで時の神と出会ったという。

　そしてお告げを授かった。

　世界に正しき魔術理論を広め、勇魔大戦に勝利せよと。

　父はその通りにしてきた。先進的な理論や魔術を発表して魔術王として君臨し、エーテルメギア勇者学院を設立した。

「だったらお父様とアルの手で、叶かなうのですね……勇魔大戦の完全勝利が！　そして私の役割も終わる！」

　父は間違っていない。だから自分がこれまで重ねてきたことも過あやまちではないのだ。

「……殺さねばならない」

「え？」

　アリアは気がついた。

　父の仮面からのぞく瞳ひとみに、怒いかりや嫉そねみ、様々な負の感情が滲にじんでいることに。

　そもそもおかしいではないか。

　もしもアルの正体が時の神だとしたら、どうしてアルベルトなどと名乗ったのだ。

「……どういうことだ、『絶対アブソリユ氷華ート・ゼロ』に『絶対焼尽インヘルノ』だと……？　知らんぞ……そんな魔術は……。私が覗のぞき見たのは……ほんの一部だというのか……賢けん者じやアルベルト！」

「お父様……覗き見た、とは……？」

　アリアは奇き妙みような立ちくらみを覚えた。頭の中が霞かすみがかかったように感じる。

「私はあの男の研究成果のすべてを見てはいなかった……。私が覗き見たのは……あの男の『心のゴミ箱』に過ぎなかった！　あの男は本当に大切なものは、私のギフトでも覗き見れぬ心の奥底に秘していたのだ！　何ということだ、あれだけ素す晴ばらしい理論の数々がゴミに過ぎなかったとは……！」

　父が発する言葉は、すべてが虚きよ構こうだったことを白状していた。

　今、世界中で広まっているあらゆる理論は、すべて父が広めたものだ。

　しかしアルは呆あきれたような顔をして、そのすべてを完璧にアップデートして見せた。

　プロトタイプと完成品、不完全と完全、偽にせ物ものと本物。

　お父様は──偽者？　お父様の名前は、アルベルトなどではない……。

　ズキン！と頭が痛んだ。私は、父の正体を知っている……。

　なのに思い出せない。何故？

「このままでは私はすべてを失う……。いいや、失うのではない！　やつは奪うばいに来たのだ！　この私が三百年かけて築いた地位と名誉、あらゆるすべてを……!!」

　目の前の父に、崇すう高こうな志など欠片かけらもなかった。

　そこにいるのは、地位と名誉に妄もう執しゆうする醜みにくい老人でしかなかった。

　──にもかかわらず、浮うかび上がった嫌けん悪お感は泡あわのごとくすぐさま消えてしまう。

　一いつ瞬しゆん、おぼろげな記き憶おくが脳のう裏りに浮かび上がった。

　本当のお父様は、精神操作魔ま術じゆつの名手だった……。

　嫌悪感も疑念もすぐさま消えて、アリアの心に残るのは、物心がつく前の幼児が父親に無条件に抱くような純じゆん粋すい無む垢くな思し慕ぼの念だけだった。

　彼女の感情は、そこから動かないように『固定』されていた。

「それでは……どうするのですか、お父様……」

　アリアは父に指示を仰あおいだ。

「心配するな……我が最愛の娘むすめ、『永遠のアリア』よ……」

　娘の声を聞いて漆黒のアルベルトは平静を取り戻もどした。

「対策は講じてある……。三百年前から……おまえが【万物アンリミテ融合ツド・ワン】というギフトに覚かく醒せいしたその瞬間から。三百年間、おまえのギフトはそのためだけに使われてきたのだ。世界最高の才能が集まるこの学院で。才能ギフト……神をも超える力を手に入れるために。本物のアルベルトを、いつでも返り討ちにできるように！」

　父の本心は、祖国の名誉も人類の勝利も、どうでも良かったのだ。

　それがわかってしまったのに……アリアはこの父を嫌悪することができない。

　三百年間──他人の命を冒ぼう涜とくしてきた。命の尊さを忘れて、父の言葉に従って。

　寂さびしいという自覚も、誰かを愛するという感情も、忘れたまま。

　だけど今回の私は、寂しさや愛いとしさというものを思い出してしまった……。

「我が娘よ、あの少年を殺すぞ。あらゆる手段を講じて。あらゆる罠わなを張り巡めぐらせて。これより最後の準備を整える。いつも通り、おまえに手伝ってもらうぞ……」

「私が……アルを殺す手伝いを……」

　逆らうことのできない言葉だった。逆らってはいけない言葉だった。

「母さんもそれを望んでいる……。イセリナはいつもおまえのことを気にかけているよ」

　あらゆる葛かつ藤とうに圧おし潰つぶされて、アリアの心は軋きしんだ。




　　　　†




「運動した後はやっぱり甘いドリンクだよね！　うんまーっ！」

　バナナシェイクに生クリームが山盛りにされた上にチョコレートソースがかけられた得体の知れない飲み物を片手に、ミーアが言った。

「それはもはやドリンクなのかな……」

　アルは紅茶を注文し、二人でカフェのテーブルについていた。

　甘いものという気分にはなれない。

　陽ひが傾かたむきはじめた放課後のカフェであった。

　模も擬ぎ戦後に駆かけ去ったアリアとは、まだ顔を合わせていない。

「……ルーグを化物にしたのって、アリアさんだよね？」

　ミーアがぽつりと呟く。彼女にも予想がついて不思議ではない。永遠のアリアという噂うわさは、当然彼女の耳にも届いていたはずだ。

「彼女の意思じゃない。父親に命令されてやったんだ」

「……命令されただけじゃ、普ふ通つうはあんなことしないよ」

「魔術で精神操作をされていると思う」

「そうっていう確証はあるの？」

「……確かめようと思えばいつでも確かめられた。確かめられれば、いつでも解かい呪じゆできた。でもそれをしようと思ったら、アリアの心に無断で踏ふみこまなきゃいけなかった」

　アルはそれをするのを躊躇ためらっていた。

　人の心は聖域だと思っているからだ。

　そういう戒いましめが必要になるほどまでに、アルは時の牢ろう獄ごくで強くなりすぎた。

　今のアルがやろうと思えば、どんな人間でも自由に壊こわすことも操あやつることもできてしまう。

　そんなことをしてしまったら……ルシアーナ姉さんを玩具おもちやにしていた神々どもと同じだ。

　だからアルは自由意志というものに、常に最大限の敬意を払はらうことに決めた。

　だけどアリアが父親からどのようなあつかいを受けているかが想像できてしまった今となっては……。

　それが必ずしも正しいとは言えないかもしれないと思いはじめてしまった。

「アリアが自分から話してくれるまでは、こちらから何かを探さぐるような態度をとりたくなかったんだ。でもそれは単なる臆おく病びようだったのかもしれない。一方的にでも彼女の心を覗き見て、かかっているだろう精神操作を解除していたら、少なくとも彼女がルーグを手にかけることはなかった。彼女の罪をひとつ減らすことができた」

　ミーアはぎゅっとアルの手を掴つかんだ。

「アルくんがそこまで責任を負う必要はないよ。神様じゃないんだから」

　神様じゃないという言葉が、アルの胸に深く突つき刺ささった。

　思い上がっていたのだろうか。自分ならもっと上手うまく救えたはずだと。

「人の心にいつどれだけ踏みこむべきかって、それって人生で一番難しいことのひとつだと思うよ」

「ミア姉ですら俺に恥はずかしいことがまだあるって言うものね」

「えへへ、当然だよ」

　アルは呷あおるように紅茶を飲み干した。

「……部屋に戻って、アリアの好きそうな晩ご飯でも作りながら彼女を待ってみるよ。きっと何かを打ち明けてくれると思うから」

「ね、アルくん」

　立ち上がろうとしたアルに、ミーアはにっこり微笑ほほえんだ。

「私の心もちゃんと開いて、いつか踏みこんできてね？」




　　　　†




　──アリアは見たことのないような表情で部屋に帰ってきた。

「アル……すみません。あなたは殺されることになります……」

　人形のように神秘的で無表情だった彼女が、悲痛と憔しよう悴すいで萎しおれきっている。

　怯おびえた瞳を向けられて、アルは思わず苦笑いをした。

「……いきなり断言しないでよ」

　断言──彼女の中では確定事じ項こうということだ。

　それだけ彼女にとって、あの漆しつ黒こくのアルベルトは絶対的な存在なのだろう。

　アルでも勝てないと思うほどに。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺は絶対に誰だれにも負けない。そういう存在だから」

　これが単なる強がりではないと、どうすれば信じてもらえるだろう。

「だから話せるところまででいい。アリアの事情を、教えてくれないかな？」

　アルは転生して以来初めての勇気で、アリアの心に踏みこんだ。




　アリアは『物置』と言って立ち入りを禁じていた奥の部屋へとアルを案内した。

　そこは確かに物置だった──途と方ほうもない時間を年輪のごとく感じさせるような。

　夥おびただしい数の植物標本が、目に入った。

「私には植物採取を趣しゆ味みとしていた時期があったようですが、ローディシア大陸に生育する植物をすべて集めきったので、やめたようです」

　他人ひと事ごとのように言うのは、覚えていないからだろう。

「ピアノの演奏を趣味としていた時期もあったようです。記憶はないですが、私の体か魂たましいのどこかが覚えているから、演奏できるのでしょう」

　永遠のアリア──一年生から三年生を繰くり返している少女。

　彼女には記憶の連続性がない。

　その代わりに、何百冊とも知れない日記帳が並んでいた。

　几き帳ちよう面めんにすべて年代順に揃そろえられている。

「読んでみてもいいかな？」

「はい」

　アルは手近な数冊を手に取り、ページをめくっていった。

　どこを読んでも箇か条じよう書がきに近い淡たん々たんとした筆ひつ致ちで日々を綴つづったものだった。

　──どの日記も最後は同じ終わり方をしていた。




　三月三十一日、私は再び繰り返す。

　いつか時の神様がこの『時の牢獄』から私を救ってくださいますように。




　時の牢獄、か……。

　むろんアルが過ごしたあの空間のこととは違ちがう。

　アリアは永遠に繰り返される三年間のことを、偶ぐう然ぜんにも時の牢獄と呼んでいた。

「父様はあるとき、時の神からお告げを授さずかったそうです。『人類が勇魔大戦に勝利するための完全な理論を授ける。おまえは賢けん者じやアルベルトと名乗り、世界を導くのだ』と」

　デタラメだ。アルは時の神をはじめとした神々と実際に会ったことがある。

　あいつらが人を導くなどという酔すい狂きようをするとは思えない。

「でも実際には、盗ぬすんだのです。時間が凍こおり付いた奇き妙みような空間で、ひたすら研究に没ぼつ頭とうする何者かから……」

　それこそが本物の賢者アルベルトだ。

　アリアは苦しげに眉まゆをひそめて、頭を押さえた。

「それ以上を思い出そうとすると、頭が霞かすみがかかったようになります……」

「アリア、きみは精神操作の魔ま術じゆつをかけられているのだと思う」

「精神操作……」

　躊躇うようにアリアの瞳ひとみが揺ゆれた。

「……父は、本当の父は、精神操作魔術の名手でした。しかし戦せん闘とうで役に立てない精神操作魔術は、地位や名めい誉よには繋つながらず……貧しい生活を強しいられていた……」

　アリアの口から、漆黒のアルベルトの真の姿が断だん片ぺん的に語られる。

　しかしアリアはそこで言葉を止めてしまう。

　上手く思い出せないのだろう。

「アリア……きみの父さんはきみを不幸にしている。だから俺は、きみの心を書き換かえている呪じゆ縛ばくを解くよ」

「……いやっ！　お父様はそんなことしない……！」

　アリアは拒きよ絶ぜつした。しかしアルは──「解呪デイスマジツク」

　やろうと思えばそれは容易たやすいことだ。

　アリアの心のうちを覗のぞき見て、魔術がかけられた痕こん跡せきをすべて消し去る。

　アリアの表情から、拒絶と葛藤の色が消えた。

　そして次の瞬間、彼女は両目を見開いて絶望した。

「あ、ああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　喉のどをからすような声をあげ、しばらく嗚お咽えつまじりの呼吸を続けていたアリアは、

　やがてゆっくりと、真実を告白しはじめた。

「父は……【夢見クレアドレアム】というギフトの持ち主です……。それは他人の夢の中を覗き見るという不思議なもの……」

　アリアは『お父様』と呼ぶのをやめた。

「父は精神操作魔術を得意としていましたが……戦闘で役に立てないため世間から思うような評価を得られずにいました……」

　精神操作魔術の使い手が周囲から嫌きらわれるのは、いつの時代でもお馴な染じみのことだ。

「ようやく発現させたギフトも非戦闘向けで、一見して何の役に立つのかわからないようなものだった。父は自らの才能に絶望しました。そんなときギフトの力で、時間が凍り付いた奇妙な空間で研究に没頭する何者かの夢の中に迷いこんだのです」

「俺のことだね」

「……その人物の正体が賢者アルベルトだということを、父は夢の内容から理解したのでしょう。アルベルトの異次元での研究成果を盗んだ父は、この世界で賢者アルベルトと名乗るようになった」

　そして世界に革命を起こし、魔術王と呼ばれるまでになった。

「しかし父はどうやらその人物の精神の表層的な部分しか覗き見ることができなかったようです。父は『心のゴミ箱を覗き見ただけに過ぎなかった』と嘆なげいていました」

「いくらギフトの力を使ったとはいえ、そう簡単に心のすべてを覗かれるほど俺は無防備じゃない。彼が盗んだのは、ゴミだけだよ」

「それでも当時のこの世界では、何千年も先を行っているような先進的な理論でした」

「前回の勇魔大戦が終わった直後ぐらいのことだよね？」

　アルがたずねると、アリアはこくりと頷うなずいた。

　そうして……この世界にかつてのアルの失敗作や試作品が広まっていったわけだ。

　しかしこの世界の進歩はそこで止まってしまった。

　権力の座に君臨したアリアの父が、それ以上の研究を禁じてしまったから。

　自分自身の手で不完全な理論を完成させることができなかったから、他の何者かがそれを完成させることを禁じたのだ。

　かつて不ふ遇ぐうな魔術師だった男が、魔術王であり続けるために。

　あまりにも醜みにくく愚おろかしい話だ。

　だがそれだけでは説明がつかぬことがある。

　彼がどのようにして、不老不死などという力を獲かく得とくしたかだ。

　予想はつく。あまりにもおぞましい予想だが。それは恐おそらく……。

「しかし父は次し第だいに『本物のアルベルトがいつか自分からすべてを取り返しに来る』という妄もう想そうにかられるようになったようです。ちょうどそのとき、娘むすめである私が【万物アンリミテ融合ツド・ワン】のギフトに目覚めました」

　アリアの表情が、思い出すのも苦しげに歪ゆがんだ。

「万物アンリミテ融合ツド・ワンの力で友達の心を読んでしまい、ケンカをしてしまった私に、父がこう言ったんです。おまえにはもう友達など必要ない、私だけを慕したっていればいいと。そのギフトは私のためだけに使えばいいと。そして実の娘である私に……精神操作をかけた」

　父親として唾だ棄きすべき行こう為い……娘を私物化したのだ。

「アリア……きみの父さんへの感情は、五歳の頃ころの状態で固定されていた」

　無条件に父を慕う幼児期の感情から、動かないようにされていたのだ。

　それゆえアリアは父がいかなる所行に及およんでも、嫌けん悪おできなくなった。

「父がエーテルメギアを設立した目的は……人類の勝利のためなどではなかった」

　アリアは嫌悪と恐きよう怖ふに満ちた表情を浮うかべ、身を震ふるわせた。

「世界中から才能のある生徒を集めて、父は命令しました。……もっとも優ゆう秀しゆうな生徒を父の肉体に融ゆう合ごうさせろ、と」

　精神操作をかけられた娘は、父の命令に童女のごとく無む邪じや気きに従った。

　人間と人間とを融合させる、冒ぼう涜とく的な錬れん金きん術。

　それが永遠のアリアのやったこと。

「こういう学院だ。行方ゆくえ不明者が出ても不自然なことじゃない」

「はい。私と父は事故を装よそおって生徒を地下に監かん禁きんし……卒業式の夜に、融合の儀ぎ式しきを行いました」

　漆黒のアルベルトが不老不死を獲得したのは、そのおかげだろう。

　定期的に若い肉体と融合することで、寿じゆ命みようを長らえ続けているのだ。

　アルが漆黒のアルベルトの魂を鑑かん定ていできなかった理由もそこにある。

　万物アンリミテ融合ツド・ワンによって生まれたものは、この世の理ことわりを超こえた存在だからだ。

　彼はすでに人間ではない。

「私は父の命令に、罪悪感を抱いだいたことはありませんでした。他人なんてどうでもいいと思っていたから。……あなたと仲良くなるまでは」

　アリアは父の命令でアルの情報を探さぐるために、アルに接近しすぎた。

　そしてアルに感化されてしまった。

「以前、私の万物アンリミテ融合ツド・ワンの欠点をお話ししましたが、実はもう一つ欠点があります。対象となるものを『理解』して『融合』させる際に、大きな情報負ふ荷かが私の脳にかかるんです」

　負荷──アルは一つだけ誤解をしていた。

　アリアが人の心を強制的に理解してしまうのを嫌いやがったのは、人の心を踏ふみにじるのを嫌悪したからではない。アルはそのように期待したが、そうではない。

　他人に価値を見み出いだすことをやめていた彼女に、そのような心理はなかった。

　単純に、その負担が苦痛だから嫌だっただけだ。

「人と人を融合させると……その情報負荷は私の脳の処理能力を超え……精神を崩ほう壊かいさせます。なので人と人との融合は無制限にできるわけではありませんでした」

　アリアが壊こわれてしまっては、元も子もなくなる。

　それを解決する手段を、漆しつ黒こくのアルベルトは有していた。

　時間操作魔術──アルは時の牢ろう獄ごくでそれも研究し、失敗作として心のゴミ箱に捨てていた。

【時間・反転跳躍タイム・リワインド】。

　タルガスにかけたものと理り屈くつの上では同じものだ。

　精神崩壊したアリアを、精神崩壊する前の状態に戻もどすこともできる。

「父は私が精神を崩壊させるたびに巻き戻しが自動で発動するよう、魔術をセットしました」

　なかなか小こ賢ざかしいことをする。

　まあ、それぐらいの技術はあるか。

「そして融合の儀式を三年に一度という間かん隔かくで行うようにしました。……いかに巻き戻しできるとはいえ、短期間に繰くり返すと私の魂たましいに負担がかかりすぎるためです」

　魂は摩ま耗もうするのだ。

　勇者という過か酷こくな運命を幾いく度どとなく繰り返させられていたルシアーナと同じく。

　たとえ回復期間ダウンタイムをおいても……彼女の魂は徐じよ々じよにすり減っていく。

「もっとも優秀な生徒を地下に監禁し、三月三十一日の卒業式の夜に父と融合させる……。私は精神を崩壊させ、一年生の頃の自分に巻き戻る。そして何ごともなかったかのようにまた入学し直し、三年間を繰り返す。……それが『永遠のアリア』の正体です」

　それはエーテルメギアの魔女と呼ばれるような恐ろしい存在ではなかった。

　己おのれの存在すべてを父の欲望の歯車とされた、哀あわれな少女でしかなかった。

「すべては人類の勝利のためと信じていました。それでも三年間が終わる頃になると虚むなしさに駆かられました。こんなこと、すべてが無意味なのではないかと……」

　アルは植物標本にちらりと視線を向ける。

　形の残る何かをしたかったのだろう。

　彼女は父の命令で優秀な生徒を集めるスカウトとして世界中を飛び回りながら、そのついでに世界中の植物の採集をコンプリートしてしまった。それほどの年月。

　途と方ほうもない回数の巻き戻しを繰り返し、三百年をかけて。




　漆黒のアルベルトの肉体には、百人以上の犠ぎ牲せい者しやが融合していることになる。




　途方もない化物だ。

　いつか自分を殺しにくるだろう、本物のアルベルトを返り討うちにするために。

　実際のところ、アルに偽にせ者ものを始末しようなどという考えはなかったが……。

　アリアと出会い、救いたいと思ったことで、彼と対たい峙じすることとなった。

「……勝てるはずがありません。戦えば、あなたは死んでしまうことになる」

「それを決めつけないで欲しいな」

　どうすれば父親よりも自分を信じてくれる？　そう思って、アルは内心で苦く笑しようした。

　自分は嫉しつ妬とをしている。

　アリアを巡めぐって、アリアの父──自分の醜い偽者に。

「勝てるわけがない……勇者だって魔ま王おうだって、今の父に勝てるわけがないんです！」

「その二人では確かに勝てないだろうね。だけど俺なら勝てる」

「父はこれまで百人のギフトと魔力を吸収してきたんです」

　その言葉の意味を理解できないアルではない。

　限界を超えるためにギフトを集める。まさに同じことを、やろうとしていたのだから。

　ギフトを集めるという発想も、アルの夢からヒントを得たのではないか？

　アルの偽者は、アルよりも遥はるかに効率の良い非道な手段で、すでにそれを為なし遂とげた。

　面おも白しろい。

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対に勝つよ」

　きっぱりと言い切る。アルはアリアを幸せにしてみせるとすでに決意している。

　彼女の心に踏みこんだ以上、必ずそうせずにはいられない。

「……あなたに教えてもらった今のこの気持ちも……三年後には忘れてしまう」

　アリアの表情は深い絶望に囚とらわれたままだった。

「巻き戻しの魔術……この鎖くさりだって、あなたでも解き放つことはできない……」

　彼女にかけられた【時間・反転跳躍タイム・リワインド】──その厄やつ介かいさもアルは理解している。

　魔術自体は、簡単に解かい呪じゆできる。

　しかしそれをすればどうなるか……。

「もしも俺がきみにかけられた巻き戻しの魔術を解呪すれば……」

「私は消滅するはずです」

　巻き戻しを解除した瞬しゆん間かんに、彼女の存在に『本来の時間』がのしかかるのだ。

　術者であるアリアの父を倒たおしても、結果は同じだ。

　術者の死は、そのまま巻き戻しの解除──アリアの消滅につながる。




「何をどうやっても……私は消滅するか、カラッポな自分に巻き戻されるしかない。

　私は……本来とっくの昔に死んでいるはずの亡ぼう霊れいなんです……」




　彼女の魂は、呪のろいの鎖で雁がん字じ搦がらめに縛しばり付けられて絶望の海の底に沈しずめられていた。

「……アルと過ごした楽しい時間も、知らないままでいた方が良かったのかもしれない」

　哀かなしいことをアリアは呟つぶやいた。

　それだけは言わせてはいけなかった。

　アルは彼女を幸せにすると決意しているのに。

　絶対に救うと言っているのに……。

「アリア……」

　絶望し続けるアリアの肩かたを、ぎゅっとアルが掴つかむ。




「お願いだから……俺に『助けて』と言ってくれ」




　どれだけ哀しみと絶望にまみれても、アリアはその言葉を口にしてはくれない。

「アルでも無理です……」

「そんなことはない。一つだけ方法がある。俺のことを信じて欲しい」

　言葉では、絶望の奥底にいるアリアには届かない。

　だからアルは、心の防ぼう壁へきを取り払はらった。

　人間の無意識が常に張り巡らせている心のセキュリティ──アルほどの魔力の持ち主ならば、無意識のままでもあらゆる外部の干かん渉しようから心を守ることができる。

　それを意識的に取り払うということは、心を無防備にするということだ。もしもアリアが悪意をもってアルに精神魔術を仕掛けたら、ひとたまりもなく蹂じゆう躙りんされてしまう。

　一人の魔術師として、本来なら絶対にやらないことだ。

　しかし言葉で伝わらないのなら、そうするしかない。

　アリアの【万物アンリミテ融合ツド・ワン】の『理解の力』がアルの心に流れこんでくるのを感じた。

　心を完全に無防備にしたアルのすべてを、アリアは理解した。

　アルが、これまでどのような人生を過ごしてきたかを。アルの正体を。

「……俺が絶対にきみを助けてみせる」

　アルがどれほどの力をもった存在なのかを。

　アリアの赤い瞳ひとみから、ぼろぼろと涙なみだがこぼれ落ちた。

「助けて……」

　最強を超えようとしている最強の賢けん者じやに、アリアはついにそう呟いた。




「助けてください！　こんなの嫌です！　アルのことを忘れたくない……、

　アルと一いつ緒しよに生きたい──っ!!」




　十二歳のアルの体を折れそうなほどに強く抱だき締しめて、アリアは慟どう哭こくした。

　嗚お咽えつに震ふるえる彼女の背中を、アルは優やさしく抱き返した。

「わかった。任せて」

　アリアを消滅させずにとどめながら巻き戻しを無効化させる手段は、一つしかなかった。

　──一つだけあった。
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七章　偽いつわりの世界






　アルとアリア以外にとっては、当たり前の日常が過ぎていく。

「今日は迷宮ダンジヨン講習を行う！」

　ウィルグレムに連れられて、生徒たちは学院の外れにある地下への入り口にやってきていた。

「いずれは貴様らが魔ま界かいに挑いどむ未来もあろう。そのときに備えて、我が学院の地下には学院長アルベルト様が築き上げた人造迷宮ダンジヨンが広がっている。とはいえ瘴しよう気きも薄うすく、魔ま獣じゆうも弱い、初心者向けのダンジョンだ。危険はあるまい。この前に組んだパーティーでがっつりと実戦を経験してもらうぞ！」

　──アリアは父に命じられ、生徒たちを地下に監かん禁きんしてきたと告白していた。

　学院の地下は、いわば彼のテリトリーだ。

「不安なパーティーは他のパーティーと一いつ緒しよに行動しても構わない。今回は迷宮ダンジヨンの瘴気とパーティーでの魔獣との戦せん闘とうに慣れるのが目的だからな！」

　生徒たちが緊きん張ちようと興奮の面おも持もちで、ダンジョンへと踏ふみこんでいく。

「……きみの父さんは巻き添ぞえを厭いとう性格ではないよね？」

「そういう性格だったら……どれほど良かったか……」

　アルが密ひそかに耳打ちし、アリアも小声で答える。

　向こうもアルの性格はすでに把は握あくしていることだろう。

　──他の生徒を、人ひと質じちとして使う可能性がある。

　だがアルが『学院長に命を狙ねらわれていて、他の生徒を巻きこむ可能性があるから授業を中止してください』と、レストンやウィルグレムに頼たのみこむのも無理な話だ。

「よし！　我が主あるじとアルくんのためにすべての攻こう撃げきを受けきってみせるぞ！　ふふふ、楽しみだ……あらゆる苦痛を快感に変えてみせる！」

　エステラが脳天気に笑いながら、のっしのっしとダンジョンに踏みこむ。

「楽しみですね、アルくんさん！　アルくんさん……どうかしましたか？」

　カティが後に続きかけて、不ふ審しんげに振ふり向いた。

「ああ、何でもない。行こう」

　なに……全員ひとり残らず守り抜ぬけばいいだけのことだ。

　人質など通用しない。




　広大な迷宮ダンジヨンに、クラスメイトたちのパーティーがバラバラに散らばっていく。

　出てくる魔獣はレベル20そこいらのもの。入学試験を乗り越こえた生徒たちなら楽に倒たおせる相手だ。生徒たちは自信をつけながら、道を進んでいく。

　そして各パーティーがほどよく散らばる頃ころ合あいを見計らっていたかのように──、

　異変は生じた。

　空間の位相が転じる──ダンジョンごと別の空間に移動させられる気配がする。

　瘴気がねっとりと濃のう度どを増していった。

　レベルが低いと、それだけで精神に異常をきたしかねないほどの瘴気だ。

「……アルくん!?」

　真っ先に声をあげたのは千里眼をもつミーアだった。

　アルも気配を感じ取っていた。

　レベル２００前後の合成魔獣キメラが、あちらこちらに湧わき上がりはじめている。

　アリアが長い時間をかけて作り上げさせられた、漆しつ黒こくのアルベルトの手て駒ごまたち。

　アルたちのパーティーの目の前にも、それは突とつ如じよとして現れた。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　全身に様々な魔物を無む秩ちつ序じよに融ゆう合ごうさせた巨きよ体たいの怪かい物ぶつ……。

「こ、こいつ……何だ、急に!?」

　エステラがパーティーの最前列で叫さけぶ。しかし──、

「極大グラン・紅蓮地獄パイロクラズマ」

　アルの魔術によって合成魔獣キメラはたちまち爆ばく散さんした。

　……アルたちのパーティーは問題ない。

　だが問題は……アルの目の届かない他のパーティーだ。

　いかにアルが強くとも、体は一つしかない。

　……とでも考えたのか？

「霊体付与・アストラル・リ亡魂操奏・アニメイト」

　アルの周囲に紫むらさき色いろの術式が輝かがやき、そこから光と共に人ひと影かげが浮うき上がる。

「形為なして集つどえ、我が眷けん属ぞくたちよ……」

　アルの魂たましいには、忠誠を誓ちかった者たちの魂が融合している。

　アルはそれを切り離はなし、魔力で仮かり初そめの肉体を作りだして貸し与あたえた。

　たちまちあたり一面に軍勢が姿を現す──。

「林りん崎ざき無む双そう流免めん許きよ皆かい伝でん、カナエ・リンザキ。推参つかまつる」

　黒衣に身を包む小こ柄がらな東方剣けん士しがアルの前にひざまずいた。

「竜りゆう殺しのレーゼドラマ……闘争の誘さそいに応じて来たぞ。どいつから殺せばいい？」

　獰どう猛もうな笑えみを浮かべた女戦士が、巨大な槍やりを振るいながら言った。

「ジャジャジャジャーン！　呼ばれて飛び出て、輝きの魔女ミオ、登っ場!!」

　場ば違ちがいなほどキラキラ輝くツインテールの女が、くるくる回りながら登場した。

　そのほかにも次々と英えい雄ゆうたちが、歴史に刻まれた名乗りをあげる。

「うるさい、いちいち名乗りをあげなくていい。そんな暇ひまはない！」

　──時の牢ろう獄ごくで出会った、過去の英雄たちである。

　彼らはことごとくアルの眷属としてその魂をアルに委ゆだねたのだ。

　そのすべてが勇魔大戦を戦い抜いた強つわ者もの。ひとりひとりがアルベルトにも匹ひつ敵てきする。

　このメンバーで今すぐ人類と魔界をまとめて征せい服ふくすることも可能だろう。

「この迷宮ダンジヨン内にいる人間すべてを救助し、しばらく保護していろ」

　アルは堂々とした口調で彼らに命じた。

「救助……保護だと……チッ」

「露ろ骨こつに舌打ちするな、レーゼドラマ！」

「わったし救助とか～、人助けとか～、そういうの得意～♪」

「だったら早く行ってこい、ミオ！　……カナエだけ残れ」

　英雄たちは颶ぐ風ふうのごとく迷宮ダンジヨンへと散らばっていった。

　立ち塞ふさがる合成魔獣キメラが蹴け散ちらされていく気配が、アルの感覚に伝わってくる。

「ミア姉たちは千里眼で見て危険そうなパーティーから順にこいつと一緒に助けに行ってくれ。こいつ、あの中で一番強いやつだから」

　ミーアの方にカナエの背中をぐいっと押して言う。

「う、うん……アルくんは？」

「俺はアリアを連れて、この事態を引き起こした元げん凶きようを倒しにいく」

「……今の私じゃ、付いて行けないの？」

　ミーアの声が悲しげに萎しぼんだ。

　アルの一番弟で子しのつもりで鍛たん錬れんを積んできた自負心が、彼女にはあるのだろう。

　しかしここから先の戦いは、彼女ではまだ時期尚しよう早そうだ。

「ごめんね、ミア姉。カナエ、この人たちを頼む。俺にとって一番大切な人たちだから」

「承知。……見事に女によ人にんばかりだな。スケベめ」

「うるさいな！　……行こう、アリア。俺たちは奥に向かう」

「待ってください！」

　声に振り向くと、アルを呼びとめたのはカティだった。

「……私たちのことも、強くしてください」

　決意の滲にじんだ目で、切実な声で言う。

「アルくんさんにとって大切な戦いの場に、次からは付いて行けるように！　だって私たち、パーティーじゃないですか！」

　──アルにとって大切な戦いに付いてこられるように。

　それは不可能ではないかとアルは冷静な部分では思う。

　しかしひたむきな視線に突つき動かされて、頷うなずいた。

「わかった、約束する。でも無理なときは無理だ。それは俺が判断する」

「約束ですよ！」

　アルはもう一度頷いて、アリアを守りながら、迷宮ダンジヨンの奥へと踏み出していった。




　　　　†




　瘴気の濃こい方へと向かってアルは進んでいく。

　落とし穴。

　吊つり天てん井じよう。

　毒ガス。

　爆破魔ま方ほう陣じん。

　ありとあらゆる罠わながあったが、アルの探知魔術の裏をかくことは不可能であり、存在しないに等しかった。

　立ち塞がる合成魔獣キメラは、アルを消しよう耗もうすらさせられなかった。

　ここはまだ世界の理の内側ということだ。無人の野を行くのと大差ない。

　──そしてついに『理ことわりの外側の魔人』が姿を現した。




「傷一つ負わず……犠ぎ牲せい一つ出さず……ここまでたどり着くとはな」

　アリアの父にしてアルベルトの偽にせ者もの。

　現代の魔術世界の支配者──漆黒のアルベルト。




　入学式で目にしたのと変わらぬ、マントに仮面を被かぶった黒ずくめの姿である。

　その声はしわがれた老人のように聞こえるが……今となってはもっと異質な声であることがわかる。人間としての肉体を失い、声帯が歪ゆがんでいるのだ。

　漆黒のアルベルトが、マントを脱ぬぎ捨てた。

　百人の生徒たちと融合したその肉体は、ずんぐりと醜みにくく肥大していた。

　そして顔、顔、顔、顔……。

　葡ぶ萄どうの果実のごとく、無数の顔面が漆黒のアルベルトの肉体に垂れ下がっていた。

　絡からまり合う幹のごとく、無数の手足が重なりあってその四し肢しを形成していた。

「賢けん者じやアルベルト……！　貴様がいずれ私のもとに来ることは想定していた……！　ゆえに私は、万ばん全ぜんの準備をしていたのだ……！　この学院は、私が貴様より強大な存在になるための母ぼ胎たいにすぎない！」

「俺はおまえになんて興味なかったんだけどな。……そんなに怖こわかったのか？　自分の地位を脅おびやかす『本物』の存在が」

「ククク……貴様の『夢』は知っているぞ……。憧あこがれていたのだろう？　ギフトに。私は貴様がやろうとしていたことを、三百年前から先回りしてやっていたのだ……！」

　漆黒のアルベルトが笑った。

　すると全身に埋うめこまれた顔面も、声をあげて笑い出した。

　いずれも若い少年少女の顔だが、中央にひとつだけ、大人の女性の顔がある──。

「アリア……ああ、アリア……待っていたわ」

　女の顔は喜びに満ちた顔で、アリアを見つめている。

「母さんです……」

　顔面蒼そう白はくとなったアリアが、声を絞しぼり出す。

「私が一番最初に……父と融合させた人です……」

「アリア……どうしてそちら側にいるの？　ダメでしょう、お父様に逆らっては」

「やめて！　母さんはそんなことを言わない！　母さんは、父さんを嫌きらっていた！　貧しくて卑ひ屈くつな父さんが嫌いやになって、私を置いて家を出て行った！　なのに……」

「あなたが二度と離れ離れにならないように結びつけてくれたんじゃない。ママは幸せよ。脳がこの人の心臓と結びついていて、いつもこの人のことを考えていられるの。あなたがそういうふうに結びつけてくれたんじゃない。ママは幸せよ」

「やめて……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ……イセリナ。彼女もすぐに私たちの元に戻もどってくる……。彼女もけっして私から離れられないように、宿命の糸で結ばれているのだからね……」

　漆黒のアルベルトが仮面の奥で笑った。彼が笑うたびに、すべての顔面が幸せそうに笑う。それはこの世でもっとも不気味な協奏曲だった。

　この世でもっとも不気味な父親だった。

「アリア、大丈夫だ。きみは俺が必ず自由にしてみせる」

　震ふるえるアリアの肩かたを、アルはそっと抱だいた。

「だから一いつ緒しよに戦おう。きみもあの男を乗り越こえないと、前に進めない」

「私も……前に……」

　三百年間──歩みを妨さまたげられてきた少女が呟つぶやく。

「私の娘むすめに触ふれるな!!」

　漆しつ黒こくのアルベルトが表情を豹ひよう変へんさせて、アルに襲おそいかかった。




　　　　†




　さあ──一手のミスも許されない読み合いの開幕だ。

　思考を加速させたアルは、攻こう防ぼうの刹せつ那なにも熟考ができる。

　──いきなり接近戦を挑いどんでくるとはな。

　意表を突かれつつアリアから身を離し、アルは漆黒のアルベルトを迎むかえ撃うった。

　魔力で強化したアルのパワーでぶん殴なぐれば、即そく死ししそうなものだが……。

　触れることが条件の強力なギフトを持っていると考えるべきだろう。

　世界の理が歪む──ギフトが使われる気配。

　漆黒のアルベルトは百ある手札カードのうちの一枚目を切った。

「森しん羅ら万ばん象しようの摂せつ理りよ……弱者を貪むさぼる強者を示せ！　【適者生存アバターオブの化身サバイバル】！」

　漆黒のアルベルトの肉体が歪み、変形していく。

　下半身は獲え物ものを追って疾しつ駆くする陸上捕ほ食しよく獣じゆうのように、両りよう脚あしが肥大化する。

　背中からは天空を飛び回る猛もう禽きんのような翼つばさが広がる。

　両手には獲物を引き裂さくための爪つめが鋭するどく伸のびてゆく。

　環かん境きように合わせて最適な形に進化していった動物・魔獣の形態を自由自在に取り入れ、自らの肉体を変形させるギフト……といったところか。いわば究極の肉体強化スキルだ。

　同時に銀色の術式が浮かび上がる。

　これは……時間魔術の術式だ。

「時間・順転跳躍タイム・スキツプ！」

　時間が飛んだ。

　まだ十分な距きよ離りがあったはずの漆黒のアルベルトが、目の前に現れた。

「生者を呪のろい、腐ふ敗はいをまき散らせ……【腐り姫のユータネイサ招き手・クロウ】！」

　二枚目の手札カード──漆黒のアルベルトの右手が血のように赤黒く染まった。

　これが接近戦の狙ねらいか。

　ギフトによる呪いならば、防ぼう御ぎよ力がどれだけ高くても食くらえば終わりだ。

　……だがいきなり目の前に現れれば意表を突かれて食らうとでも？

「八はつ鬼き！」

　アルはバックステップしながら全身を魔力のオーラで覆おおい、それを肉体から分ぶん離りさせた。

　魔力で形成された分身──それを合計八体、同時に遠えん隔かく操作する。

　分身の一体が呪いの右手を受け止めた。

　どんな呪いだろうと、分身で受け止めれば問題ない。

　魔力で形成された分身は、呪いを受けてドロドロに溶とけて消しよう滅めつしていく。

　しかし残りの七体の分身が、一いつ斉せいに漆黒のアルベルトを襲しゆう撃げきする。

　拳けん打だ。掌しよう打だ。肘ひじ打うち。膝ひざ蹴げり。下段蹴り。中段蹴り。上段蹴り。

　すべてが武術を極きわめた効率動作。回かい避ひは不可能。呪いうんぬんではなく必殺の威い力りよく。

「時間・順転跳躍タイム・スキツプ！」

　漆黒のアルベルトが叫さけぶ。

　時間が飛んだ。

　分身たちの体術が命中したその瞬しゆん間かんの時間が過ぎ去り──通過していく。

　そして再び漆黒のアルベルトが目前に現れる。

「食らえ！　そして死ねぇ!!」

　呪われし右手が、アルに襲いかかった。

　──しかし術式を読み取った瞬間、アルは理解していた。

　これからいつ、どれぐらいの時間が飛ぶかを。

　漆黒のアルベルトがどれぐらいの位置に出現するかを。

「俺が作った魔術で、俺の意表をつけると思ったか？」

　その時空と座標に合わせて──魔術を待ち構えさせていた。

「絶対焼尽インヘルノ」

　深しん紅くの術式が浮うかび上がり、寸分の狂くるいもなく発動する。

「っぐあああああああああああああああああああああああっ!!」

　空間に待ち構えるように発生した『究極の炎ほのお』に衝しよう突とつし、漆黒のアルベルトが叫び声をあげる。身にまとう魔力ごと、その肉体が焼き尽つくされてゆく。

　漆黒のアルベルトの防御力では生存不可能な破は壊かい力だ。

　だが跡あと形かたもなく──とまではいかなかった。

　炎が消えると、その肉体は灰と化して残っていた。

「……我が身に満ちよ、神の息い吹ぶき！　【神性再生リジエネレシオン】！」

　灰となったはずの漆黒のアルベルトが、光とともにその肉体を再生させていく。

　肉体だけではなく、仮面や衣服もろとも、すべてが元通りに戻っていく。

　三枚目の手札カード──自動回復のギフト。ここまで強力で理り不ふ尽じんなものがあるのか。

　神という言葉が掲かかげられたギフトが強力でないはずがない。

　即死攻こう撃げきと自動回復……この二つに自信をもって、接近戦を挑んできたわけだ。

「ふ、ふふふ……効かないな。効かなかったぞ、賢者アルベルト……」

　漆黒のアルベルトが笑いを漏もらす。全身の顔面も、連動して笑った。

　それは自らの優位を確信した笑えみだった。

「手加減をしたわけじゃないだろう？　そんな理由はないからなあ……。今のが貴様の全力の一撃だとしたら……貴様の能力値ステータスで私は倒たおせない!!」

　事実、アルは無意味な手加減などしていない。

　紛まぎれもなく全力の攻撃魔術が、今、通用しなかったのだ。

　一方で漆黒のアルベルトは、呪いの右手でアルに触れれば勝ちだ。

　残り90以上ものギフトを駆く使ししてアルを追い詰つめ、捕つかまえればいい。

「くくく……はははははっ！　見ていろアリア、父が雄お々おしく躍やく動どうする姿を!!」

　全身を獣けものと変えた漆黒のアルベルトが、再び襲いかかる。

　全身にぶらさがる顔面が、けたたましく笑っている。

　四枚目──さらに新たなギフトを発動させながら。

「幾き何か学がくの迷宮ダンジヨンを逃にげ惑まどえ……【万華鏡時空間トワイライトゾーン】！」

　アルの精神に、強制的な感覚が流れこんでくる。

　それは防いだり、回避したりできる類たぐいの力ではなかった。

　感覚を狂わせるギフト──そう直感し、すぐに確かめる。

　上下、左右、前後……すべての感覚がグチャグチャに混乱している。

　……すぐに慣れないとまずいな。

「眩げん暈うんの嵐あらしよ吹ふき荒あれろ……【幻風の嵐サイコサイクロン】！」

　五枚目──四方八方から、無む秩ちつ序じよの風が吹き荒れてアルの体を揺ゆり動かした。

　それは現実ではなく、幻げん術じゆつの風に違ちがいない。アルの感覚はグラグラと揺れているにもかかわらず、迫せまり来る漆黒のアルベルトはいささかの影えい響きようも受けている様子がないからだ。

　……すぐに慣れなければ……。

「茨いばらの姫ひめよ、咲さき乱れ抱だき留めろ……【荊棘タングルス結界カーレツト】！」

　六枚目──アルの周囲に真っ赤な薔ば薇らが咲き乱れ──無数の蔦つたがアルの全身に絡からみついてきた。引きちぎってもすぐにまた絡みついてくる。

　……ええい、うっとうしい！

「異界の門よ、我が身のうちに開門せよ……【奇門マイトデイ降臨メンシヨン】」

　七枚目──これまでとは違った気配が漆黒のアルベルトに漂ただよい出す。

　これは……魔ま力りよく波からの推測にすぎないが……。

　……異次元からエネルギーを引き出すギフトか？

　だがそのようなギフトは多元世界を感じ取れるレベルの魔術師でなければ用をなさない。

　千年先の魔術師でなければ、不可能な芸当に思えるが……。

　……いいや、そうだ、漆黒のアルベルトはとある異次元を感じ取る能力を有している。それこそが、やつ自身の本来の力だ！

「我が本来のギフト……【夢見クレアドレアム】よ、今こそ力を示せ！　生きとし生ける者すべての夢ゆめ幻まぼろしよ、ことごとく我が身に降くだれ、【夢幻降臨マイトフアンタズム】！」

　これは……なかなかすごいことをしてくれるじゃないか。

　異次元からエネルギーを引き出すギフト。夢の世界を知覚するギフト。

　その二つが組み合わさり──全生命体の集団潜せん在ざい意識が魔力と化して漆黒のアルベルトに流れこんでいく！

　そしてその背に、大輪の薔薇が開花するかのように深紅の術式が浮かび上がった！

「……賢者アルベルト、今こそ貴様を超えるぞ！」

　時間としては一瞬のことだ──。

　アルは感覚の崩ほう壊かいと幻げん覚かくの嵐の渦か中ちゆうにあり、無数の蔦に絡みつかれている。

　漆黒のアルベルトは、そこに全力の魔術を真っ向から撃ち放とうとしている。

　面おも白しろい……やつも試ためしてみたくなったのだろう。

　自分の力というものを。

「術式圧縮……全融ゆう合ごう体たい、合唱……！」

　漆黒のアルベルトは旧式の術式を編み、魔術を構築していく。

　彼は極大格グランクラスまでの魔術しか知らない。しかしそこに注ぎこまれる魔力の量は、

　──桁けた違ちがいに膨ぼう大だいだ。




「夢幻フアンタ紅蓮地獄ズマクラズマ!!」




　偽にせ者ものが本物を超こえんとする渾こん身しんの一撃。

　夢の世界すべてを覆い尽つくす火か炎えん地じ獄ごくが、圧縮の術式によって一点に集中し、現実離ばなれした熱量の槍やりとなってアルに飛来した。

　そう、それは現実離れした破壊力だろう。

　だがこの現実は、まだ俺の全力を知り尽くしてはいない！




「絶対守護領域アイギス!!」




　絶対格アルテイメツトの守護魔術に、アルは一度に注ぎこめる限りの魔力を注ぎこむ。

　完成された術式は最大の効率性を発揮し、この世界における究極の結界を生み出した。

　夢幻フアンタ紅蓮地獄ズマクラズマの槍が、アルの絶対守護領域アイギスに突つき刺ささった。

　衝突の余波だけでも地下空間や学院が崩壊しかねないところを、アルの絶対守護領域アイギスは包みこむように抑おさえる。

　自分だけが助かれば勝ちではないのが、アルの不利な点だ。

　しかし……。

「…………貴様ァ……！」

　憎にく々にくしげに、漆しつ黒こくのアルベルトが呻うめいた。

「……悪いがおまえの力はまだ、この世界の限界を超えてはいなかったようだな」

　漆黒のアルベルトの夢幻フアンタ紅蓮地獄ズマクラズマは……アルの絶対守護領域アイギスの内でついにその膨大なエネルギーを使い果たし、消滅した。

　真っ向からの力比べなどしょせんは余興。誇ほこるに値あたいすることでもない。

　しかし漆黒のアルベルトにとっては、己のうちなる劣等感を拭う最後のチャンスを失ったことを意味していた。偽者は、もう本物にはなれない。

「く……くくっ」

　漆黒のアルベルトは、開き直ったように笑った。

「どちらにせよ……おまえはこの呪いの右手で掴つかんでしまえば終わりだ……！」

「その通りだ、偽者。せいぜい借り物のギフトで俺を追い詰めてみせろ！」

「……貴様ァ！　ほざけ！　これはすでに私の力だ！　私……アルベルトの力だ!!」

　再び、漆黒のアルベルトは右手を掲げて疾しつ駆くした。

「たった今、本物のアルベルトを超えようとして失敗したんじゃなかったかな？」

「アルフレッド……貴様が死ねば、私がアルベルトだ！　地じ獄ごくの亡もう者じやどもよ……息吹あるものの歩みをとどめよ！　【地より逃ヨモツさざる者シコメ】！」

　八枚目──アルの足元に闇やみが広がり、そこから無数の亡者の女どもが這はい上がってきた。青白く冷たい手が、逃のがれることを許さずアルの足を握にぎり締しめる。

　無数の蔦もいまだアルを追い続け、絡みつこうとしてくる。……賑にぎやかなことだ！

　ギフトというものは次から次へと個性的で、理不尽なやり方で、最強を極めたはずの自分を追い詰めてくれる。

　面白い。

　まともに戦うことが困難な状態に追いこまれながら──漆黒のアルベルトが迫る。

「骨の髄ずいまで、魂たましいまでも染め上げろ、【魔染の疫手ペストハンド】！」

　九枚目──漆黒のアルベルトの左手が、毒々しい緑色の魔力を帯びた。

　肉体そのものが変色した右手と違い、より魔力的な作用を感じる。

　つまりこちらは肉体的な接せつ触しよくだけでなく、魔力的な接触も危険ということだ。

　先ほどは分身を反撃の契けい機きとしたが──もう分身をぶつけるのは避さけた方がよさそうだ。

　そうやって少しずつアルの選せん択たく肢しをそぎ落としていくつもりなのだろう。

　一手のミスも許されない。

　まったく面白いことだ。

　アルは転生以来はじめてとなる『予定調和ではない戦い』に胸を躍おどらせていた。

　時間が操作されるタイミングに気を払はらいながら、狂った感覚で一手のミスも許されることなく、迫り来る漆黒のアルベルトの両手から身をかわしていく。

「見ろ、アリア！　何もできずに逃げ回るネズミのような大賢者の姿を！　おまえから与あたえられた百のギフトを駆使して大賢者を追い詰めるこの父の強さを!!　絆きずなの勝利だ!!　私はいずれおまえの力で……神とすら融合を果たしてみせよう！」

　……そんなことすら考えていたのか。

　確かに理論的には不可能ではない。

　だがそのような融合を強しいられれば、アリアの精神は崩壊ではすまない。

　そのときが永遠のアリアの真の終しゆう焉えんになるはずだ。

「私がこの世界の支配者！　魔術王アルベルト・ルグランだッ!!」

「違う！」

　引き裂さくような声でアリアが叫さけんだ。

「私の父さんは……アルベルトなんて名前じゃない！」

　漆黒のアルベルトは猛もう然ぜんと攻せめる手を緩ゆるめ、アリアの方へと首を向けた。

「あなたの振ふるってる力は全部借り物に過ぎない！　父さんなんて、母さんに捨てられたことからいまだに立ち直れないただの臆おく病びような男じゃない!!　私にまで逆らわれるのが怖こわかったから、私まで洗脳したくせに!!」

「アリア……なんという暴言を……！」

「醜みにくい怪かい物ぶつに成り下がったくせに偉えらそうにしないで！　あなたは自分の弱さと向き合えず、妻や娘むすめにすら劣れつ等とう感を抱いだいて、人間であることから逃げ出した！　そして私たちを今なお道具あつかいすることで復ふく讐しゆうを果たしている……最低の醜い男!!」

「貴様……貴様ァアアアアアアアアアアアア!!」

　漆黒のアルベルトはアリアを『貴様』と呼ばわり絶ぜつ叫きようした。

「アルフレッドを始末したら次は貴様だ！　貴様を殺して、貴様を巻き戻もどしてやる!!　無む垢くでかわいかった頃ころのアリアに戻してやる!!　アルフレッド……許さんぞ、貴様が娘をこんなアバズレに変えたのか!!」

　反逆を一いつ切さい許さぬ、狭きよう量りような支配者がそこにいた。

　だがもしもアルとの真っ向勝負に打ち勝っていたならば、ここまで無様に取り乱すことはなかっただろう。




「あなたはいったい何者なの!?

　この世界は……娘に名前も名乗れない男が支配するべきじゃない！」




「[image: ア゛]……」

　漆黒のアルベルトの肉体から声がした──。

「[image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛]ァァァァ!!」

　それは彼の肉体のもっとも中心部にある妻の顔面が発した叫びだった。

「イセリナ!?　どうした、イセリナ!!」

「気持チ悪イ！　タスケテェエエ!!　アリア!!　コンナ男モウ嫌いやァアアアア!!」

　漆黒のアルベルトの肉体に生え集まった無数の顔面が、ぐにゃぐにゃと歪ゆがみはじめた。

　……やつの『融合点』が緩み始めた。




「頑がん張ばったな、アリア……それでこそ完全勝利だ」




『融合』とは対等の関係だ。『吸収』ではないのだから。

　にもかかわらず漆黒のアルベルトがこれまで融合してきた者たちを自らの一部として支配できていたのは、優すぐれた精神魔術師である彼が洗脳を施ほどこしていたからに違いない。

　そして彼は『融合点』を自らの感情に設定させていた。

　だからこれまで漆黒のアルベルトが笑えば顔面のすべてが連動して笑っていたのだ。

　彼は気持ちが一つであることを何よりも重視していた。

　他人にどう思われるかを常に怯おびえるような男だったからだ。

　他人を真の意味で支配することができない卑ひ屈くつな男だったからだ。

　だがアリアの糾きゆう弾だんを受けて動どう揺ようし、逆上し、妻イセリナへの洗脳支配が弱まった。

　イセリナは彼への嫌けん悪お感を思い出してしまった。

　その嫌悪感は他のすべての融合体へと伝でん播ぱしていった。

　アルはその瞬しゆん間かんを待ちわびていた。アリアが父親を乗り越こえる瞬間を。

「来い……否定の魔ま剣けん」

　アルは次元を切り裂いて【ゾモロドネガル】を引き抜ぬいた。

「偽にせの愛情、偽の名めい誉よ、偽の名前……今からおまえの虚きよ飾しよくのすべてを否定してやる」

　それは魔術や概がい念ねんのみを断たち切る否定の魔剣。

　融合点にほころびを見せた漆黒のアルベルトに、アルは魔剣を投とう擲てきした。

　時間跳ちよう躍やくをしたとしても、それごと引き裂くだろう。

　それは吸いこまれるように、イセリナの顔に突き刺さった。

「あ、ああああああっ……私の妻に、なんてことをぉおおおおおお!!」

　漆黒のアルベルトが、慟どう哭こくの叫び声をあげた。

「やめろ、行くなイセリナ！　私から離れるな、どこにも行くなぁああああああああ！」

　閃せん光こうと共に異形の怪かい人じんが弾はじけ飛んだ。

　イセリナだけではない、その身から百人もの裸ら体たいの少年少女が弾き飛ばされるように地面に投げ出された。ゾモロドネガルは、彼のすべてを引き裂いたのだ。

「き、貴様……なんてことを……」

　少年少女の裸体の山に囲まれて、老人──漆黒のアルベルトが怯えていた。

　その声はすっかり卑屈で情けないものになってしまっていた。

「……そしておまえは俺の結界の中にいる」

　アルは冷れい酷こくに言い放つ。

　漆黒のアルベルトを囲むように、三方向から三つの術式が浮うかび上がった。

　ぎょっと首を巡めぐらせて、漆黒のアルベルトは恐きよう慌こうの声をあげた。

「なっ!?　こ、これは……」

「闇やみ雲くもに逃にげているとでも思っていたのか？　地面に術式を刻みこみながら、その中心に誘さそいこんでいたんだよ。おまえの魔力では俺の隠いん蔽ぺい魔力は見み抜ぬけない。……能力値ステータスが違うからな」

　それぞれの術式は、究極の炎ほのお【絶対焼尽インヘルノ】。

　空間を絶対零れい度どに閉とざす【絶対アブソリユ氷華ート・ゼロ】。

　自然現象を超こえた神かみ鳴なりを生じさせる【絶対雷鳴ケラウノス】。

　魔術式はいつでも起動できるように待機状態にしてある。

「おまえは確かに俺がこれ以上出せないという威い力りよくの魔術に耐たえた。だから俺は次にこう考えた。三発同時に叩たたきこんでも再生できるかな？とね。……ただしそれは、おまえが再生のギフトを失ったから試ためせずに終わるけれど」

「バ、バカな！　やめろ……私の三百年にわたる望みが……!!」

「それぐらい大した長さじゃないさ。……【三属性トリニテイ絶対破壊・デイザスター】」




「あ、ああああああああああああああああああっ!!」




　まず絶対零度が、恐きよう怖ふの悲鳴をあげながらありったけの魔力で防ぼう御ぎよを固める漆しつ黒こくのアルベルトを包みこみ、その原子振しん動どうをすべて停止させた。

　凍こおり付いた漆黒のアルベルトを雷らい鳴めいが粉々に打ち砕くだき、その破は片へんを絶対の炎が塵ちりも残さず消しよう滅めつさせる──。

　いや、もはや漆黒のアルベルトではない。

　そのような力をもたない凡ぼん百ぴやくな魔術師は、絶対格アルテイメツトの魔術の嵐あらしに飲みこまれて跡あと形かたもなく消失した。本当の名前を知られることもなく。

「さようなら、父さん……」

　そう呟つぶやくアリアの体が、銀色の光に包まれていく。

　術者が死んだことで、彼女にかけられた巻き戻しの魔術が効力を失ったのだ。

　過ぎ去った時間の反動が、彼女を時空の果てに消し去ろうとしている。

「アル！」

　アリアがアルを見つめる──彼なら自分を絶対に救ってくれるという信しん頼らいをこめて。

　ここからが本番だ。

　この荒あれ狂くるう時空波から彼女を救う手立ては、たった一つしかない。

　そしてそれは漆黒のアルベルトを倒たおすことなどより、遥はるかな困難が待ち受けている。

　だが、それはアルにとって本来の目的でもある。ここから先は、寄り道ではない。

「転移ワープ！」

　アルはアリアの手を掴つかんで、転移の術式を発動させた。




　行き先は──時間が凍り付いて流れない場所だ。








八章　時の牢ろう獄ごくからの真の脱だつ出しゆつ






　脱出するのはあんなにも難しかったが……。

　アルの転てん移い魔ま術じゆつは、一度行ったところならどこにでも行ける。

　再訪するのは、容易たやすい……。

　懐なつかしき場所、時の牢獄にアルは立っていた。

　傍かたわらにはアリアが寄り添そっている。

　彼女を消滅させようとしていた時空波は、この時の牢獄では鳴りを潜ひそめている。




　そして二人の目の前に、時の神がいた。




　以前に見たときと同じく、男のようにも女のようにも見える中性的な姿をしている。

「……その魂たましいはアルベルト・ルグランか」

　神が声を発した。

「いつの間に時の牢獄から抜け出していた？　いいや、脱出を果たせたのに何な故ぜこうして再び私との邂かい逅こうを望んだ……？」

「この子が時の牢獄に閉じこめられていたようだったのでね、助けに戻もどってきたのさ」

　アリアにかけられた巻き戻しを、過ぎ去ったはずの時間の反動を生じさせることなく綺き麗れいさっぱり帳消しにさせる唯ゆい一いつの方法。

　それは巻き戻しの力の大本たる『時の神』を、消滅させることだ。

　本来、人間が魔術で操あやつれる時間は数分が限界。

　数年規模の大規模な時間操作魔術を行使するには、時の神の力を借りる必要がある。

　それが気に食わないから、ボツ魔術として心のゴミ箱に捨てたのだが。

「……今度は真っ向からおまえを叩き潰つぶして堂々と抜け出すつもりだ」

「愚おろかな……どのようにして？」

「絶対焼尽インヘルノ！」

　一度に注ぎこめるすべての魔力をこめてアルは魔術を放った。時の神の真正面に、圧縮された小さな太陽が生じる。そこから究極の炎えん熱ねつが溢あふれ出ていった。

　直後、時間が飛んだ。

　気がつくと発動した魔術はすでに効力を尽つき果たし、消滅している。

　時の神は魔術を用いるわけでもなく、呼吸するかのように時間の流れを操ったのだ。

「そのような世界の理ことわりの内側の攻こう撃げきは……我々には届かない」

　人間らしかった神の姿が──別のものに変わっていく。

「我が名は時の神【クロノス】……」

　その姿は他のあらゆる生命と一線を画していた。金属を思わせるぬらりとした表皮に包まれ、あらゆるところから魔力的な光を発している。

　しかしシルエットは人間のように手足があり、巨きよ大だいな大おお鎌がまを携たずさえていた。

「我らの慈じ悲ひたる牢獄から脱出し、愚かにも再び刃は向むかうのならば是ぜ非ひもない。この手でその魂、刈かり取ってくれるとしよう」

　クロノスは大鎌をひゅるひゅると回転させる。その回転は、時計に似ていた。

　その姿が陽かげ炎ろうのごとく消えた──。

　次の瞬しゆん間かん、振ふり下ろされた鎌の一撃を、アルは危あやうく横っ飛びに回かい避ひした。

　紙かみ一ひと重え。戦せん慄りつすべき魔力の波動に、アルは吹ふき飛ばされそうに感じた。

　すぐさま振り上げられる第二撃、今度はアルはくぐり抜けるようにして回避した。

　身につけていた制服に、はらりと刃がかすめる。

　クロノスはそこでぴたりと動きを止めた。

　アルは大きく飛び退のいて、間合いを取り直した。

　刃がかすめた制服の『断面』を確かめて、アルは「ふふっ……」と、笑った。

「……何を笑っている？」

「いいや、勝負が成立するじゃないかと思ってね」

　この世界の限界に達しているアルの能力値ステータスを、神の速さと力は圧あつ倒とう的に上回っている。

　だが武術を極きわめ尽くしたアルからしたら、その動き自体が拙つたなかった。

　読める、御ぎよせる──そう思わせるものだった。

「それに……どうして鎌なんて使う？　俺が一番不安だったのは、おまえと対面した瞬間に無限の時間が流れて消滅させられるとか、そういう理り不ふ尽じんな攻撃をされることだった。鎌なんぞで戦う。それは俺でも倒せる存在だってことを示している」

　神とは超ちよう越えつ者ではあっても、全能者ではないのだ。

　それは神々が役割分担をした集団であることから予想できていたことだった。

「戯ざれ言ごとを……」

　再びクロノスが鎌を振るって襲おそいかかった。

　身をかわしながら、アルは異変に気付いた。

　体が重い。自分の動きが徐じよ々じよに緩かん慢まんになっていく。少しずつ水に沈しずんでいくみたいに。

　いずれは静止するだろう。いや、その前にあの大鎌につかまるだろう。

　あの大鎌に斬きられた制服は、断面が朽ちていた。

　切断されたのではない。刃が触ふれた部分に永劫の時間が流れたのだ。

　あの鎌に一度でも斬られたら、終わりだ。

　クロノスは大鎌をひゅるひゅると回転させながら、宣告した。




「いつまで逃げられるかな？　そしておまえの攻撃は、けっして私に届かない。

　何者も逃げることはできない──時間のごとく。

　決して触れることができない──時間のごとく。

　思い知れ。おまえは時間と戦っているのだ」




　アルの背筋にゾッと恐怖が這はい上がった。

　再び大鎌がアルに振るわれた。もはやその動きを稚ち拙せつと嘲あざけることなどできない。

「アル！」アリアが大声で呼び掛けた。

「私は、アルに心のすべてを差し出しても平気です……！　私の中に来て……私のギフトを使ってください！」

「【精神喰いマインドバイト】！」

　アルはアリアの心の中に自らの魔力を注ぎこんだ。

　アリアは抵てい抗こうせず、それを受け入れた。

　心と心が完全にひとつとなり、アルの魔力がギフトと結びつく。

　そのときアルは電撃的に『理解』した──万物アンリミテ融合ツド・ワンの力で。




　時間などという流れはこの世に存在しない。まやかしだ。

　過去も、未来も──現在さえも。

　存在するのはミクロの目線で見れば微び粒りゆう子しの微細な動きだけ、

　マクロの目線で見ればエントロピーの増大だけだ。

　すべての微粒子が異なる現在に存在している。同じ時間軸じくなど一つたりとも存在しない。重力の異なる場所では時間と呼ばれるものの速度も変わる。当然のことだ。

　絶対的なのはエントロピーの増大──膨ぼう張ちようしていく宇宙の中で、秩ちつ序じよだった冷たいものが無秩序な熱いものへと移ろって行く──その変化だけだ。それが時間の正体だ。

　クロノスはそれをわずかに操る権限を与あたえられている。




　あらゆる微粒子のこれまでの動きとこれからどう動くのかという予測が、

【知識宇宙アカシツクレコード】に記録されている。

　アルは自分の意思で動いていると同時に、知識宇宙アカシツクレコードに予測されている通りに動いているのだ。それは究極の情報庫であり、万ばん能のうたる演算機能といえよう。

　クロノスは知識宇宙アカシツクレコードに接続し、それをわずかに操作する権限を与えられている。

　過去や未来を操る時間魔ま術じゆつとは、そのようなものなのだ。

　微粒子の運命を『先か後かという前後の動き』に限定して操作する……と言い換かえることもできるだろう。




『箱庭』の外の世界の根幹を支える秘密を、アルは理解した。

　それは膨大な情報だったが、時間としては一瞬のことだった。アリアならその情報量で精神を崩ほう壊かいさせていただろう。だがアルは冷静に理解していた。

　人類の究極たる大賢けん者じやの知性が、それを可能としていた。

　アルは時間を理解した。

　そして万物アンリミテ融合ツド・ワンは、理解したものを融ゆう合ごうさせる力を持っている。ならば……。

　アルは【時間への理解】と否定の魔ま剣けん【ゾモロドネガル】を融合させた。

　生まれ出るものは──時間操作を否定する魔剣。

　生まれ変わったゾモロドネガルで、アルは自分自身を斬った。

　動きが少しずつ緩慢になっていく呪じゆ縛ばくが、霧む散さんした。

「何っ!?」と、驚おどろきの声をあげたのは、クロノスである。

　突とつ如じよとしてアルが本来の動きを取り戻もどしたからだ。

　アルは大鎌をくぐり抜ぬけて懐ふところに潜もぐりこむと、クロノスの胴どう体たいに魔術を放った。

「……絶対焼尽インヘルノ！」

　同時にクロノスの時間操作を、ゾモロドネガルで断たつ。

　時間の跳ちよう躍やくは発生せず、小さな太陽はクロノスに命中した。

「……何だと!?　何が起こっているというのだ!?」

　小さな太陽がクロノスの腹部を焼き、クロノスはたたらを踏ふんで後退した。

　対たい峙じしているアルをはじめて恐おそれたかのように。

　そして己おのれの腹部を見下ろす。そこは確かに……焼け焦こげていた。

「おまえはギフトの力を持っていなかったはず……そこの少女のギフトか？」

　クロノスは初めて、アリアに注意を向けた……。

「バカな！　【万物創造ジエネシス】だと!?」

「……ジェネシス？　万物アンリミテ融合ツド・ワンではなくてか？」

「錬れん金きん術などという矮わい小しような人間の尺度でくくられる力ではない……！　塵ちりが散らばるばかりだったはじまりの宇宙に……あらゆる塵の意味性を理解し、融合させ、万物を生み出した創世の女め神がみの力……そんなものがなぜ人間どもの中に混じっている!?」

　アルに問いかけているわけでもないが、説明しているつもりでもないのだろう。

「何らかのバグでそれが人間どもに混ざりこんだとして……人間の脳の処理速度で使えるはずが……」

　事実、アリアは使いこなすことができず、これまで精神崩壊を繰くり返してきた。

　クロノスが恐きよう怖ふすら帯びた声こわ色いろで、叫さけんだ。

「おまえならば使いこなせるというのか……アルベルト・ルグラン!!」




「それができるから、俺は『大賢者』なんだよ」




「決着といこうか、クロノス。俺は時間というものを恐れる気持ちがなくなったよ」

　恐れこそが神を神たらしめるものだ──理解可能な神はもはや神ではない。

「……だがおまえの魔術では、十億年かけても我が肉体を破は壊かいすることはできない」

「根気強さには自信がある。いいじゃないか、本当に付き合ってもらうぞ……十億年」

「……アル！　アルの気持ちを、剣に融合させてください！」

　アリアが横合いから声を挟はさんだ。

「アルがずっと抱かかえてきた想おもいを、一度も手放さずにいた気持ちを剣に融合させれば、もう十億年もかける必要はありません！　万物アンリミテ融合ツド・ワンは、それができる力です！」

　俺が抱えてきた気持ちを、剣に融合させる……？

　アルは右手でそっと次元を切り裂さいて、そこから一振りの剣を引き寄せた。

　それは魔術的特性を何ももたない、物理的特性だけを極めたオリハルコンの剣。

　そこにアルは自らの想いを重ねた。

「勇者と魔王を救済し……神々へと復ふく讐しゆうする……」

　その誓ちかいが炎ほのおとなって──一振りの剣を錬成させる。これまでこの宇宙に存在したことのなかった、神を殺すことだけに特化した魔剣を生み出してゆく。




「一度たりとも途と絶だえることなく曲がることもなく貫つらぬき通した、我が意思よ……

　今こそ神のさだめを断ち斬れ！　その名は……復讐魔剣【ネメシス】!!」




　アルの想いを体現するような真っ直すぐな両刃剣。

　手に握にぎった瞬間に、それが神をも断ち切る力を秘ひめていることを確信できた。

　──対峙するクロノスも、恐らくそれを理解した。

　時の牢ろう獄ごくで向かい合う両者には、どちらにとっても逃にげ道などなかった。

　このときアルはゾモロドネガルを手放し、ネメシスを両手に握って【龍りゆう断だん】の構えをとった。自分の一いち撃げきが、防がれることも回かい避ひされることもないのを予感したためだった。

　真っ白い空間で、両者は同時に踏みこんだ。

　クロノスが必ひつ滅めつの大おお鎌がまを横よこ薙なぎに振ふるう。アルは跳躍してそれを回避し──

　──大上段から己のすべてをこめてネメシスを振り下ろした。




　音も衝しよう撃げきも手て応ごたえもなく──クロノスは真っ二つに両断された。




　時の牢獄にまでも巨きよ大だいな裂け目が走って行く。

　両断されたクロノスが消滅していく。悲鳴もあげず。過ぎ去った過去のごとく。

「アル……！」アリアが手を伸のばした。

「アリア！」アルはその手を掴つかむ。

　二人は手を繋つないだまま空間の切れ目へと吸いこまれ、時の牢獄から抜け出した──。

[image: ]








エピローグ　最初の決戦と結末






　アルとアリアは帰き還かんした。

　平へい凡ぼんな日常に。

　住み始めてまだ日が浅いのにすっかり我が家となった──アルとアリアの相部屋に。

　二人は力が抜けたように、どっかりとベッドに腰こしを掛かけた。

　恐ろしく長い一日に感じられたが、夜の訪おとずれはまだだった。窓から差しこむ夕焼けが、真っ白な壁かべ紙がみをオレンジ色に染めている。白い部屋が、色づいている。

「アリア、晩ご飯は何を食べたい？」

　アリアは幸せそうに笑ってから──その頬ほおに涙なみだを伝わせた。




「……こういう当たり前の日々が、これからは続くんですね。

　途切れることなく、ずっと……」




　彼女の時間は動き出したのだ。

　その価値を、時の牢獄にいたアルもよく知っている。

　アルはそっとアリアの肩かたを抱だき寄せた。

　そして背の低いアルが少しだけ背筋を伸ばして、そっと彼女の唇くちびるに唇を触ふれ合わせた。

　一いつ瞬しゆんのことだったが、アリアの白い顔がぽーっと赤く染まっていく。

「……あの、今のは……？」

「キスは本当は、頬じゃなくて唇同士でするものなんだ」

　言っていてかなり照れくさかったが、アリアは潤うるんだ瞳ひとみを輝かがやかせて、

「ん……」と、彼女の方からも唇を触れ合わせてきた。

「ん……、ん……」

　触れるだけでなく、唇を擦こすったり、押しつけたりしてくる。

　どこかもどかしそうだった。

　もっと深く触れ合いたい、もっと深く通じ合いたいというふうに。

　アルはそっと舌を出して、彼女の口の中に差しこんだ。

　アリアは戸と惑まどうように身じろぎをしたが、すぐに応じるように舌を差し出してくる。

　アルがリードして、二人はお互たがいの舌を絡からませ合った。

「ん……ふーっ……んちゅ……」

　口で呼吸がしづらくなり、アリアの鼻から熱い息が漏もれる。

　それは少年とお姉さんではなく、男女がお互いを求め合う行こう為いだった。

　アリアもこれからは無む垢くではいられないだろう。

　唾だ液えきの生々しい音を引かせて、アルは顔を離はなした。

「今の……すごくドキドキしました……」

　顔を真っ赤に火ほ照てらせて、アリアはとろけるようなため息をつく。

「こういうキスは、はしたないから人前でしちゃダメだよ」

　他人の視線に無む頓とん着ちやくなアリアに、念のため釘くぎを刺さす。

　そう言っておかねば、ところ構わずやりかねないところが彼女にはある。

「二人きりだったら……もっとしてもいいんですね……！」

　まあ、そういうことではある。

　アリアは好物のオムライスを前にしたように瞳を輝かせて。

　押し倒たおさんばかりの勢いで、アルに再び口づけをしてきた。

「んふ……んちゅ……」

　抱き合いながら貪むさぼるように、熱心に、ねっとりと舌を絡ませてくる……。

　もちろん男女の行為には、まだアリアの知らない先があるが……、
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　それは十二歳の体をしたアルにも、まだ刺し激げきが強すぎるように思えることだった。




「アリアにも勇者探しを手伝って欲しいんだけど……」

　飽あきるまでキスをしてから、アルはそう切り出した。

　心を通わせてわかったことがある──アリアはルシアーナではない。

　しかし今やアリアはアルの完かん璧ぺきなる理解者だ。

　前世のことも、アルの目的も、すべてをわかってくれている。

「わかりました！」と、即そく答とうで応じてくれた。

「……俺が他の女の子とも仲良くしていこうと考えているのは嫌いやではない？」

　ローディシア大陸の国々で一夫一妻制を採用している国家は稀まれだ。

　一夫多妻、多夫一妻──力ある者が多くの異性を娶めとるのは普ふ通つうのことといえる。

　しかしアリア個人はどう思うだろうか。

　これから先、アリアが心を閉とざしてしまったら【万物アンリミテ融合ツド・ワン】は使えなくなってしまう。

　クロノスの言動を振り返ると……どうやら彼女のギフトは特とく殊しゆなもののようだ。

「嫌ではないですけど……そう言われると、一いつ緒しよにいる時間を大事にしないといけないって感じます……。えいっ……」

　アリアはぎゅっとアルを抱き締しめて、そのままもろともベッドに倒れこんだ。

　なんだかミーアみたいなことをする。

「……ミーアさんもこの学院に来てから、そういう気持ちだったのかも知れませんね」

　そうだろうか。そうかもしれない。

　人の心というものだけは、大賢けん者じやにもわからない。推測しかできない。

「ミーアさんはしょっちゅうアルを抱き締めてますが……確かにアルのサイズ感は抱き心ごこ地ちが最高です……」

「子供あつかいはやめてくれよ……」

　ミーアにせよアリアにせよ、抱き締められるとサイズ感の問題でアルの顔はおっぱいに埋うもれてしまうのである。

　……それにしても流石さすがに今日は疲つかれた。

　女の子をひとり幸せにした。ギフトをひとつ手に入れた。神を一ひと柱はしら、倒した。

　最強を一歩分、超こえた。

　上々の歩みだしじゃないか……。

　アルは無意識にアリアの胸にすりすりと甘えながら、やがて子供のように眠ねむりに落ちていった。




「アル？　……寝ねてしまったんですか、アル？」

　アリアはアルのほっぺたを突つっつきながら、くすりと笑った。

「あんなに強くて頼たのもしくてかっこいいのに……寝顔はやっぱり子供みたいです……」

　最強を超えた大賢者の頭を撫なでながら、アリアも幸福な眠りに落ちていった。




　目覚めればもう時間は波打つことなく、二人の元に、当たり前の未来がやってくる……。








あとがき






　この本をお手にとっていただきありがとうございます。はじめましてでしょうか、お久しぶりでしょうか？　存在を忘れ去られてはいないでしょうか、三原みつきです。

『わっかりやすい設定で圧あつ倒とう的に強い主人公が、誰だれにも救えないってぐらい可哀かわい想そうなヒロインを、めっちゃ最強の敵を倒しつつクソかっこよく救う話を書いてください！』

　──という提めい案れいを担当編集Ｓりん氏から受けたのが、ちょうど一年前の今いま頃ごろのことでした。

　そこはかとなくアホっぽいオーダーである。しかし、実現できればそんなん面おも白しろいに決まってる。無茶振ぶりだけど、エンタメの本質をついているような気もする。

　とりあえず強い主人公のイメージをつかむために筋トレをはじめることにしました。

　するとどうでしょう、枯かれ枝えだのようだったラノベ作家の両りよう腕うではキーボードを破は壊かいしかねないほど肥大化し、鬱うつ々うつしかった弱小作家メンタルは脳内物質テストステロンの作用によって獰どう猛もうなまでの自信を獲かく得とく。さながら覇は王おうのごとき風格を身につけ、道行く編集者たちが「あいつ本当にラノベ作家か……？」と振り返るほどのタフガイとなりました。

　今の俺なら最強主人公の気持ちがわかる……この有り余るパワーで女の子を助けてモテたい……。担当編集Ｓりん氏に対しても、倒そうと思えばいつでも倒せる（物理的に）という心の余よ裕ゆうを得たことで、これまで以上に絶対服従できるようになりました。

「うぬの言う通りに原げん稿こうを書いたぞ……受け取れ……」「うーん、イマイチですねえ！」

　ぶっ倒してやろうかと思いましたが、それぐらい剛ごう胆たんでなければ余の担当編集マスターは務まらぬ。そう思い直して許してあげました。

　そして何度も何度も筋トレのごとく書き直した末にこの作品は生まれました。いかがだったでしょうか？　主人公めっちゃ強くありませんでしたか？　俺はもっと強いですよ！

　というわけで、明快なコンセプトと主人公についての重要なアイデアをもたらし、見事なパッケージにまとめあげてくれた担当編集Ｓりん氏、ありがとうございました！

　豪ごう華か絢けん爛らんなキャラデザインと素す晴ばらしいイラストの数々を手がけてくださったカカオ・ランタンさん、どうもありがとうございました！　表紙イラストのデータを開いた瞬しゆん間かんの「……すっげえ……！」という衝しよう撃げきが、今もまったく消えていません……！

　そして読んでくださったすべての皆みな様さま！　どうもどうもありがとうございました!!





三原みつき





















世せ界かい最さい高こうの賢けん者じやは時ときの牢ろう獄ごくで最さい強きようを超こえる








三み原はらみつき
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